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ま え が き

本 研究 レポ ー トは去 る5月 日本 を訪 問 した英 国SITPRO(Simplificat-

ionInternationalTradeProcedures)のTrafford氏 が当 委 員会 との

Meetingに 際 して提 供 した 資料 「SITPROprojectINTERFACE」

を訳 出 した もの で あ る。

SITPROで は国 際 貿 易 に携 わ る組 織 間 の デ ー タ処 理 とデ ー タ伝 送 の 基準 の

設 計 の 可能 性 とその モ デ ル の実 験 を 目的 と した調査 を企 画 し、NCC(Nati-

onalConputingCenterLtd.)が 中心 とな って プ ロジ ェク トを組 織 し実施 し

て きた が、 そ の成 果 と して本 研究 レポ ー トが ま とま った もの で あ る。

本 レポ ー トは4部 か らな って お り、第1部 では本 プ ロジ ェク トの概 要 と一 般

的 な原 則 及 び提 案事 項 か らな って い る。 第2部 で は実例 に よって 説 明 が な され、

第3部 で は技 術 的 な細 目 につ い てふ れ て あ る。 最後 は付 録 と して プ ロ ジ ェク ト

の創 意 及 び 背景 と1部 か ら3部 ま で にふ れ られ て ない細 目につ い て補 足 して あ

る。

本 レポ ー トは細 か い技 術 的 な検 討が な され てお り、 関係 者 に と って 有 効 な 資

料 と して利 用 しうる もの と考 え る。

昭和48年8月

(財)日 本情報処理 開発 セ ンター

総合貿易情報システム調査委員 会

事 務 局
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第1章 緒 言 と 要 約

`

本 章 は、 この プ ロジ ェク トの 目的 を説 明 す る。 続 い て、 主 要 な

勧告 が要 約 され て い る。

一 プ ロジ ェク ト.の 目.的

一報 告 書 の レイァ ウ ト

ー勧 告 の要 約

■

この プ ロジ ェ ク トの 目的

1.こ の プ ロ ジ ェク トの 目的は 、 国 際 貿易 に携 わ る人 々の 間 の メ ッセー ジ交

換 の た め の基 準 を設 計す る可 能性 につ いて、 モ デル を作製 して テス トす る

こ とに あ る。

2.基 準 は、 デ ー タ伝 送(以 下Drと 略 す)お よび デ ー タ処 理(以 下DPと

略 す)の 交 換 の如 き書 類 に よ らぬ媒 体 、 磁気 テ ー プや紙 テ ー プの如 き入 出

力媒 体 に 適用 され なけ れ ば な らな い。

3.こ れ らは 、 ペ ー パ ー ・ ドキ ュメ ンテ イシ ョン(paperdocumentation)

の 現存 す る基 準、 特 に、JLCD4)ア ライ ン ド ・シ リーズ や、ECEの レイ

ア ウ ト ・キ ーの規 格 に合致 す る他 の ドキ ュメン テ ニシ ョンを補足 す る もの

で ある。

4.こ れ ら基 準 の 目的 は、 それ ぞ れ独 自の 方法 を用い て共通 のデ ー タ を表 現

し、 従 って 、 他 の組 織 か らの デ ー タを機 械 で処 理 で きる形 式 で受取 る こ と

の で き ない 多 くの矛 盾 す るDPシ ス テ ムが、 開発 され るの を回 避 し よ う と

す る こ とに あ る。

5.関 連 す る事 項 と して、 プ ロジ ェク トは特 に実 行 可能 な方式 を開発 す る こ

とに専 念 して、 そ の後 に、 そ の方 式 をテ ス トす るた め、 メ ッセー ジ とこれ

を構 成 す る フ ィー ル ドの更 に詳 しい基 準 を起 算 す る ことに向 け られ るべ き

こ とが 明 記 さ れて い る。
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6.更 に、 そ の期 間 、 規模 と も小 さ い プ ロジ ェク トが先 づ 、 す べ ての主 要 な

面 にづ き、 再吟 味 す る こ とを 目的 と し、 多 くの特 定 の細 目 を解 決 す る こ と

よ り、 む しろ逢 着 す る困難 につ い て報告 すべ き もの と、 明 記 され て い る。

(付 録5参 照)

報 告書 の レイ ア ウ ト

7.報 告 書は 、 四つ の 部 分 か ら成 立 つ:

一第1部 は、 原 則 論 に 当 て られ るそ の中 で必要 条 件 と、 提 案 の概 要 が 説 明

され て い る。 続 いて、 プ ロジ ェク トか ら派生 す る他 の仮 りの試験 的提 案

事 項 を説 明 して あ る。

一第2部 には、 実 例 が 載 せ て あ る。 これ は テ レ ック ス におけ る基 本 的形 式

か ら、VDU(映 像 表 示装 置)方 式 を利 用 す る一 層 進ん だ操 作 ま で、 い

ろ い ろの環 境 の 中 で、 同 じ基 本 的 な メ ッセ ー ジが如 何 に利 用 され るか を

示 す 。

一第3部 に は、基 準 案 の細 目が示 され て い る。

一付録 には、

一報 告 書 の主 要 部 分 か ら取 り除 かれ て い る一 層 詳 しい議 論

一 プ ロジ ェク トの 創意 お よび実 施 を包含 してい る背景 とな る書 類

が載 せ てあ る。

勧 告 の要 約

8.メ ッセ ー ジ と フ ィール ドとの基 準 に関 す る矛 盾 の ない 一 つ の組 合せ が 、

外 部通 信 の ため に使 用 され る汎 ゆ る水 準 の装 置 に適 用 され る よ う創 作 で き

る し、 また、 創 作 しなけ れ ば な らない こ と。(第2章31項 、 第3章45

ない し52項 参 照)

9.こ れ ら
.O基 準 は、 技 術 的能率 よ りか、 む しろ簡 単 さ、 融 通性 、 ま た、広

汎 な適 用性 に重 き を置 くこ と、技 術 的 能率 は 、 それ に も拘 らず優 先 す る も
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のが許 容 す る範 囲 で 、 で きるだ け 高い もの で なければ な らな い こ と。

(第2章31項 参照)

10機 械 操 作 のた め に必 要 とな る制 限 を厳 守 す る一 方、 作製 し、 また、 解 読

す る こ とが人 間 に容 易 で あ る規 準 を開発 す る こ とに主 た る重 点 を置 くこ と。

(第2章31項 参 照)

11.テ レ ックス お よび 類 似 の性 能 を有 す る機 械 を、 調達 され る最小 限の 装 置

と考 え るべ き こ と。(第3章45な い し49項 参照)

12.す べ ての メ ソセ ー ジは、 積 木 の如 く使 用 され る標準 的 フ ィール ドの 組 合

せ に よ って構 成 され る こ と。(第4章76項 参 照)

13.或 る メ ッセ ー ジの 中 に使 用 され る フ ィー ル ドは、何 れ もすべ ての デ ー一夕

が 明瞭 であ る と共 に、 そ れ 自体 意 味 を持 つ もの で ある よ うに、 そ の メ ッセ

ー ジの 中 で個 別 に識 別 され なけ れ ば な らない こ と
。(第4章78な い し

86項 参照)

14.主 要 な情 報 の流 れ に一 致 し、 か つ、 特 定 の フ ィール ドか ら構成 さ れ なけ

れ ば な らない標 準 的 メ ッセ ー ジ を、 明確 に規 定 しなけ れ ば な らな い こ と。

(第4章73項 参 照)

15."非 標 準 的"な メ ッセ ー ジは、 他 の情 報 の 流 れ のため 使 用 す る ことが で

き るが 、基 本 的 な フ ィー ル ドを用 い 、総 合 的な基 準 に準拠 させ る こ と。

(第4章74項 参 照)

16.プ ロジ ェク トの公 式 の 結論 で あ る上 記 勧 告 に加 えて、 次 の勧 告 が 討論 の

中か ら生 れ 、 パ ネル 討 論会 にお い て強 く裏書 され た。

17.作 業 環 境 にお いて、 方 式 をテ ス トす るた め実 際 的な試 行 を行 うべ き こ と。

(第5章125項 参 照)

18.メ ソセ ー ジの基 準 を統 制 す る団 体 と して、 何 人が行 動 すべ きか の問 題 に

関 し、 緊急 に検 討 を なすべ き こ と。(第5章122な い し124項 参 照)

19.情 報 に加 え て、 権 利 、 ま たは 認 可 を伝 え る文 書 の問題 を研 究 すべ き こ と。

(第3章36な い し40項 参 照)
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20。 問題 の緊急 性 に鑑 み、 同 時 に、 国 際 的 な合 意 を追 求 しつ つ、 国 家 的 な実

施 に作 業 を押 し進 め るべ き こ と。(第2章31項 、 第5章119な い し

121項 参 照)

■

一4一



第2章 イ ン タ ー フ ェ イス言 語 の必要 条 件

、

デ ー タ処理(DP)お よび デ ー タ伝送(DT)の 使 用 、従 って、

イ ン ター フ ェイス言 語 を必 要 な らしめ る圧 力 につ い て述 べ られ て

い る。

これ らの言語 が 満 足 させ なけ れ ば な らない基 準 が、 プ ロジ ェク

ト内 に設置 され た 貿易 運 輸 の職 務 担 当者 に よるパ ネル 討論 会 と連

絡 して設 定 され た。

一在 来 の ドキ ュメ ンテ ーシ ョン

ーdpとdtの 使 用

一必要 条 件 の均衡 を保 つ こ と

●

φ

在 来 の ドキ ュメ ンテー シ ョン

21.在 来 の ドキ ュメ ンテ ー シ ョンは、 次 の要因 に 大部 分起 因す る益 々増 大 す

る圧 力 を受け つ つ あ る。

一そ の 作成 は、 労働 集 約 的 で ある螺 旋上 昇 す る労働 原価 と共 に、 この こ と

は 非 常 に大 きい間接 費 を負担 す る こ とを意味 す る。

一入 手 した文 書 の処 理 は 、 この段 階 では余 り機 械 化が 利 用 で きない の で、

一 層 労 働集 約 的 であ る。

一 同 じ理 由か ら、 熟練 労働 の不 足が 主 要 な問題 とな り得 る。

一書 類 の物理 的 な動 き と、 これ に よる情報 処理 は手 間 どる。 この こ とは 、

高速 輸 送 シス テ ムの た め のば く大 な資本 支 出 を無 駄 にす る恐 れ が あ る。

一世 界 中の 政府 に よって 行 使 され る統制 と情 報 の増 大は 、 書 式 に よ る情 報

の 整 合化 が 適 当 な事 務 機械 の 使 用 を可 能 とす る場 合 に だけ 迅速 に、 かつ、

経 済 的 に作 製 で き る書 類 に対 し、 耐 え難 い負担 を投げ かけ て い る。 情 報

の 量 は、 今 や 非常 に大 き く、 書 式 は スペ ース が な くな り、 整 合 化 は 困難

とな って い る。
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一解 読 を要せ ぬ 普通 言 語Clearlangnage)の デ ー タ と共 に、 コー ド(DP

の 目的 の た め)の 使 用が増 大 して い る こ とは、 この状 況 を悪 化 させ て い

る。

22.こ れ らの圧 力は 、在 来 の ドキ ュメ ンテ ーシ ョン を補 充 し、 ま たは、 これ

に代 る もの と して、 デ ー タ処 理 、 電気 通 信 お よび デ ー タ媒体 の交 換 を利 用

す る よ うに 多 くの機 関 を うなが して い る。 これ らの 必要条 件 を満 足 させ る
＼ .

必 要 性 が、 この研 究 の根 本 をな す もの で あ る。

23.ア ライ ン した書類 一 特 に、ECEレ イア ウ ト ・キ ー を基 礎 とす る多 く

の シ リーズ を英 国海 上 輸送 用 のJLCDシ リー ズ を含 めて 、広 く利 用 す る こ

とに よって、 重 要 な進 展 が 行 われ た。 労 力 の割 合 を少 な く し、 書 類 作成 原

価 を低 下 させ る問題 に取 組 み、 ま た、 情 報 が 常 に同 じ個所 に現 われ る よ う

にす る こ とに よって 、受 信 す る書 類 の処 理 を幾 分 で も促 進 させ る こ とに な

る。

24.整 合 化 した シ リー ズは 、 多分 関連 す るで あろ う関係 当事 者 、 領 域 お よび

問 題 の過 半数 を包 含 レ、 す べ ての圧 力 を解 決 す るの で は ない に して も、 最

も進 歩 した 、 ま た、広 く利 用 され て い る シス テ ムで ある の で、 プ ロ ジ ェク

ドの 出発 点 と して設 定 され た。

楡

DPとDTの 利 用

25.輸 出入 シス テ ムに、 デ ー タ処 理 お よび デ ー タ伝 送 を使 用す る こ とが勢 い

付 い て来 て い る。 これ らの シス テ ムは、 そ れ ぞ れ独 立 して開 発 さ れて 来 て

い るの で異 な った シス テ ム の間 の適 合性 が少 い。 問題 とされ てい る複 合 シ

ス テ ムCompoundSystemの 範 囲 で、 何 等 かの 発 展 が あ った と して も、 多

数 の複 合 シス テ ム ー 例 え ば、 別 々の港 に対 し、 別 々の職 務担 当者 の グル

ー プに対 し、異 な った輸 送様 式 に対 し、 別 個 の システ ムが あ り、 複 雑 さの

程 度 も異 な り、 実施 の 姿 もい ろい ろで あろ う。 多 くの個 々の組 織 が、 それ

自身の 複雑 な シス テ ム を持 ち、 そ の範 囲 が テ レ ックス機械 か ら大 きな リア
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、

ルタイム'コ ン ピュ ータ施 設 に ま で及 ぶ こ とは 云 うまで もない。

26.こ れ らの シス テ ムの 各 々の 内部 では、 そ の 局 部 的 な必要 に よ り、 慣 行 は

必 然 的 に決 定 され るが、 シス テ ム間 の、 ま た、 手 動 に よる シス テ ム との 相

互 間 にお け る外 部的 な連 絡 に 関 しては基 準 を設 け なげ れば な らな い。 基 準

は 、ぜ い た くな もの では な く、欠 くこ との で き ない もの で あ る。 デ ー タ交

換 の た め の一 般 的 な基 準 が ない と利 用 者 は基 準 の存在 す る書 類 作 業 シス テ

ム にた よるか(最 も普通 のや り方)、 ま た は、 一 部 に限 られ た 基準 を開発

し、 か くて、 異 な った局 部 的 な基準 の間 に 、新 しい障 壁 を作 るか の何 れ か

に余儀 な くされ る。

27.輸 入 と輸 出 の管理 と ドキ=メ ンテ ーシ ョンは 、本 質 的 には通 信 機 能 で あ

る。 そ れ故 に、 通 信 の容 易 さが この領 域 にお け る効果 的 な シス テ ム を設 定

す る の に非 常 に重 要 で あ る。 特 に、 す ぐ前 の 章 で、 ドキ ュ メンテ ーシ ョン

問題 と して設 定 され た必 要条 件 を満 足 させ る ため に、相 互 連 絡 が非 常 に関

係 す る。

■

口

必要 条件 を均 衡 させ る こ と

28.潜 在 的 には 、 これ らの必 要 に い ろ いろ と違 った方法 で 答 え る多 くの や り

方 が あ るが 、技 術 的 には若 干 の ものが 実 際 に則 して い る。 答案 の 選択 は、

利 用者 の互 に異 な った必要 と、 関心 との 相対 的 な重要性 に対 す る価 値判 断

に本質 的 に依 存 す る。

29,かxる 価 値 判 断 は、 我 々の決 定能 力の 範 囲外 の ことで あ った。従 って、

ネ

約40の 組 織 か らの60名 の代 表 者 に よるパ ネル討論 会 を開催 した。 一

度 会 合 し、 そ れ か らア ン ケー トを仕 上 げ、 再 び 会 合 して、 実施 すべ きや り

方 につ い て討 議 した。

30.こ れ らの パ ネ ルは、 国 際 貿易 におけ る関心 の 代 表的面 を表 現 す る もの で

*付 録3、5参 照
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あ った。 討議 か ら生 み 出さ れ た もの は、 プ ロジ ェク トの た どるべ き道 を非

常 に明瞭 に指 し示 した。

31.若 干 の項 目が 非 常 に熱 心 に 問題 とされ た:

一相互 連 絡 の ため の基 準 は、 何 れ も貿易 にたず さ わ る人 、 それ が テ レ ック

ス だけ の小 規 模 な 利用 者 で あ ろ うと、 また、 複雑 な シス テ ムの 大規 模 な

利 用者 であ ろ う と、 護 れ に で も使 用可 能 の もの で なけ れ ば な らな い。

一例 えば 、 簡単 な装 置 の利 用 者の ため の基 準 と、 進 歩 した装 置 を所 有 す る

組 織 の ため の別 個 の程 度 の高 い基 準 とを持 つ 上下 二段 の構 造 で なけ れ ば

な らな い とす る考 え は、 大 多数 で強 く拒 否 され た。

一基 準 は、 た とえ最 大 の技 術 的能 率 を期 す る こ とが で きな く とも、 簡 単 で

容 易 に理 解 で きる規 則 で なけ れ ば な らな い 平 易 な実 際 的解 決 が 目標 と

され た。

一基 準 は 、現 行 の国 際貿易 手続 きに伴 う非 常 な不 満 足 さ を考 慮 しなけ れ ば

な らない し、従 って、 現 行 の書 類 に 適合 す るが、 これ に束 縛 され ては な

らな い、即 ち、 基 準 の 導入 は、 今 や、 不満 足 な状 態 を固 定化 す る もの で

あ っては な らな い。

一信 頼 すべ き中央 の 統制 団体 が な い ことを考慮 しなけ れば な らな い、 即 ち、

熱 心 な監 視 と統 制 を必 要 とす る メ ッセー ジの基 準 は、 実 施 不 可能 とな る

で あ ろ う。

一基 準 は、費 用 の割 りに効果 的な もの で ある必 要が あ る。 けれ ど も、厄 介

な調 整 し難 い手 続 上 の問題 を克服 す るの に関連 す る一層 大 きい 間 接的 な

は っ き りしない 費用 よ り も、 メ ッセー ジ中 の文字 の数 にか か わ る直接 的

な コス トに は、余 り重要 性 が 置 か れ てい な い。

一 ドキ ュメンテ イシ ョンにお け る主 要 な思 わぬ 障害 は 、 単純 な情 報搬 送 具

と して働 く書 類 よ り も、 む しろ、 認 可 ま たは権 利 を伝 え る書 類 に 関係 す

る。

一整 合化 さ れ た書類(ECEレ イア ウ ト ・キ ー、JLCD等)の 適 切 さ は

一8一
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、

メ ッセ ー ジが 何 れ も基 本 的 な装 置 にお いて整 合 化 され た プ リン ト ・ア ウ

ト(print-out)と して 作製 され な け れば な らない こ とを意 味 す る。

一基 準 は、 国 際 的使 用 に適 す る よ うに 設計 され なけれ ば な らない が、 差 当

りは 、 直 ちに実 現 で き る国家 規 格 をね ら う方が 好都 合 で、一 層 、 現 実 的

で あ る。

32,こ れ らの見 解 は 、 殆ん どす べ て第4章 に概 略述 べ られ て い る同 じ種 類 の

解 決策 を指 向 して い る。 しか し、 勧 告 の ある ものは矛 盾 して い る。 これ ら

の点 お よび若 干 の他 の 関連 要 因 が第3章 で、先 づ論 じられ て い る。

「
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第3章 主 要 な 要 因

前 置 き

33.前 章 の勧 告 が、 同 じ型 の解 決策(標 準 的 なそれ だけ で完 備 してい る フ ィ

ール ドか ら構 成 され る融通 性 の あ る構 造 の メ ッセ ー ジに よる解 決 策)を 、

特 に強 調 してい る こ とが判 っ た。 以下 の項 目に 示 され て い る通 り、 矛 盾 し

て い る点 は、勧 告 の基 礎 を なす 目標 を犠 牲 とす る こ とな く、 解 決す る こ と

が で き るけ れ ど も、 あ る種 の勧 告 の間 に は、 若干 の矛 盾が あ った。

34.そ れ に加 え て、研 究 の初 め には、 非 常 に 関連 が あ る と思 われ た が、 一 層

詳 し く調べ て見 る と、 別 個 の問 題 で あ って、 別 個 の研 究 を必 要 とす るか、

また は、 デ ー タ交換 よ りもむ しろ使用 者 の 内部 シス テ ム に、 関 係 が 多 い こ

とが判 明 した若 干 の主 要 な要 因が あ った。

35.こ れ らの 型式 のそ れぞ れ に関 す る主 要 な 要 因が 、 本章 で簡単 に触 れ られ

てい る。 も ちろん 、同 時 に提 案 の それ に対 照 させ て考 え られ る前後 関 係 が

一 部示 され て い る。

の

認可 お よび権 利 関 係書 類

36.認 可 また は権 利 に 関す る書 類 を送 信 す る際 の問題 は、共 通 の基 準 が 存在

しな い とい うこ とでな く、 メ ッセ ー ジを認 証 す る ことの困難 さお よび特 殊

な署 名 入 り書 類 に結 び付 い た法 律上/取 引 上 の慣 習 にあ る。

37.認 証 の問 題 は

一銀 行 で使 用 さ れ るテ ス ト ・キー に類似 した 秘 密 コー ドの あ る特 別 な フ ィ

ール ドを メ ッセ ー ジの 中 に含 ませ る こ と:提 案 され て い る基 準 は、 この

こ とを斜 酌 して い る。

一通 信 チ ャ ンネル の認 証:こ れ は、 当然 シス テ ム設 計 の問題 で確 保 され た

チ ャン ネル を経 由 して送 られ る メ ッセ ー ジの設 計 とは、 全 く無 関係 で あ

るので処 理 す る こ とが でき る。
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38,署 名 入 り書 類 に 適用 され る法律 上 お よび商 業上 の慣 行 には 、一 層 大 きな

問題 が あ る。 こXで 、 何 等 か の変 更 を加 え よ うとす るに は、 少 くと も新 し

い条 令の 締 結 を必 要 と し(1968年 のtheCivilEvidenceAct(民

事 証拠 法)に 似 た)、 法律 改 正 を必 要 とす るか も知 れ な い。

39,他 の分 野 にお いて は、 各取 引 毎 に書類 に個人 署 名 し、 認証 す る こ とを止

め よ うとい う運 動 が あ り、 多分 同 じことが 国 際貿 易 で も起 る で あろ うこ と

を注 目 したい。 そ れ ま では、 情 報 を一 層迅 速 に、 経 済 的 に動 か す試 み は、

あ る領域(と りわけ 、 有 効 な指 図 式船 荷 証券 に関連 す る これ らの 活動)に

お いて 妨 げ られ る こ とで あろ う。

40.こ の局 面 は、DP/DTの 面 よ り も、 む しろ、 法律 上/取 引 上 の面 に重

点 を置 いて 、別 個 の 研究 課 題 とすべ き もの で あ る。

■

'

メ ッセ ー ジの整 合化 され た書 類 に 対 す る関係

41.初 期 の パ ネル討 論 会 で は、 メ ッセ ー ジは整 合化 した書 類 を直接 表 現 す る

もの でなけ れ ば な らない とい う強 い気 持 が あ った。 従 って、 この 点 に特 別

の注 意 が 払 われ た。

42.完 全 な 同意 義 を維 持 す る こ とは 、実 際 に 多 くの他 の勧 告、 特 にテ レ ソク

ス を基 本 的 な最 小 の装 置 と して扱 う必要性 お よび 融通 性 を保 持 す る必要 性

と矛 盾 す る と結 論 さ れ た。 この こ とは別 と して も、 この よ うな や り方 は、

技術 的 に非 能率(文 字 が20%な い し60%も 多い 間接 費 の 賦課 お よび 誤

謬 訂正 にお け る甚 しい 困難 の増大)で 、 また、 ペ ーパ ー ・シス テ ム におけ

る余 りに 多い拘 束 を、DP/DTの 基準 の 中 に持 ち込 む こ とが 判 明 した。

43、 当 初 の勧 告 の、 た とえ、 字 句通 りでは な くと も、 そ の精 神 を堅持 しつs

改 訂 され た 目的 は、 ア ライ ン した シ リーズ との 適 合性 を保 ちつs、DP/DT

媒 体 に一 層 適 した基 準 を開発 す る こ とに ある。 最 近 の パ ネル討 論 会 では 、

この こ とは殆 ん ど満 場 一 致 で 同意 され た。 提 案 さ れ た基準 は、 ア ライン し

た シ リーズ に よって設 定 さ れ て い る フ ィール ドの 長 さ に関 す るきび しい制
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限 を、 依 然 、 固執 して い る とい う苦情 が意 見 の 差異 す る と ころで あ っ た。

44.こsに 提 案 され て い る通 り、提 案 はデ ー タ を メ ッセー ジ形 式 か らア ラィ

ン した形 式へ 、 また は、 逆 に コン ピ ュー タに よ り、 また は、 筆記 に よ り、

容 易 に転 換 させ る こ とを(同 じデ ー タ構成 と、 フ ィール ドの 大 きさ を保 持

す るが、 フ ィー ル ドの位 置 に よる識 別 の 方法 を採 らない よ うにす る こ とに

よ り)考 え て い る。

この 点 に 関す る更 に詳 しい議 論が 付 録1に 見 い 出さ れ る。

装 置 の水 準 と二 段 式 の基 準

45.如 何 な る水 準 の 装置 を 目標 とす る か、 また、 二段 式 の基 準(一 つ は、 水

準 の低 い 装置 の ため、 他 は水 準 の 高 い装置 の ため)を 設け るべ きか否 かの

問題 は、 少 な か らぬ論 議 を引 き起 した。

46.テ レ ソク ス お よび他 の同 じよ うな 電信機 械 を含 ませ る こ とに反 対 す る技

術 上 の論 議 は、 速 度 の低 い こ と、 パ リテ ィ ・チ ェ ソク(paritycheck)

の 欠け てい る こ と、 キ ャ ラク タセ ッ トの 制 限が 甚 だ しい こ と、 印 刷 面 積が

狭 ま い こ とお よび書 式 制 御 の欠 け て い る こ とを理 由 と して 、 か な り強硬 で

あ る。 しか し、 これ に対 し、 テ レ ソク スの広 汎 な使 用、 直 ぐ役 に立 つ こ と、

国 際 的 な適 合性 お よび値 の 安 い こ との論 議 は圧 倒 的 で あ る;

47.結 局、 他 の こ とを考慮 す る と、 テ レ ック ス に よる制 限 を殆ん ど問 題 と し

ない基 準 とい うこ とにな る。 例 え ば、 他 の こ とを考慮 す る と"整 合 化 した"

メ ソセー ジか ら逃 げ 、 か くて テ レ ック スの 行 の長 さ を問 題 に しな い こ とに

な る。

48.唯 、 キ ャ ラク タセ ッ トの限 界 が束 縛 と して残 るが 、記 号()一 の

本 文 中 の使 用 が 除外 され る とい う程 度 に過 ぎな い。 理論 的 には、 他 の 機 械

に使 用 で きる他 の キ ャ ラク タ と、 統 制 の機 能 が 、実 際 は矛 盾 な く基 準 の 中

で充 分 に利 用 で き る とい う訳 には いか な いの で あ る。

49.こ れ らの要 因 は、 すべ て テ レ ック ス を含 ませ るべ きで あ る と判 定 さ せ る。
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■

6

もっ と原 始 的 な装置 、 例 えば 、数 字 だけ の もの を許 容 す る考 え方 は除 外 さ

れ た。

50.基 準 の 中 で考 え られ て い る低 水準 の装 置 の 点 か ら見 て、 高性 能 の装 置 を

持 つ利 用 者 の要 求が 余 り十 分 に満 さ れ てい ない と、 また、特 に定 期 航 空 路

の間 を移 動 す る航空 貨 物受 取 証 の如 き量 の多 い メ ッセー ジの た め に は、 別

の段 階 の基 準 を設け 、 装置 能 力を十 分 に発 揮 させ るべ きで あ る等 の提 案 が

あ った。 かXる 場 合、短 縮 の ため 使 用 され る技法 には、 フ ィール ド ・コー

ド、 ま た"包 装"ま で も省 略 す る こ とが 含 まれ てい る。 これ に よ る と文 字

を省 くため 、"508561"の 如 き数 字 が 、'&e/'と 同 じ よ うに表 示

さ れ る。

51.も う一 段設 け る とい う考 え方 を完 全 に抹 消 す る こ とは で き ない が、 これ

は好 ま し くな い こ と、 多 分不 必 要 な もの と見 倣 されて い る。 議 論 は、 付 録

2に 詳 し く述 べ られ て い る。 主 要 な点 は、 高 水準 の段階 と して 考 え られ て

い る縮 小 型 式が 方式 の ため の規 則 を破 るが 、 他方 、そ の 方式 の 背景 に あ る

理 由は す べ てそ の まX生 きて い る こ と、 ま た、 提 案 され て い る基 準 で は、

実 際上 最 小 の文 字数 と考 え て い る もの が、 環 境 が変 って も与 え られ て い る

こ と(国 際 航空 運送 協 会 の譲 渡 可能 航 空 貨 物 受取 証 元おけ る文 字 の数 が 提

案 され て い る 基 準 の 場 合 と、 殆ん ど全 く同 じで ある こ とをテ ス トして発

見 した)で あ る。 変 化 に対 応 す る能 力は 、 高 性能 の装置 が 使 用 さ れ て いて

急 速 に発 展 しつSあ る環境 にお い て は、 ま さ し く、 特 に重 要 で あ る よ うに

思 われ る。

52,い ろ い ろの利 用者 が 混 ざつ して い る一 群 の 間 を流れ る多量 の情 報 の た め

"短 縮 され た"メ
ソセ ー ジが 必 要 で あ る と判 定 された と して も、 これ らは

こXに 説 明 され て い る基準 に適 合 す るが 、 そ の一 部分 を構 成 しな い別 の基

準 の一 部 を構 成 すべ き もの と思 われ る。 即 ち、提 案 した方 式 を多 くの面 で

お かす メ ッセ ー ジを この段 階 で含 ませ る こ とは、統一 的 な方式 を開発 しよ

うとす る機 会 を全 くくつが え す恐 れ が あ る。
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利 用者 の シ ステ ムに 依存 す る要 因

53.メ ッ主 一 ジの発 信者 と、 受 信 者 とに重要 で あ るが 、実 際 上 、 メ ッセ ー ジ

の設 計 よ りも、 む しろ、 デ ー タ処理 す る システ ムの設 計 に依 存 す る若 干 の

主 要 な要 因が あ る、 その まXで は、 これ らの基 準 で カバ ー す る こ とが で き

ない。 こXで これ らに触 れ て 見 よ う。

交 信 の開始

54.電 気 通 信網 に おけ るダ イヤ ル符号"番 地addresses"の 最 初 の伝 送 、 ま

た は、 交換 され た テ ー プ等 に おけ る始 めの ラベ ルお よび コ ン トロール

(controle)は すべ て メ ッセ ー ジが 送 られ るシステ ムの特 性 を反 映 し、 メ

ッセ ー ジの テ キ ス トか ら区 別 す る こ とが で き、 ま た、 そ うしなけ れば な ら

な い。 提 案 では 開始 お よび終 りの符 号(STRX++と 、ENDX++が 提 案

されて い る)は 、 メ ッセ ー ジ交換 にさXげ られ る伝送 の 部 分 を シス テ ム制

御 の た めに 使用 され る もの と区別 させ る。

安全と保護

55.当 時 者 外 か らの 接 触 か ら デ ー タ を守 る こ と(tsecurity')foよ び 原 形 を

失 な うことか ら守 ること('protection')は 、 ま た、専 らシステ ム設 計者 の 関

心 事で ある。 あるチ ェ ソク を メ ッセー ジの 中 に組み 込 む こ とが で き る。 例

えば 、 特別 に重要 な フ ィー ル ドにお い て、3段 階 に チ ェ ック が設 け られ る。

例 えば 、航 空 貨物 受 取証 番 号 では、 フ ィー ル ド・コー ドが チ ェ ソク され、

番 号 に は チ ェック ・デ ィジ ッ ト(check-digit)が あ り、 各 文字 には パ

リテ ィ ・チ ェ ックが あ る。 しか し、 これ らは既 にな され た 誤謬 を検 出 す る

こ とを可 能 とす るに過 ぎない。

56.誤 謬 防止 と機 密性 保持 とは、 特定 の組 織 に応 じ、 各利 用 者 の シス テ ムの

環 境 を無 視 して は処 置 で きな い。

¶
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費用 と利益

57.一 般 に適 用 さ れ る シス テ ム を考 慮 す る とい うの であ る以上 、 この よ うな

シス テ ム に よる費用 と利益 につ い て も、最 も一 般 的な条 件 に おい て、語 る

しか ない こ とに な る。

58.DPま たはDTの 施 設 を導入 し よ うとい う決 定 は 、個 々の利 用 者 が その 個

々の場 合の価 値 に応 じて行 うのが 常 で あ る。 明 らか な こ とは 、 この決 定 を

す る人の数 が 増 加 しつNあ る こ とで あ る。 こSで の問題 は、 本 報告 書 で 論

じられ てい る型 式 の基 準 が これ らの人 々の ため の道具 と して 、費 用 の 点 で

効果 的 で あ るか で あ る。

59.最 も直接 的 な 節 約 は、 必要 とす るキ ーパ ンチ ン グ ー 常 に、非 常 に金 の

か ＼る プ ロセス ー での 金額 の 低下 で あろ う。 この こ とは 、 提 案 さ れて い

る基 準 は 固有 の 文 字 の経 済 的 な使 用 か ら一 部派 生 す るの で あ るが、 広 範 囲

に亘 る組 織 か らの 情 報 をDT媒 体 の 上 で、既 に適 切 な形 で受 取 り、 か くて

手仕 事 で調整 す る段 階 を超 え て い る新 しい施 設 か ら遙 か に 多 く由来 す る。

回 路 の初 め にあ る職 務担 当者 だけ は、 この利益 を受け ない、 しか し、 回路

の 初 め は荷 主 で あ る こ とが 多 く、情 報(製 品 デ ー タ、 得 意先 デ ー タ)の 大

部 分 を整 理 して 保持 す る こ とが で き、 往 々に して、 これ は 量 的 に80-90

%に もな る。

60.そ の 他 の費 用 と利 益 の大 半 は、 一 層具 体 的 につ か めな いが 、 恐 ら く、 一

層 重 要 な要 因が 含 ま れ る こ とで あ ろ う。

一始 め の ア プ ロー チ と して、最 小額 の最初 の開発 費 と、 そ の後 の維 持 費 が

必要 で あ る。

一具 体化 と変 更 は共 に少 しず つ実 現 す るこ とが で き、 ζ の こ とは、 調整 の

問 題 をで き るだ け 少 な くす る。

一新 しい発 展(例 え ば、 更 に能 率 化 され た取 引手 続、 ま たは 、政 府 の統 制)

は 撹 乱 を最 小 に止 め て適応 させ る こ とが で き る。

一当 初 の プ ログ ラ ミングの 時間 と費 用(可 変 形 式 メ ッセ ー ジvariable-

-15一
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formatmessagesの ため)は 、 あ る種 の コン ピュー タの場 合 よ りも、 や

や大 きい が、 そ の後 の プ ログ ラム変 更 の 時間 と費用 は 、 それ よ りも小 さ

い。(最 初 の組 立 て では 、 時間 も費 用 も認 め られ よ うが、 そ の 後 は、 利

用 者 の力 の及 ば な い範 囲 外 にお け る発 展 に、急 速 に反 応 す る必 要 が あ る

以上 、 結 局、 得 に な るで あろ う)

一矛 盾 の ない基 準 とは 、入 力 プ ログ ラムの一 組 と、 出 力 プ ログ ラムの一 組

が あれば 、 どん な機 能 の イ ン ター フ ェイス に も使 用 す る こ とが で き る こ

とを意 味 す る。

一矛 盾 の な い基 準 とは 、 コ ン ピュー タが故 障 した場 合 に、 他 の コ ン ピ ュー

タ、 または 、 複写 装 置 を使用 して入 って来 る メ ソセ ー ジを手 仕事 に よる

処 理 のた め、『判 読 で きる形 に印刷 し、 か くて、 簡 単 な"後 退fal1-back"

を提 供 す る こ とが で き る こ とを意 味 す る。

一 メ ソセ ー ジは、 整 合化 した書 類 と相互 に切替 え られ る。 メ ッセ ー ジは、

手 書 きに よるか、 コ ン ピ ュー タに よるか、何 れ か で:整 合 化 した書 類 に

ま たはそ れ か ら直す こ とが で きる。

一 メ ッセ ー ジは、 わ くの 大 きさに よる ものは 別 と して、 整 合化 した書 類 に

よって課せ られ る制 限の すべ てか ら解 放 され て い る。

-DP/DTデ ー タ交 換 の前 の広 汎 な双務 的交 渉 の必 要性 が 取 り除 か れ る。

一多 くの デ ー タの形 式 お よび 特徴 が 予 め、 明確 に定 め られ てい るので 、 シ

ステ ム設 計 は簡 単 化 さ れ る。

61.基 準 を実 際 上"中 立 性1'の もの と し、利 益 を平 等 に広 げ る 一(一 つ の

関係 者 を他 の もの よ り有 利 に しない し、 大 き な会 社、 また は、 小 さい会 社

をひ い き しない)一 こ とをで き るだけ我 々の 目標 と して 来 た。 後 者 の問

題 は特 に最近 の発 展 に照 し、 重要 な もの と考 え てい る。 規 模 の異 な る組織

が考 え て い る利 益 は:

一小 規模 の組 織:最 小 の支 出(即 ち、 テ レ ソク ス機械 借入)で 、 他 の シ

ス テ ムに"フ ック ィ ン"す るこ とが で きる こ と、 大 き な会 社 にだけ 適 し

16一
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も

て い る システ ムか ら締 め 出 され る こ とに対 す る若 干 の保 護 。

一中 規模 の組織:必 要 条 件 の単純 化 に より、DP/DTを 導 入 す る こ とが

で き る こ と。

一大 規模 な組織:通 信 の 一層 大 きい一 貫性 は 高性 能 の 装 置 の効果 的 な使

用 を可 能 と し、 大 規 模 な組 織 では 応答 に 困難 を感ず る。 非 常 に ま ち まち

で.、量 の少 な い型 の通 信 の度数 をで きるだけ 少 な くす る。

62.こ れ を要 す る に、 これ らの提 案 され てい る基 準 は、 固 有 の 費用 が 低 い こ

と、 開発、 具 体 化 お よび 変 更 が 容易 で ある こ とを特徴 と し、 異 な っ た利用

者 と、 変 化 す る環 境 に対 し、 最大 限 の融通 性 を 与え、 他 方、 非 常 に簡 単化

さ れ た通 信 を助 成 す るの に十 分 な一 貫性 と適 合性 を維 持 す る もの と信 ず る。

,

■
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第4章 基 準 案 の 概 要

一 方 式

一 メ ッ セ ー ジ

ー フ ィ ー ル ド

ー グ ル ー プ

ー フ'イ ー ル ド内 に お け る デ ー タ の 表 現

'

一 問題 と疑 問

メ ッセー ジの一例積荷予約照会

UNTO=CARGOBROKERS十

SERL=17892÷

FROM=SWIFTFORWARDING十

TYPE=BOOKENQY+

十十

この メ ッセ ー ジを識 別

す るヘ ソダ

SHPR=RAMSBOTHAMMILLS:

ALMAST:COLNE:LANCS十

FWDR・=SWIFTFORWARDING:

BROWNRD:L76BQ+'

FWRF=WXYZ/981十

積送依頼希望の当事者

SPNM==SSATLANTIS十

PTLD=LIVERPOOL十

PTDS=MONTEVIDEO十
FNDN=MONTEVIDEO十

CYDN=・URAGUAY十

仕向先 と、必要 とする

輸送手段

MKNO=7十PACK=TEACHESTS十

GDSD=COTTONSHIRTS十

GRWT==500:KG十CUBE=5:M3十

EOMS十 十

船積 され る品 目の詳細

な説明

●

これ は、

PORTOFDISCHARGEが

MONTEVIDEOで あ る こ とを

意 味 す る。
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基準 案 の概 要

63.典 型 的 な メ ッセ ー ジが、 反 対 側 に示 されて い る。 それ は 、

一極 め て通 常 の テ レ ックス ・メ ッセ ー ジを総 合 した形 に な って い る。

一容 易 に判 読 で きる
。

一 コ ン ピュー タが メ ソセ ー ジ を解 析 し得 る よ うにす る制 御 文 字(=:+)

が あ る。

一情 報 の各 項 目の前 に、 これ を識 別 す る略称 を置 く。

こ とを特徴 とす る。

最 大 の融 通性 と、 最 大 の 簡単 さ を保 証す る よ うに設 計 され 、 設 定 され た

一 揃 の 規則 に関 す る片鱗 が うかが われ る
。

方 式

64.総 合 的 な方 式 を規 定 す るた め、 若 干 の原則 が 設定 され た。 これ らの 範 囲

内 で、 他 の規 則 は メ ッセ ー ジ、 フ ィール ドお よび フ ィール ドの 中 の デ ー タ

が表 現 され る仕 方 を決 定 す る。

β

簡 単 さ と一 貫性

65.最 初 の 方式 上 の規 則 は 、 で き るだけ 少 ない数 の 規則 で なけ れ ば な らな い

こ と。 また、 これ は全 体 に亘 り一 貫 して 適用 され なけ れ ば な らな い ことで

あ る。 この領 域 で は、 白紙 の状 態 か ら実質 的 に出発 す るの で、 実 際 は最 も

好 ま し くない や り方 を実 行可 能 で あ る。 この こ とは、 当然 、 迅 速 な行 動 が

取 れ る こ とを示 して い る。 余 りに多 くの時間 が経 過 す れ ば、 基 準 は大部 分

始 末 の悪 い妥 協 の産 物 とい うこ とに なろ う。

■

独 立 性

66.第2の 規 則 は、 メ ッセ ー ジ と フ ィール ドの構 成 部分 は独 立 した もの で な

け れ ば な らない こ とで あ る。 そ うす れ ば、一 つ の 部分 は 、他 のす べ て の部
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分 に影 響 を及 ぼ さ ない で、 変 え る こ とが で き る。 一 般 的 なテ ー マ を地 方 的

な、 ま'たは 、 形式 上 の必 要 に応 じて、 容 易 に変化 させ 、 また、 徐 々 に発展

させ、 改 良す る こ とを可 能 とす る。

媒 体 の独 立性

67.三 番 目に基 準 は、 媒 体 の影 響 を受 け ない。 媒 体 が何 ん で あ ろ うと、 メ ソ

セ ー ジは実 質 的 に同一 で あ る。 僅 か な差 異 が発 生 す るが 、一 つの 媒体 か ら

他 の媒 体 に 自動 的 に転換 す る こ とを妨 げ ない 程度 に止 ま る(こ の差 異 は、

世 界 中 に広 まっているテ レックス機 械 に お い て、 印刷 され る文 字 の異 形 に相

当 す る)。 この よ うに媒 体 の影 響 を受 け な い ことは、 すべ ての 媒体 が 最 善

の状 態 で利 用 され て い ない こ とを意 味 す るが 、 通 信 の問 題 を非 常 に単 純 化

させ る。 この こ とは、 各 媒 体が 最 適状 態 にな い こ とよ りも、 一 層 大 きい経

済 的利 益 で あ る こ とは殆 ど確 か で あ る。

キ ャラ ク タ ・セ ッ ト

68,デ ー タの ため に用 い られ る文字 と、 メ ッセ ー ジ を論理 的 に構 成 す る た め

に使 用 され る文 字 とは 別 々で、 これが 、 複雑 な規 則 をい らな くす る。 これ

らの文 字 は 、 ま たtfo化 粧 用'と して 用 い られ る文字 、 即 ち フ ィール ドの

間 に用 い て、 デ ー タを 目に見 易 くす るが、 意 味 に は少 しも影 響 しな い マス

ペ ース'k・ よびtキ ャ リ ッジ リター ン'の よ うな文字 とも区 別 され る。

チ ェ ックで き る こ と

69.'も う一 つ の 原則 は 、査 照 の 可能 性 を付 与す るた め、 あ る個 所 にt過 剰"

キ ャラク タを使 用 す る こ とで あ る。 例 え ば、 フ ィー ル ドの名 前 にお いて、

3個 で十 分 な容 量 を供 給 し得 る と ころ に、4個 の文字 を使用 し、 通常 の転

写 誤謬 な ら何 れ も発 見 しない では 置 か な い よ うな技 法 の利 用 を可 能 とす る。

晴

●

20一



規 則 を守 る こ と

70.最 後 に、 既 に述 べ られ た もの のす べ て、並 に、 以下 の項 目uateけ る規 則

に影 響 す る原理:手 取 り早 いや り方 が許 され な い こと。 文 字 の節 約 の た め

ま たは、 その 他 の利 益 の た め、規 則 の 或 る もの を破 ろ うとす る気 持 に な ら

せ る個所 が若干 あ る。 しか し、 手取 り早 いや り方 の関連 す る ところは 、遠

くに及 び、 後 ま で も判 らな い ことが あ る。 我 々の 調査 で は、 例 えば 、 メ ソ

セー ジ を短 か く して も差 支 な い場 合 が 見 出 され た。 しか し、 誤 りが生 じた

場 合 、 訂正 が 困 難 に な り、 ま たは、 更 に他 の 誤 りを発生 す る恐 れ が あ っ た。

問題 が起 きて くる と、 若 し誰 かが規 則 を破 った と した ら、 ど うして他 の人

々 も同 じよ うなや り方 で規 則 を破 る と保 証 で き るで あ ろ うか 。唯一 の解 決

は、 規 則 を厳 重 に守 る こ とで あ る。 特 に、 規 則 が で き るだ け利 用 し易 く設

計 され て い る。

結 論

71.上 述 の原 則 は、 どれ一 つ も特 に見新 し く、 急 進 的 な もので は ない。 そ の

い うと ころは、 実 際非 常 に複雑 な環 境 の 中で通 信 した い と望 む場 合 、 高度

の一 貫性 が達 成 され な い限 り、 事 態 は御 し難 い もの とな る とい うこ とで あ

る。SITPROと パ ネル討 論会 に よ り設 定 さ れ た基準 は 、 幸 に かxる や り

方 を可 能 とす るば か りで な く、 実 際 に 要望 され た もの と して い る。

,

■

メ ッセー ジ

・72
.メ ッセ ー ジは、 そ の 中 に含 まれ る情 報 の点 で は在 来 の書 類 と、大凡 、同 価

値 の もの で あ る。 しか し、 時 に は メ ソセ ー ジが 少 ない情 報 を含 む こ とが あ

る。 現 に ごSに あ る書類 は、 例 えば、 内容 の 広 汎 な書 類 の カーボ ン紙 の写

しで あ る ため、 必 要 とす る以外 の情 報 を包 含 して いて、 メ ッセー ジの情 報

は、 それ よ り少 な い。 別 の時 には、 例 えば 、一 緒 に送 られ る二 つ の書 類 に

代 って、 一 つ の書 類 よ り も多い情 報 を包 含す る こ とが あ る。 もっ と も、 一
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続 きの別 々の船 荷 証 券 は、'別 々の メ ソセ ー ジの一組 と して取 扱 わ れ る。

73.主 要 な情 報 の流 れ に対 しては、 標準 的 な メ ッセ ー ジを明記 しなけ れ ば な

らない。 先 づ 、 これ らは現 行 の書 類 に相 当 す るが、 固有 の融 通 性 を一 層 良

く利 用 す る こ とに よ り、 情 報 の パ ター ンが ペ ーパ ー ・シス テ ム に よって課

せ られ る束 縛 か ら支 配 さ れ ない よ うに な る こ とが 、 やが て期 待 で き る よ う

にな る。 この よ うな発 展 に対 す る限 界 は、 ペ ーパ ー ・シ ステ ム と、 電 気通

信 システ ム との 間 の継 続 的 な適 合性 が細 目の段 階 で確保 され る必 要 が あ る

こ とで あろ う。

74.こ れ らの"標 準 的 メ ッセー ジ"は 、情 況 の 変化 に応 じ、 若干 の融 通 性 を

残 しつXも 、 か な り厳 密 に定 義 さ れ る。"非 標準 的"メ ッセ ー ジ も、情 報

の一層 小 さ い流 れ に使 用 され る。 これ らは、 総 合 的 な規 則 に適 合 し、 機 械

で処理 され るが、 そ の 中 に何 を盛 り込 む か に つい て は、 か な りの 程度 の慎

重 さが必 要 で あ ろ う。

75.標 準 的 メ ッセー ジの利 用 が もた らす利益は、如 何 な る情 報 を送 るべ きか に

つ いて発 信 者 を指 示 し、 ま た、 メ ッセ ー ジの 目的 を確 認 し、 あ るべ き情 報

の すべ てが 受 信 され たか をチ ェ ックす る手 段 を提 供 す る こ とに よって 、 受

信 者 を も助 けることに ある。 しか し、 標 準 的 メ ッセ ー ジは、 論 議 の焦 点 とな

り情 報 の流 れ に適 合 す る改善 のた め の焦 点 とな って い る。 我 々 に よ り開発

され た基 準 では 、標 準 的 メ ソセ ー ジに対 す る絶 対 的 な必 要性 が な く、 補 助

に過 ぎない こ とに注 目され る。 他 方"整 合化 した"メ ッセ ー ジが 採 用 さ れ

た場 合、 どの情 報 が どの位 置 にあ るか を示 す メ ッセ ー ジの基 準が なけ れ ば

メ ソセ ー ジの 中 の デ ー タは無 意 味 とな る。 従 って、 提 案 され て い る シ ステ

ムでは 、効,果的 な通 信 は各 メ ッセー ジに対 す る きび しい基 準 の 開発 と、 そ

の厳 守 とには 依 存 しない の で あ る。

76.各 メ ッセー ジには、 メ ッセ ージが通 常 の処 理 の た めか、 監査 追跡 上 、誤

謬 訂正 の ため か を共 に確 認 す る標 準 ヘ ソダ お よび メ ッセ ー ジの終 りの 符号

が あ る。 これ らの間 に、 一 続 きの フ ィー ル ド、 また は、 関 連 す る フ ィ ール
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、

ドの グル ー プが あ って、 メ ソセ ー ジの本 文 を構 成 す る。 標 準 的 メ ッセ ー ジ

で は、 どん な フ ィー ル ドとグ ル ー プが存 在 すべ きかが規 定 され る、一 定 の

メ ッセ ー ジで は、 これ らは 次 の よ うに分類 さ れ る:

必 須 の 一 堂 に存 在 しなけ れ ば な らな い もの(例 え ば、 通 関 手続 中の

貨 物 の 明細)

条 件 付 一 或 る3条 件 で必要 とされ る もの(例 えば 、 貨物 が 危 険 物 の

場合 、 危 険注 意)

任 意 の 一 送 信 者 が希 望 す る場 合 に含 ま れ る もの(例 え ば 、船 積 予 約

を確 め たい運 送 会 社 は 、希 望 す れば、 そ の参 照 番 号 を加 え

る こ とが で きる)

77.非 標 準 的 メ ソセ ー ジで は、 勿論 、 定義 に よ りすべ ての フ ィー ル ドが 任意

の もの とな る。

メ ッセ ー ジ内 部 にお け るフ ィー ル ドと、 グ ル ー プの順 序 は 、標 準 的 な同

価 値 の書 類 が あれば 、 そ こに あ る もの にお お む ね一致 す る。 この こ とは 、

必 要 な場 合転 写 を簡 単 化 す る。 正 確 な順 序 は、 標 準的 メ ッセ ー ジの 内 部 で

も重 要 では な い。 これ は、 こSに 採 用 され る方 法 に固 有 の特 徴 で あ る。 こ

の こ とか らの有 用 な 副産 物 は、 新 しい フ ィー ル ドを メ ソセ ー ジの フ ィ ール

ドに近 接 して追 加 し、 論 理 的 に関 連 させ る こ とが で きる こ とで あ る。 整合

化 した ドキ ュメー シ ョンにお い て は、 不 可能 な仕事 で あ る こ とが 多い。

●

フ ィー ル ド

この プ ロ ジ ェク トの初 め頃 には、 フ ィール ドは 杜エ レ メン ト"と い われ

た。 用 語 の変 更 は、ECE国 際 貿 易 手続 単 純 化 作業 グル ー プvafoけ る合 意

を反 映 す る もの で あ る。
●

フ ィー ル ドの 構 成

78.フ ィ ー ル ドは 、 メ ッ セ ー ジ の 基 本 的 な 構 成 プ ロ ソク で あ る 。 フ ィ ー ル ド
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の セ ッ トが あ り、 選 ん で メ ッ セ ー ジ を 構 成 す る 。 こ れ ら 自 身 は 、 三 部 か ら

構 成 ざ れ る 。

一 フ ィ ー ル ド を 識 別 す る た め の フ ィ ー ル ド ・ コ ー ド

ー デ 一 夕 処 理 の た め 、 フ ィ ー ル ドを 区 切 る た め の 特 別 な 文 字(=:+)

一 フ ィ ー ル ド内 の 情 報

フ ィー ル ド ・コー ド

79.フ ィール ド・コー ドは、 こSに 提 案 さ れ てい る基 準 に おけ る最 も重 要 な

工夫 の一 つ で あ る。 提 案 され てい る通 りに使用 す る こ とが、 全 体 の構 成 に

重要 で あ る。 厳 格 な形 式 は、 遙 か に重 要 で な い、 もっ と もこ ＼に書 かれ て

い る説 明の よ うな ものは 、 多分 必要 で あ ろ う。

80.フ ィー ル ド ・コー ドは 、 これ に続 くデ ー タ を確 認 す る。従 って、

NTWT=200:KG+

の よ うな フ ィール ドで は、ttNTWT"は 、続 く情 報 を"正 味重 量"と し

て確 認 して い る。

81.フ ィール ド ・コー ドは、 組 織 の間 を移動 す る メ ッセ ー ジの 中 に、 常 に存

在 す る(通 常 の場 合)デ ー タの 直 ぐ前 に 、 ま た長 い表 の場 合 には、 表 の 初

め に一 回 示 され る もの で あ る。 そ の存在 は、 メ ッセー ジが た とえ 見 なれ な

い書 式 で あ った場 合 で も(例 え ば、 国 の 違 い か ら、違 った輸 送 方 式 に関 係

し、 ま たは、 受 信 人 がMarkIを 使 用 してい る場 合 に標 準 的 メ ッセ ー ジが

Mark皿)、 デ ー タが識 別 さ れ る こ とを保 証 す る。 従 って、 各 メ ッセ ー ジ

が そ れ 自体 で理 解 で き る こ とを保 証 す る。

82.フ ィー ル ド ・コー ドは、 人 の識 別 の た めだ け で な く、 コン ピ ュー タ処 理

に も大 切 な 点 で あ るか ら、 これ を誤 謬 か ら守 る こ とが 重要 で、 記 憶 コー ド

を使 用 す る こ と、利 用 者 の助 け にな る。 容量 に対 し必 要 とす る最 小 の もの

よ り、 コー ドを長 くす る こ とに よって これ が達 成 され た。

83.こ の こ とは 、適 切 な記 憶 コ ー ドを選 択 で き る便 宜 を増 進 す る と共 に、 コ
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一 ドの 合理 的 な配 分 を可 能 と し、 最 も普 通 の こ ととさ れて ら る如 何 な る転

'写 誤 りに よって も他 の有 効 な コー ドに転換 され る こ とは ない 。従 って、 何

等い 数 学 的装 置 を用 い な い で チ ェ ック ・デ ィ ジ ソ トを使 用 す るの に等 しい

保全 が 行 われ る。 この よ うに して"器 用 さ"は 、 利用者 か ら解 放 され 、 各

フィー ル ド ・コー ドをそ の都 度 、一 つ の 務 め と して公 布 す る 団体 の責 任 に

ーま か さ れ る
。

特 殊 な 文 字

84.三 つ の 文 字=・:+は 、フ ィ ー ル ド1コ ー ド と、 デ ー タ を 捜 す べ き 場 所 を

コ ン ピ ュ ー タ に 知 ら せ る 目 じ る し と し て 用 い ら れ る 。

一 フ ィ ー ル ド ・ コ ー ドの 後 と、 デ ー タ の 前

デ ー タ の 区 分 の た め(例 え ば 、 重 さ の 数 量 と 、 測 定 単 位 の 間 、

200:KGの よ・う に)

+・ 各 ブ イ ー ル ドの 終 り に

これ らの 目 じる しは、 他 の 何 れ の 目的 に も使 用 しては な らな い。

●

■

フ ィー ル ド内 の情 報

85.在 来 の ドキ ュ、メンテ ィシ ョン と=致 す る よ うにす るた め、 ま た、基 本 的

な通 信 の仕事 を コン ピ ュー タ にか け られ る よ うにす るた め、 各 フ ィール ド

に入 れ る情 報 に対 し、課 せ られ る唯一 の 統制 は、 デ ー タの長 さが 書式 の わ

くに納 ま る もの を越 え て は な らない こ と、 ま た、 使 用 され る文 字 が、 すべ

て の機 械 に利用 で き なけれ ば な らない こ とで あ る。ECEレ イア ウ トま た

JLCDMasterに 利 用 で き る もの の中 、何 れ か短 い方 に、 長 さ を、 ま た

テ レ ソクス に殆 ど一 般 的 に利 用 され てい る もの に キ ャ ラク タ ・セ ン トを合

わせ て あ る。

86.情 報 を他 の 目的 の ため に表 現 す る仕 方 に関 す る も う一 つ の 統制 は、89

項 に始 ま る項 目で論 じ られ る。

25一



グルー プ の利 用

87.メ ジセ ー ジの 中 で、 フ ィー ル ドをグ ル ー プに組 合 わせ る こ とが 必要 な、

ま た は、 望 ま しい場 合 が あ る。 二 つ の か ×る場 合 を取 り出 して見 た 。

一 多数 の航路 を経 由 す る積 送 品 を通 知 す る メ ッセ ー ジにお い て、 正 しい 明

細 、 正 味 重量 等 が正 しい 品 目 と結 び 付 いて い る よ うにす る こ とが 必要 で

あ る。 一 つ の品 目に 関す る明細 は、 すべ て一 緒 に集 め るべ きで あ る。

一 コ ンテ ナ ー所 在 表 の よ うな メ ッセ ー ジで は、 フ ィール ド ・コー ドを絶 え

ず繰 返 えす のは 、 過 度 の負 担 を意 味 す る長 い表 の頭 部 に唯 一 度 フ ィール

ド ・コー ドを記 載 す る よ うにす る こ とが規 則 で決 め られ た。

9

行 の番 号

88.両 方 の 場合 、 あい まいさがない ことを保 証 す る と共 に、 誤 謬訂 正 を可 能 と

す るた め、貨 物 の各 行 ま たは表 の 中の 行 に行 の番 号 を割当 て る(表 の 中 で

番号 を付 せ られ なか った行 に誤 りが 生 じた場 合 には 、全 体 の表 を送 り直 す

必 要 が あ る)。'行 の 番号 の機 能 は、 多 くの点 で フ ィール ド ・コー ドに似 て

い る。

フ ィー ル ド内に お け るデ ー タの現 わ し方

般

89.こ れ ま で概 説 され た技 法 は、 機 械 化 の第 一段 階 を考慮 して い る。 メ ッセ

ー ジは 、 電信 電 話 回線 を通 じて送 り、 ま た、 コ ン ピ ュー タ ・テ ー プまた は

カー ドの 交換 に よ り回送 す る こ とが で き る。 書類 作 成等 の 目的 の た め、 コ

ン ピュー タに よ り処 理 され る。 かxる 適 用 には、 機 械 が、 例 え ば、 仕 向け

国 を、 仕 向 け 国 で あ る と して 確認 で きる(と じ込み また は書 式 で つ き とめ

る)こ とを必 要 と して い る。 機械 が、 記 載 され て い る名 称、 そ の もの を解

読 で き る必 要 は な い。

go.機 械 が、 もっ と多 くの こ とをす る必要 が あ るな らば、 フ ィー ル ドへ の デ
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、

一 夕の組 込 み は、 抑 制 しなけ れ ば な らな い。 例 えば、会 計機 能 を行 わせ よ

うと思 うな ら、 機械 は フィー ル ドを、 値 を持 つ もの と して確 認 で き るだけ

で な く、 小数 点 の確 認 を含 め て、 そ の 値 を解 明 で きなけ れ ば な らな い。

9L或 いは、 ま た仕 向け 港 別 に積 送 品 の 表 を区 分 したい場 合 に は、 港 の 名 は

そ の都 度 同 じよ うに記載 す る必要 が あ る。 コ ン ピュー タは 、L'POOL、

L/POOLお よびLIVERPOOLを 、 三 つ の 名称 を三 つの 別 々の港 と し

て 処理 して しま う。

92.こ の 項 目では 、特 に普 通 の言 語 の エ ン トリー とコー ドに よ るエ ン トリー

との 差 異 を検 討 しつ つ、 各 種 の形 式 の デ ー タにお いて一 貫性 を必 要 とす る

こ との結果 を考 察 して い る。価 格 、 重 量 お よび 寸法 の如 き情 報 の取 扱 い に

つ い て、 積極 的 な勧 告 が な され て い る。 記述 的 な情報 の取 扱 い に つ い て、

ガ イ ド・ライ ンが示 唆 さ れ て い る。

■

■

数量 に 関 す るデー タ

93.数 量 に 関 す るデ ー タは、一 番 問 題 が 少 な い。既 に、 規 定 が定 め られ て い

る。 しか し、 これ らの規 定 に も、 時 た ま矛 盾が ある。 例 え ば、 小 数 点 の場

合 、 そ の分 野 の異 な る記 号 で あ る 点(.)と 、 コ ンマ(,)を 使 用 す る

(本 質 的 な形式)こ とは、 何 れ を も受 入れ る よ うに、 機 械 に プ ログ ラ ムす

る こ とが で き るの で、 余 り重 大 で は な いが 、千 単位 の区 切 りと して 使 用 さ

れ る点 と、 コン マ(読 み 易 くす るた め の任 意 的 な形式)は 、 小 数 点 と混 乱

す る恐 れが あ る。

94.点 と、 コ ンマは、 それ ぞ れ小 数 点 と して使 用 し、千 を区 切 らせ な い と規

定 す る こ とに よ り、 これ を解 決 した。 千 は、 区 切 りを付 け な い まXに して

置 か なけ れ ば な らな い。 この や り方 は、 すべ ての数量 一 価 格、 重 量 お よ

び 体 積 に使 用 す る。 数 量 には 、通 貨 ま たは 度量 単位 を適 当 に示 す コー ドを

付 随 させ る。
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コー ド化 された デー タ

∀5."或 るデ ー タは、 既 に コー・ド化 され るか、 または 、 常 に コー ド形 式 の 中 に

だけ 現 われ る。 荷 主 に よっ て、積 送 品 に割 当 て られ る参 照 番号 の よ うに、

唯一 つ の形 式 だけ が あ る場 合 には、 転 写 の際 に一 つ の フィー ル ド・一 つ の

定義 お よび一 つの コニ ドが存 在 す る とい う完 全 な正 確 さ を守 りさ えすれ ば、

問題 は起 らない。

96.商 品 コー ドの よ うな コ ー ドを取 上げ る と、一 層 多 くの 問題 が 生 じる。 唯

一無 二 の定義 もコ ー ドの唯 一無 二 の形 式 もな い。 同 じ積 送 品 の 中 に、 数 個

の コー ドが 現 われ る こ とが あ る。 かXる コ]ド ば 、 普通 の言 語 に よる商 品

銘 柄 を コー ド化 した相 当語 句 では ない 。前 者 は、 関税 の 目的 では、 同 等 の

物 と見 倣 され る関連 商 品 の包 括 的 な一 群 を識 別 させ るが、 後 者 は、 船 積 さ

れ た特 定 の商 品 を識別 させ る。 これが 実情 で あ る とす る と、 考 え られ る コ

ー ドを一 つ 一 つそ の定 義 、 名前 、 記載 され た書 式 に よ り別 々の フ ィール ド

で あ る と判 断 しなけ れば な らな い。

■

普 通 の言 語 のデ ー タ

97.現 実 の 問題 は、 普 通 の 言語 に よるデ ー タ 、 氏 名、 住所 、 地 名、 包装 の

形 式 等 を得 た時 に始 ま る。 統 一 され た書 式 は存 在 しな い し、 通 常 の統制 さ

れ て い ない書 式 は、 コ ン ピ ュー タに よる解 読 には適 当 しない 。

98.こ の 問題 に対 す る一 つ の取 つ掛 り方 は、 普 通 の言 語 に よ る説 明 に代 る コ

ー ドを設計 す る こ とで あ る。 コー ドの割 当 て に対 しては 、 多 くの 人 々の 心

の 中 に、'も う一 つ の動機 が あ る:デ ー タを短 縮 す る こ と。

99.実 際上 、普 通 の 言語 を コ ー ドに代 え るこ とが何 故難 しいか に は理 由が あ

る。 この 中 には、 人 間 と しての利 用 者 を一 連 の通 信 に亘1り、 ず つ と考 慮 す

る必 要 が あ る とい う判 断 が含 まれ る。 人 間 と して の利 用 者 は、 効果 的、 か

つ、 信 頼 で き る よ うに働 くた め には普 通 の言 語 が必 要 で あ る。 余 りに コー

ド化 され た環 境 では 、過 度 の圧 迫 が 人 々に課 せ られ る。 手 に よる作 業 と、
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●

■

DPシ ステ ム とが 、 一続 きの 中に混 ざ って い る と(恐 ら く将 来 にお け る通

常 の場 合)、 一 続 きの 中 の数 ケ所 で コ ー ド化 し、 コー ドか ら普通文字 に直 し

た、 再 び コー ド化 す る こ とが 時間 と金 を無 駄 に し、 誤 りを追 加 させ る原因

とな る。 本 当 に、 この プ ロ ジ ェク トの全 目的 は、 これ を 回避 す る こ とに あ

る。 ま た、 コー ドだけ で仕 事 す るには 、DP用 語 では一 層 不 経済 で あ る。

例 え ば、 あ る会 社 の コー ドを解 明 す るた め、 す べ ての 氏名 と住 所 の ファ イ

ル を保 持 し、 最 新 の ものに す る こ とは、入 手 す る住所 と会 社 の コ ー ドを共

に シス テ ム に通 す よ りも、 遙 かに金 が か か る こ とは屡 々で あ る。

100普 通 の言 語 に よる フ ィール ドへ の エ ン トリが 比 較 的少 ない場 合 一 例 え

ば、 包装 明細 一 だげ は人 と機 械 の両 方 と も困難 は少 な く、 普 通 の言 語 を

コー ドで代 らせ る こ とが 実 行可 能 とな る。

101同 じデ ー タの た め に、 普 通 の言 語 と コー ドを共 に通 す 解 決策 は 、 多 くの

問 題 を解 決 す るが 、他 の問 題 を 惹 き起 して い る。 主要 な問題 は整 合 化 した

書 類 との適 合 性 を維 持 す る こ とが 非 常 に困難 で あ る こ とで あ る。 か りに、

フ ィール ドを 重 ね合 せ な い とすれ ば、 書 式 は既 に込み 合 い過 ぎて い る。 そ

の 上、 コー ド化 の 副 次 的 目的 一 簡潔 さ 一 が 失 わ れ る。 従 って 、 コー ド

プ ラス省 略 され た平 易 な言 葉 が通 常 の平 易 な言 葉 だけ よ り も長 い こ とは屡

ホ

屡で あ る:即 ち、ttLMLF:L/POOL"は 、"LIVERPOOL"よ り

長 い。

102住 所 や貨 物 の 明 細 の よ うな長 た ら しい デ ー タに は、 多分 最 も効果 的 な や

り方 で あ る。 そ こで は、 鬼 も角、 普 通 の言 語 と コ ー ドとの関係 が やSも す

れ ば 、上 述 の範 時 に該 当 す る こ とにな る。 コー ド化 され た フ ィー ル ドと普

通 の 言語 に よる フ ィール ドとに よって意 味 す る と ころ は定 義 が 同一 で ない。

103短 か い普 通 の 言 語 に よる フィー ル ドに は、一 層 良い解 決 策 が あ る。 即 ち

普 通 の 言語 を書 く方 法 を標 準 化 す る。 の た めの 絶対 条 件 は、 フ ィー ル

*LMLFは 、 港 の コ ー ド化 シ ス テ ム に お け るLiverpoolの コー ドで あ る。
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ドを コー ド化 す る ことで は な くて、 それ が 一貫 した形 で あ る こ とで あ る。

望 ま し仏 特 徴 は、 そ れ が 余 り長 くない こ とで あ る(コ ン ピ ュー タに よる区

分 け 目的の た め に、 非 常 に短 か い キ ーを有 す こ との重要 性 は、 も早 や そ れ.

程 関係 が ない)。 これ らの要 件 は、 普通 の 言 語 の ため標 準 的 な書 式 を確立

す る こ とに よって、 満 足 させ られ る。従 って、"Liverpool"に 対 す る名

は、 簡 単 に"LIyERPOOL"と して,"Gothenberg"は ℃OETEBORG"

(即 ち、 この港 の あ る国 の 言語 で)と 定 め る こ とが で き よ う。

104代 案 として、 二 国 語 の 名 称、 例 えば、"ANTWERPEN"ど{ANVERS"

を認 め る こ ともで き よ う。 このや り方 は 包括 的 な コー ドよ りも、 容 易 に合

意 され、 実 施 さ れ よ う、 コ ー ドと普通 の言 語 とを共 に包 含 す る よ り も一 層

簡 潔 で あ り、 コ ー ド化 と コー ドか ら戻 す こ とが 免 か れ、 また、 人 間 も、 機

械 も共 に満 足 させ られ る。

105注 釈 の よ うな機械 に よ る処理 を必 要 と しな い種 類 の普 通 の言語 に よるデ

ー タが最 後 に あ る。 これ らは、 フ ィール ドを確 認 させ 、 ま た、 そ の 中 にお

け る 自由 な構 成 を認 め る こ とに よって 適 当 に処理 され る。

●

要 約

106こ の 方面 で我 々が な し得 る積 極 的 な勧告 が 少 ない こ とを考慮 し、基 準 の

他 の部 分 よ り も大 分長 く検 討 を加 え た。

107フ ィール ド内 でデ ー タを現 わ す ガ イ ド ・ライ ンを要 約 す る と、

一数 量 に関 す る デ ー タ:数 量 を現 わ す標 準 的 な方 法 を採 用 すべ き で あ る

(例 え ば、345:KG)

一 コー ド化 され た デ ー タ:コ ー ドの標 準 的 翻 訳 を使 用 す べ きで あ る。 一

つ 、 ま たは、 二 つ以 上 の コー ドが普 通 の言 語 の翻訳 と共 に、 また は、 そ

れ な しに使 用 され る場 合 、各 コ ー ドは別 々 の フ ィー ル ドに割 り付 け られ

る(例 えば 、BTNC==08.01+SITC=0541+GDSD=NEW

POTATOES)

-30一
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⑨

一長 い普通 の言 語 に よる デ ー タの フ ィール ド:相 当す る コー ドの た めの

別 の フ ィー ル ドに平 行 させ て、 必要 な らば 普通 の言 語 の形 式 で 記入 す る。

(例 は、 上 記 に同 じ)

一短 かい普 通 の言語 に よるデ ー タの フ ィール ド:標 準 の普 通 の 言語 に よ

る形 式 に一 致 させ る(例 えば 、PTLD=・LIVERPOOL+)

一 自由構 成 の フ ィー ル ド:注 釈 等 の ため のttTEXT"フ ィール ドを使 う

(例 えば 、TEXT=THEREISSOMEDOUBTABOUTTHE

CLASSIFICATIONOFTHISCARGO+)

これ らの ガ イ ド・ライ ンは、 第3部 の フ ィール ドの 語彙 に述 られ てい る。

問 題 と 疑 問

着 手 点

108プ ロジ ェク ト中 に逢着 した問題 に注意 を引 き、 未解 決 の まXに な って い

る面 を指摘 す る よ うに特 に要求 され た。 この こ とは、 本 項 目に網 羅 され て

い る。 各主 要 点 に関 し、 勧 告 に対 す る信 頼 性 の程 度 を要 約 し、 か つ、 若干

の特 殊 な問 題 の 後 に、 これ を列 挙 す る こ とに よ って最 も良 く成 就 され る も

の と信 ず る。

方 式

109.他 の 方式 は実 行不 可 能 で あ る こ とが 調 査 の結 果 確信 され た。

●

9

メ ッセ ー ジ

110.メ ソセ ー ジの本 体 は、 直接 に方式 に 由来 し、 実 際 に開放 され て い る唯 一

の選 択 自 由の もの で あ る。 ヘ ソダ の形 式 お よび 必 須の条 件 付 の任 意 の フ ィ

ール ドの定 義 は 改善 が必 要 で あろ う
。
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フ ィー ル ド

111.ま だ、 基 本 的 め形 式 は、 方式 か ら由来 す る。 目 じる し として選 択 され た

文 字 の よ うな細 目は、 特 に テ レ ック ス に よる国 際 的有 用 性 に 関連 し、 問題

が解 決 されて い な い。

フ ィー ル ド ・コー ド

112.そ の存在 お よび何 等 か の"チ ェ ックの 可 能性"の 存 在 が重 要 と思 われる:

長 さお よび 記憶 記 号 の選 択 は、 遙 か に重 要性 が 小 さ い。

●

グ ル ー プ

113.こ の 報告 に提 案 され て い る翻 訳 は 、 最近 開発 され た もの で、 以 前 の 考 え

方 よ りも良 い と思 われ るが、 他 の主 な提 案程 に吟味 され てい ない。

デー タの表 現

114.結 論 は、 唯 ガ イ ド ・ライ ン と して考 え られ て い る。 しか し、 基 準全 体 と

して は、 この問題 が 解 決 され な くて も実 行 で き る。

貨 物 の 明細

115.デ ー タの この部 分 は、 他 の何 れ よ りも、 多 くの 問 題 を惹 き起 した。 勧 告

は我 々が 調 査 した積 送品 の何 れ に も うま く行 く。 しか し、 或 る場 合 には、

ぎ こちな い(積 送 品 の60%に は、 確 か に、 また90%に は、 多分 適切 で

あ るけ れ ど も),、
㊨

フ ィー ル ドの唯一 回だ け の発 生

116.一 定 の フィー ル ドは、 メ ッセ ー ジの 中 には、 唯一 度 しか存在 しな い(グ

ルー プの 中 に あ る もの の外 は)、 とい う規 則 は 、 多 くの 問題 を解決 したが 、

他 の問 題 を発 生 させ てい る。 この規 則 は、 再検 討 しなけ れば な らな い と、

今 は確 信 して い る。 -32一
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第5章 提 案

⑨

一前置 き

一次 の段階

着手点の照準

統制団体

試 行

細部 の開発

一独特 の積送品照会番号

前 置 き

117.パ ネル討 論 会 か ら、 ま たは、 プ ロジ ェク トチ ームの作 業 中 に、 明 らか に

な った ア ィデ ァお よび 示 唆 は何 れ もこの報告 書 の 中に包 含 させ る よ う、

SITPROか ら要求 され た。 これ らは、 深 く検 討 され た こ とが な い の で、

今 後 の 討論 に対 す る材 料 と して ここに披露 す る。

118こ の項 目で、 討議 きれ る話題 には、 先 づ イン ター フ ェ イス の基 準 を開発

す る際 に心 に描 い て い る次 の段 階 を、第 二 に プ ロジ ェク トに 直接 関 連 しな

いが 、 そ の 間 に強 調 され た問題 を挙 げ る。

●

ザ

次 の 段 階

着 手 点 の照 準

119.こ の分 野 に おけ る長期 目標 は、 当然 国際 的基 準 に向 け られ るべ きで あ る

とは いえ 、 い きな り国 際 的基 準 に進 む こ とは、 非 現実 的 で あ る とい うのが

パ ネ ル討 論会 にお け る大 多数 の意 見 で あ った。 国 際的 水 準 で合 意 を得 るた

め の時 間 の 尺度 は当 然 長 く、 そ の 間 におけ る矛 盾 す る き まま な 開発 が 協 調

さ れ た基 準 を作 ろ う とす る試 み を妨 害 す る恐 れが ある。

120.そ の上 、 国 際貿 易 にお い て さえ、 情 報 の交通 量 が積 出 し、 国 ま たは 仕 向
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け国の内部におけ る多 くの雑 務担当者 の間で大 きい ことを悟 らなければ な

らな い。

121.国 際 的利 用 に適 した シス テ ムの開発 を 目的 とす るが、先 づ第 一 に、 国 家

的合意 を得 、他 方 、盛 ん な国 際 的対 話 を至 る所 で継続 させ る こ とに専 念 す

べ きで あ る との意 見 で あ った 。

統 制 団 体

122.こ の 報告 書 に示唆 され て い る線 に沿 って、 開発 が行 わ れ るべ きで あ る と

す るな らば取 組 む べ き最初 の仕 事 は、 これ を成 し遂げ る適 当 な 団体 を設 け

るべ き で あろ う。 これ と共 に、 この運 動 を当初 か ら支持 し、 ず っ と、 これ

に参加 す る熱心 さ と意思 を職 務担 当者 の 中 に醸 成 しなけれ ば な らな い であ

ろ う。 関心 が あ り、 行動 の必 要性 が 広 く痛 感 され てい る こ とは、 疑 いの 余

地 は 少 な い よ うに思 われ るが 、 来 るべ き年 月 に亘 り、 継続 す る で あろ うキ

ャ ンペ ィ ンに積 極 的 に参 加 す る よ う、 これ らの 意 識 を高 ゆなけ れ ば な らな

い0

123,効 果 的な 統制 団体 を持 つ こ との利益 は、IATA(国 際 航空 運 送協 会)

に よって説 明 され て い る。航 空 運送 業界 に 拾け るそ の影 響 力 は 、 デ ー タ交

換 の基 準 を開発 す る上 に、 重要 な要 素 で ある が、汎 め る輸 送 形 態 を含 め ら

れ る団体 が どれ で あ るか は は っ き りしない。

124.最 も頻 繁 に表 明 され た意見 は、

一仕 事 は、 広 く公 認 され た現存 の 団体 に よ り取 り上 げ られ るべ きで あ る こ

と。

一 これ は、 国 家 的 団体 で(先 づ第 一 に)、 国 際 的 に提 携(後 に拡 張 す るた

め)す べ き こ と。

一団体 は 、少 くと も基 準 の普及 と維 持 の た めの 適切 な財 源 を求 め る こ とが

で きなけ れ ば な らな い こ と。

一 団体 は、 合理 的 な時 間 の 尺度 内 で、 活 動 で き る もの で なけ れ ば な らな い。
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⑨

試 行

125、 パ ネル討 論 会 の数 名 の参 加 者 は、 次 の段 階 が 試 験的 に実行 され るべ きで

あ る こ と強 く感 じて い る 。 各 タ イ プ の職 務 担 当者 の 代 表 者 は 、 基 準

案 を利 用 して 情 報 を伝 達 し、 輸 送 経 路 の 初 め か らず っ と実 際 の 積 送

品 を処 理 す る こ と を試 して 見 るべ きで ある。 方 式 と主 た る原 則 の利 用 に

注 意 を集 中 しな が ら提 案 の実 行可 能性 が、 これ でテス トされ るか が 探 求 さ

れ た。 この こ とは、 わ く組 の 内 で細 目 を仕 上 げ る今後 の仕 事 に先 立 っ て行

わ れ るべ きで あ る。

●

$

細 目の設 計

126.そ の後 に、 細 目を一 層 細 か く検 討 して仕 上 げ る必要が あ る。 基 準 が 明 白

な取 引 ば か りで な く、 一 層 め っ た に な い取 引 も、 また、 包 含 す る こ とが

で き る よ う保 証 す るため、 一 層徹 底 的 な吟味 を行 うことが この段階 に含 ま

れ る。

127.フ ィー ル ドお よび コー ド割 付 け の定 義 は 、 この 段階 に含 ま れ るが 、 開発

の仕 事 を誰 れが 遂 行 しよ うと も、 仕上 げ 作 業 は統制 団体 の 責 任 とすべ きで

あ る。

128、 どれ だけ の仕 事 を設 計 の段 階 に組 み 込 む か は、 当然 どれ を優先 させ るか

の問題 で あ る。急 が なけれ ば な らな い とい うの で あれ ば 、提 案 を殆 ど直 ち

に実施 に移 す こ とが で き る。 しか し、 これ は 性急 に過 ぎる。 水 も洩 らさ ぬ

方式 で あ る こ とを試験 す るだけ で な く、 設 計 の 各細 目に亘 り、 最 適 化 を 図

る こ と も非 常 に重 要 であ る と考 え られ るな らば 、 多 くの 人 と年 月 のか 〉る

仕事 を開 発 の た め に当 て る こ とで あ ろ う。

129.我 々は、 緊急 性 をか な り主 要 な要 因 と考 え勝 ちで、 かXる 場 合 に は、 き

つ い時 間 の尺 度 の 中 で適用 され る僅 か な人 と、年 月を要 す る仕 事 が 適 当 な

手 段 とな る。



独特 の積送 品照 会番号

130.独 特 の積送 品 照会 番 号 を採 用 す べ し との論 は、SITPROの た め 目下 調

査 中 で あ るが、 調査 に よ り強化 さ れ て来 た。

特 に

一積送 品 を他 とま ぎれ ない よ うに 明記 す るた め、積 送 品 の すべ て の 明細 を

送信 す る必 要 が あ る場 合 に、 伝 送 を著 し く減 らす こ とが で き る。 例 え ば、

船 積 み案 内、 また は積 荷 予 約 を受理 した際 に"Yes"ま た は"OK"以

外 に メ ッセー ジに は実 質 上何 も記 載 され て い ない よ うな場 合 に、 特 に重

要 で ある。 この場 合 に積 送 品の 明細 を繰返 えす の は くどい確 認 方 法 で あ

る。

一 デ ー タバ ンク を利 用 す る な らば 、 デ ー タの訂 正 の 際 に致 命 的 な重 要性 を

持 つ こ とにな る(LACESの 経験 で確 め られ た)。

一現在 、 貨物 の物 理 的 明細 を示 す デ ー タの構 成 は、 部 分 的 には 記号 と番 号

に よる確認 にた よ らざ るを得 な い の で、 非 常 に繁雑 であ る。 独特 の積 送

品照 会 番号 を利用 す る こ とは これ を簡 単化 す るの にか な り貢 献 す るで あ

ろ う。

'

■
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第 6 章

⑱

い ろ い ろ な種 類 の装 置 で、 メ ッセ ー ジを如 何 に利 用 す るかの 説

明。 比 較 のた め、 最 初 の 例 は、 標 準 的のJLCDMasterに おけ る

メ ッセ ー ジを示 す。

-JLCDMaster

－ テ レ ックス

ー 高速 度 電 信 印字機

一 テ ー プ とデ ィス ク

ー 自動 式 タ イ プ ライ ター

一映 像 表示 装 置

一 書類 印刷

JLCDMaster

131.JLCDMasterの 実 例 を 比 較 材 料 と して 次 に 紹 介 す る 。

●
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テ'レ ッ ク ス 伝 送

機 械

132.テ レ ソク スは 、 キ ー で打 ち込 まれ た デ ー タ を編 集 した り、 訳 した り、 ま

た は、 拡張 した りす る こ とは な い。 だ か ら、伝 送 され るメ ッセ ー ジは 、入

って来 た メ ッセ ー ジ と全 く同 じで あ る。 キ ャ リッジ ・リターンと改 行 は文 字

と して入 り、 文 字 と して伝 送 され 、 そ の上 適 当 な制 御機 能 を生 じる こ とに

注 意 を要 す る。

デー タ準 備

133.メ ソセ ー ジは、 直 接 ま たは む しろ穿孔 され た紙 テ ー プを介 して入 れ る。'

接 続

134.直 接 ダ イ ヤル を回 して、 また は、 操 作 係 を介 して大 多数 の国 と接 続 で き

る。

伝 送

135.国 際 ア ル フ ァベ ッ ト第2号 を使 用 す る。 伝送 率 ぱ、 毎 秒 約5文 字 で あ る。

パ リテ ィチ ェ ック は行 わ れ な い。

出 力

136.紙 に 穿 孔 さ れ る 紙 テ ー プ に 、 ま た は 、 直 接 コ ン ピ ュ ー タ に 取 り 出 さ れ る 。
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高 速 度 電 信 印 字 機

機 械 とデー タ準備

137.高 速 度電 信 印字 機 は、 書 式 に打 ち込 む フォー マ ソテ ィン グ能 力が あ るが

これ は十分 に標 準化 さ れ て い ない の で使 用 で きない。 従 って、 機 械 の特 性

とデ ー タの準 備 は テ レ ック ス に対 す る と同 じで あ る と考 え られ る。

接 続

138変 復 調装置 を経 由 して、 電 話 システ ムに(ま たは 、私 設 ネ ッ トワーク に)

接 続 され る。 電信 印字 機 を電 信 印字 機 に、 また、 電 信 印字 機 を コン ピ ュー

タに(ま たは 逆 に)接 続 で きる。

◎

伝 送

139.国 際 ア ル フ ァベ ン ト第5号 が推 奨 され る基 準 で あ る。 伝 送 率 は、 毎 秒

10～20文 字 で あ るのが 典 型 的 で あ る。 パ リテ ィチ ェ ックが 行 われ る。

出 力

140.紙 に 、 穿 孔 さ れ る 紙 テ ー プ に 、 ま た は 、 直 接 コ ン ピ ュ ー タ に 取 り 出 さ

れ る 。
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紙 テー プ、 磁 気 テー プお よび 磁 気デ ィス ク ・オ フライ ン伝 送

機 械'

141.こ れ らの機械 は、 テ レ ックス と同様 に操 作 係 に よって投 入 され るデ ー タ

が、 何 で あれ、 これ を伝送 す る。

デ ー タ準 備

142.メ ッセー ジは、伝 送 のた め に使 用 され る機 械 と異 な る機 械 で、 しば しば

通 常予 め 準 備 され る。 この専 用 化 され たデ ー タ投入 機 械 は、 通 常 デ ー タ を

投 入 され た 通 りには記 載 しな い。 しか し、 磁気 テ ー プ とデ ィス ク機 鱗 の 或

る ものは デ ー タを小 さ な スク リー ンに表 示 す る。 機械 の大 多数 は 、 フ ィー

ル ド長 さの チ ェ ック、 英 字 、 ま たは、 数 字 で表 わ され るデ ー タお よび時 折

チ ェ ック ・デ ィ ジ ソ トを備 え る こ とが で きる。装 置 の 或 る もの は、 また ス

ク リー ンを オ ペ レ ター が利 用 して入 力 され た フ ィール ドの名称 を表 示 す る。

6

接 続

143こ れ は、 公 共 電話 網 に、 ま たは、 余 り普 通 では な いが 、私 設(即 ち、 専

用)電 話線 の何 れ か に で き る。

伝 送

144.通 常 は、 国 際 アル フ ァベ ッ ト第5号 を便 り、 パ リテ ィ ・チ ェ ックが 行 わ

れ る。 伝 送 率 は、 公共 ネ ッ トワー クで毎 秒120文 字 以下 、 私設 ライ ンで

毎 秒240文 字 で あ る。

出 力

145.通 常 、 同 様 の 機 械 ま た は 直 接 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 打 出 さ れ る 。
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、
、

、
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.
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自 動 式 タ イ プ ラ イ タ ー

146.予 め パ ン チ さ れ た テ ー プ に は 、 標 準 的 メ ッ セ ー ジ の た め の フ ィ ー ル ド ・

コ ー ドが 順 々 に 入 っ て い る 。 こ れ ら は 、 フ ィ ー ル ド に 対 し デ ー タ で 応 答 す

る オ ペ レー タの た め の プ ロ ン プ トと して 用 い ら れ る 。 出 力 テ ー プ は 、 予 め パ ン

チ さ れ た テ ー プ か ら の フ ィ ー ル ド ・ コ ー ド と 、 キ ー で 打 た れ た デ ー タ の 複

合 体 で あ る 。 伝 送 は 、 コ ン ピ ュ ー タ に オ ン ラ イ ン し、 ま た は ・ 紙 テ ー プ か

ら 紙 テ ー プ に オ フ ラ イ ン す る こ と が で き る 。

●

書 類 印 刷

147.書 類 の 作成 は 、 コ ン ピ ュー タに付 属 す る直列 プ リン タ、 また は、 ライ ン

・プ リン タで で き る。 予 め 印刷 され た写字 用紙 を使用 す る場 合 に は、 伝 送

され た メ ッセ ー ジの フ ィール ド ・コー ドは 、受 信 コ ン ピ ュー タに よっ て取

り送 られ る。 ライ ン ・プ リン タは、 連 続 した写 字 用紙 に一 束毎 に書 類 を作

成 す る。 直列 プ リン タは、 個 々の書 類 を 印刷 す るの に使 わ れ る。

ノ

j

`
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Input

Tape

Data

Keyed

In

MIDLANDMOTORS:BIRMINGHAM

+4SHRF=

HK/24/37

'

Output

Tape SHPR=MIDLAND MOTORS:BIRMINGHAM+←SHRF=HK/24/57+..........

ノ

、

Print

Output SHPR=MIDLANDMOTORS:BIRMINGHAIvl+

SHRF=HK/24/57+

■

●
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LINEPRINTER:EXAMPLEOFUSE

、

SHPR=MIDLANDMOTORS:BIRMINGHAM+

CSEE=PRESTIGECARS:PRETORIA+

N'TFY=ASABOVE+

SPNM=ANTI.IEA+

PTDS=CAPETOWN+

Standardmessagereadinbycomputer;

f・・ieldcodesusedtodecidewhereonthe

formtoprintdata;dataprintedin

boxes'cleanedtoffieldeodes,=:+

ShiPP●r

MIDLANDMOTORS

BIRM工NGHAM

`

C。 ・・i`・"(±f"O・d・ ・'『・`・t・N。 ・1{yP・ ・ty}

PRESTIGECARS

PRETORIA

N。ti`γP・ 尺 ソ(ONLYif・ 。t・ ・…d・b。 ・・;。th・ 一 ・1・・v・b逢 ・k}

「

ASABOVE
シ

.

しocalv■$・ ●1
From(LOC●lportOl|oading}

o`ean∀e■5■r Pono刊08din8

ANTI・IEA

Portddi5char`■ PortO↓deStination(i`on会c8rrは`●[

CAPETOWN

H・rk`andNumb● 内
Number8ndkindo↓pacヒ ・`●$:d"riPtioo

{

〃

Mal

Bro

Fr・`

ps

●t

'
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●

映 像展 示装 置

148.・ 設定 され た メ ッセ ー ジの基 準 は、 映 像 展 示装 置 とこれ を制 御 す る コ ン ピ

ュー タの間 の 伝送 には 適 用 され ない。 そ の 代 り、 コン ピ ュー タは国 内で 使

用 され て い るデ ー タ ・コ ー ドを拡 張 し、 適 当 な フ ィール ド ・コー ドをデ ー

タ 中 に差 し込 む こ とに よって、 入 力 メ ッセ ー ジを変 換 す るの に 使用 され る。

コ ン ピ ュー タは それ か ら標 準 的 メ ッセー ジ を電話 線 磁 気 テ ー プ、 ま たは 、

何 れ か の他 の 望 ま しい媒 体 を介 して伝達 す る。

VISUA1.DISPLAYUNIT:EXAMPLEOFUSE

MeSsageroducedot)userlsVDUscreen

EXPEDITEUR

DESTINATAIRE

1　
FRENCH

FIELDNAMES

CONVERTED

TOSTANDARI)

FIEI.DCODES

＼

MAIGRETETFILS,LEHAVRE

MONTREAL

QUEBEC

DATAENTERED

INTOIESSAGE

FIELDSBY

COMPUTER

FILS:LEilAV「RE+

10TTA:MONTREAL:QUEBEC+
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前 置 き

149.上 に概 説 さ れ た システ ムが、 一層 詳 し く示 さ れ てい る。 これ は決 して完

全 な仕様 書 で も多 くの技 術 問題 を最終 的 に解 決 した もの で もない。 そ の 目

的 は、 如何 に メ ッセー ジが 構成 され るか、 如 何 に フ ィー ル ドが 定義 され る

か を示 し、 かつ 、 そ れぞ れ の若干 の実例 を含 め て手本 を提 供 す る こ とに あ

る。

150こ れ らの 実例 に よって、 解 決 され てい ない 多 くの問題 が 残 って い る。 こ

れ らを取 り上 げ な か っ た訳 で は ないが 、 これ を尽 くす には 時 間 が なか った。

細 い設 計 の段 階 で解 決 され る こ とであ ろ う。
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第7章 メ ッセー ジの た め の規 則

メ ッ セ ー ジ の た め の 規 則

規則1定 義

151.メ ッセ ー ジは、 或 る職 務担 当者 に よって、 他 の職 務 担 当者 に送 られ る一

つ の 目的 を も った情 報 の単一 の途 切れ の な い かた ま りで あ る。

注 釈

従 って 、 メ ッセ ー ジは 、書 類 作業 シス テ ム におけ る一 つ の書類 に該 当

す るのが、 最 も普通 で あ る。 また

一書類 が 、 二 つ以 上 の メ ッセー ジの便 利 な 伝 送 物 と して使用 され る場 合、

現 存 す る書 類 の一 部

一一 つ の メ ッセー ジを提供 す るた め に、 二 つ以 上 の書 類 を取 り上 げ る必

要 が あ る場 合 、一 連の書 類 一 例 え ば、 商 業 用 インボ イス、 プ ラス・

積 荷 送 り状 が(シ ソビング ・ノー ト)、 単 一 の"積 荷 明細書"の メ ッ

セ ー ジ とな る 一

に該 当 す る こ とが あ る。

ま た、機 械 に よ り通信 で ぎ る結果 と して、 全 く新 しい種類 の メ ッセー

ジが 生 れ るか も知 れ ない。

メ ッセ ー ジは、 恐 ら く

一一 連 の 同 じ項 目、例 え ば、一連の船荷証券 一 を構成す る伝送 ではあ り得

な い。 これ らの 証券 は 、 それぞ れ 単 一 の メ ソセ ー ジに よ って 表現 され・

伝 送 は 多 くの メ ッセー ジか ら成立 つ。

一一 度 に伝送 さ れ る 情 報 で は な い 。 従 って、 船 荷 証券 の取 引上 の情報

が 一 度 に送 られ、 また、 輸送 上 の情 報 が 別 の時 に送 られ た な らば 、 そ

れ は 分割 され た一 つ の メ ッセー ジでは な く、二 つ の メ ッセ ー ジで あ る。
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規 則2媒 体(メ デ ィア)に 依 存 しない こ と

152.メ ソセー ジの基 本 的 な構 造 は、 伝 送 のた め に使 用 され る媒 体 お よび 使 用

され る入 力 と出力 の装 置 とは、 依存 関係 が な い。

注 釈

これ は、 事務 係 に よる メ ッセ ー ジの見 分け を、 ま た、 メ ッセ ー ジの物

理 的 媒 体 の一 つ か ら他 へ の変 換 を容 易 にす る。 異 な った媒 体 は 別 の キ ャ

ラク タ ・コー ドを要 求 す る(例 え ば、ttAl'は 紙 テ ー プ、 磁 気 テ ー プ、

パ ンチ カー ド等 に お いて異 な っ た ビ ソ トの 型 に よって表 現 され る)。 デ

ー タは 、入 力 と出 力 の装 置 にお い て、 特 定 の 媒体 を満 足させ る た め異 な

って構 成 され る こ とが あ る。 しか し、 伝 送 され るメ ソセ ー ジは 、 そ の場

合 毎 に全 く同 じで あ る。

規 則5標 準 的 メ ッセー ジ

153.国 際 貿 易 の 中 を流 れ る主 要 な情 報 は 、標 準 的 な"内 容 目録 表":Contents

Listに あ る メ ッセ ー ジに よっ て網 羅 され る。

注 釈

この ことは、 送 る必 要 の ある情 報 を明確 にす るこ とに よって、 メ ッセ

ー ジを準 備 す る助 け とな る。 チ ェ ック を完 全 な もの に近 づ け る こ とを可

能 とす る こ とに よって、 メ ッセ ー ジの 受信 を助 け る。 これ らの標 準 的 メ

ッセ ー ジは 、形 式 が や か ま し く余 り形 式ば らない非標 準 的 メ ッセ ー ジ と

対 比 され る。 非標 準 的 メ ッセ ー ジは 、 同様 に総括 的 わ く組 の 中 で 用 い ら

れ る。

規 則4フ ィ ー ル ドの 利 用

154.メ ッ セ ー ジ は 、 一 つ ま た は 二 つ 以 上 の フ ィ ー ル ドか ら 構 成 さ れ る 。

注 釈

メ ッ セ ー ジ 中 の す べ て の デ ー タは 、 ヘ ッデ ィ ン グ情 報 と注 釈 を 含 め て フ ィ ー
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ル ドの 中 に 構 成 さ れ る 。 フ ィ ー ル ドの 定 義 に つ い て は 第12章 に 述 べ て

い る 。

規 則5メ ッセ ー ジ の 部 分

155.メ ッ セ ー ジ は

・ヘ ッ ダ の 情 報

・必 須 の フ ィ ー ル ド

・条 件 付 フ ィ ー ル ド

・任 意 の ブ イ ー ル ド

・ メ ソ セ ー ジ 終 端 の コ ー ド

か ら構 成 さ れ る 。

弓

規 則6ヘ ッ ダ

156.ヘ ソ ダ の 情 報

キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン と 改 行

*

(crlf)

a)UNTO－

b)SERL=

十

十

一54一

注 釈'

こ れ は 、シ リア ル ・プ リ ン タ 、ま た

は 、 テ レ ソ ク ス と の 整 合 を 確 実 に

す る 。

メ ッ セ ー ジ が 、 誰 れ に 当 て ら れ

て い る か を 示 す フ ィ ー ル ド ・ コ ー

ド、 続 い て そ の 本 人 で あ る 証 明 が

あ る 。

メ ッ セ ー ジ の 通 し 番 号 用 の フ ィ

ー ル ド ・ コ ー ド、 番 号 が 続 く。 通

し番 号 は 、 各 メ ッ セ ー ジ を 確 認 す

る た め 使 用 す る こ と が 提 案 さ れ て

い る 。 こ れ ら フ ィ ー ル ド構 成 の 細

■
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c)FROM－ ・ 十

d)TYPE± ・AAAAAAAA+

e)crlf

*
+十crlf

目 に つ い て は 後 述 す る 。

メ ソ セ ー ジ が 、 誰 れ か ら来 た か

を 示 す ス ィ ー ル ド ・ コ ー ド。 そ の

本 人 で あ る 証 明 が 続 く。、

こ れ は 、 メ ソ セ ー ジ の 型 を 示 す

コ ー ド で あ る 。8個 の ア ル フ ァ ベ

ッ ト文 字 に は 、 特 定 の メ ソ セ ー ジ

用 の 記 憶 記 号 が 含 ま れ る 。

例SHIPINS,T

ヘ ゾ ダ の 終 り を 示 す 。

*他 の個 所 で は ㍉rlf"は 、 照査 用 文字 に関 す る規 則 に従 い、 個 々

の フィー ル ド内 で必 要 な もの と して 、 ま たは、 好 ま しい もの と して、

用 い られ た りまた は、 用 い られ なか った りす る。

ψ

規 則7必 須 の フ ィー ル ド

157.標 準 的 メ ッセ ー ジに記 載 され る とき、 常 に存 在 しなけ れ ば な らない フ ィ

ール ドで あ る。 情 報 が判 らない な らば、 コ ー ドを伝送 しなけ れば な らない。

デ ー タ部 分 に は、 そ れぞ れ 不 明NotKnownと 、 不 適用NotApPlicable

を示 す"NK"ま たは"NA"が 記入 され る。

注 釈

必 須 の フ ィー ル ドの 目的 は、 メ ソセ ー ジの 目的 を履 行 す るた め、 受 信

人が 必 要 とす る最 小 限の情 報が 実 際 に送 られ た こ とを保 証 す る こ とに あ

る。 必須 の フ ィール ドは 、必 要 とす る情 報 の すべ てが 始 め て提 供 され た

こ とを保証 し、 また、 メ ッセ ージの 内容 を認 め易 くす る こ とに よ り、機

械 処 理 を容 易 にす る よ うに設 計 さ れ た チ ェ ック ・リス トで ある。 異 な る
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メ ッ セ ー ジ に は 異 な る 必 須 の フ ィ ー ル ドが あ る 。

規 則8条 件 付 フ ィー ル ド

158.条 件付 フ ィール ドは、(a)メ ッセ ー ジの 中の情 報、 ま たは、(b)送 信 者 に知

られ てい る他 の情 報 の何 れ か に よ り、 存 在 した り、 存 在 しな か った りす る

もの で あ る。

注 釈

条 件付 フ ィール ドは 、 しば しば必 要 とされ てい な い が、 必 要 の時 には、

きわ めて重 要 で ある項 目の チ ェ ック ・リス トとして意 図 され て い る:例

え ば、(a)荷 受人 が"toorder"な らば、 着 荷 通知 先 を続 け なけ れ ば な らな

い、(b)貨 物 が危 険 な もので ある な らば 、 適 当 な危 険の 警報 を送 らなけ れ

ば な らない 。

●

規 則g任 意 の フ ィー ル ド

159.任 意 の フ ィール ドには 、送 信者 が メ ッセ ー ジに含 ませ た い と思 う他 の情

報 が 包含 され る。

注 釈

ttTEXT"と 称 す る フ ィール ドが あ って、一 般 的 性 質 の、 また は、

他 の フ ィール ドに よっ て カバ ー出来 な い情 報 を まか な う。

規 則10終 り の コ ー ド

160.こ れ は 、

crlf

EOMS++

か ら成 立 つ

キ ャ リ ジ ・ リ リ タ ー ン と 、 改 行 の 幾 つ か を 間 隔 を 置 く 目 的 で 続 け る 。、

θ

4
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規 則11非 標準 的 メ ッセー ジ

161.

・ヘ ソ ダ

・PURP=+

・任 意 の フ ィ ー ル ド

・終 り の コ ー ド

か ら成 立 つ 。

標 準 メ ソ セ ー ジ と 同 じ

メ ッ セ ー ジ の 目 的 を 示 す 自 由 な

テ キ ス ト ・フ ィ ー ル ドで あ る 。

規 則12レ イ ア ウ ト

162.メ ソセ ー ジ内 の フ ィール ドの レ イア ウ トは、 そ の意味 とは 無 関係 で あ る。

注 釈

フ ィール ドは、 そ の意 図 して い る意味 を伝 え るため に、 特 定 の 順序 に

必 らず なけ れば な らない とい うの では な い こ とを、 この こ とは 、 云 お う

と して い るの で あ る。

規 則15フ ィー ル ドの 順 序

163.メ ッセ ー ジが 、標 準 的書 類 に 相当 して い る場 合 には、 提 案 さ れ て い る フ

ィー ル ド順序 は、 そ の書 類 にで き るだ け似 て い る ようにす る。

注 釈

この こ とは 、 人 々が慣 れ て い る書類 に メ ソセ ージを で き るだけ 似 る よ

うに し、何 れ か らの 転写 も簡 単 にす る こ とに あ る。

メ ソセ ー ジの伝送 中 の誤 りの訂 正 は、 第lo章 に規定 され た規 則 に準拠

させ る。
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第 8 章

フ ィ ー ル ド と フ ィ ー ル ド ・ コ ー ドに 関 す る 規 則

一 フ ィ ー ル ドの 構 成

一 フ ィ ー ル ド名 称/フ ィ ー ル ド ・ コ ー ド規 則

フ ィー ル ドに関す る規 則

規 則1フ ィー ル ド

164.フ ィー ル ドは確 認 す る こ とが で き、 かつ 、 それ 自体 で意 味 を持 つ情 報 の

項 目で あ る。

注 、釈

フィー ル ドは書 式 におけ るわ くに大 体一 致 す る。 如何 な るメ ソセ ー ジ

の 中 で も確 認が で き、 そ れが 含 む情 報 は他 の 如 何 な る フ ィール ドと照合

しな くて もそ の意 味 を理 解 す るに足 りる もの であ る。 フ ィール ドは、 メ

ッセ ー ジを構成 す る構 成 プ ロ ソク で あ る。

規 則2フ ィー ル ドの部 分

165.フ ィー ル ドは、'

名 前

デ ー タ

分離 記号

終端 記 号

か ら成 立つ 。

規 則5名 前

166.名 前 は4個 の 文 字 の ア ル フ ァ ベ ッ ト記 憶 記 号 で あ っ て 、=の 符 号 を 続 け

る 。
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例 えば 、SHPR=

名前 は一 定 で あ る。 フ ィー ル ドが 現われ る メ ッセー ジの如 何 に拘 らず、

常 に同 じで ある。

■

規 則4デ ー タ

167.デ ータは、 語 彙 に概 説 され てい る通b限 定 さ れ る。 最小 限 、 長 さと キ ャ

ラグ ダ ・セ ン トを指 定す る。.

規 則5長 さ

168.フ ィ ー ル ド に 認 め ち れ る 長 さ は 、 国 際 的 に 受 入 れ ら れ て い る 標 準(例 え

ば 、ISODate)、 ま た は 広 く利 用 さ れ て い る ドキ ュ メ ン テ イ シ ョ ン を

基 礎 と す る:(例 え ば 、JLCDMasterお よ びECEレ イ ア ウ ト ・キ ー)。

規 則6キ ャラ ク タ ・セ ッ ト

169.デ ー タは、 文字o～9、A～Z、/、 コ ンマ、 終止 符 お よび ス ペ ース を

用 い る。

注 釈'・

メ ッセ ー ジ伝 送 に用 い られ る如 何 な る他 の装 置 よ り もキ ャ ラク タ ・セ

ン トが制 限 され て い るテ レ ソク ス装 置 にお いて 広 く標 準 と され て い る印

刷 文字 か ら専 ら選 ば れ て い る。 フィール ドの 中 で は、 ス ペ ース はデ ー タ

の欠 くこ との で き ない 部 分 と して取 扱 わ れて い る。

亀

規 則7分 離 記号 噛..f

170.フ ィール ドの 中 で、 コ ロ ン(:)は 論理 的な区 分け を必 要 とす る ところ

に分離 記号 と して 使用 す る こ とが で きる。

注 釈

この 便利 な もの は、 氏 名 と住 所 の フ ィール ドまた は 重量 と測 定 単位 を
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含 む フ ィー ル ドを分 離 す るの に用 い られ る。

規則8終 端 記号

171.フ ィール ドは+の 符号 で終 らせ る。 これ は 常 に存 在 しなけ れ ば な らない。

規則9制 御 文 字

172.制 御文 字 、 特 にキ ャ リジ ・ リター ンk・よび 改 行 は、.送信 者 ま た は受 信 者

に よって任 意 に追 加 され 、 ま たは省 か れ、 論 理 的 な意 義 を持 た な い。

フ ィー ル ド・コー ド規 則

若干 の一 般 的規 則 が、 フ ィール ド ・コー ド定義 す るた め規 定 され た。

規 則1長 さ

173.コ ー ドは、4個 の文 字 の 長 さ とす る。

規則2記 憶 記号

174.コ ー ドは、 で きれば 記憶 記 号 とす べ きで あ る。

規 則5置 換 え

175.一 つ の文字 だけ が 差異 す る二 つ の コー ドは、 な い よ うにすべ き で あ る。

例 えば 、FROMFRAM

規 則4転 換

176.隣 接 す る一 対 の綴字 を転換 す る と、 一 方 が他 方 にな る二 つ の コー ドは な

い よ うにす べ きで あ る。 例 え ば、FROMFORM
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規 則5繰 返 え され る英 字

177.二 重 に続 く英 字 は避 け 、 三 重 は禁 止 す べ きで あ る。

●

亀

規 則6頻 繁 な 言葉

178.上 述 の 規則 を犯 さ な い で で きる場 合 には、 同 じ一 対 の英字 を繰 返 え され

る テ ー マ を描 くの に用 い るべ きで あ る:例 え ば 、Weightの 代 りにWT

注 釈

コ ー ド化 され た情 報 を記 録 す る際 にお い て 最 も普 通 の誤 りは 、 一 つ の

文字 を加 え た り・ 抜 か した りす る こ と、 一 つ の文字 を変 え るこ と、 また

は、 一 対 の 文字 の 位 置 を取 換 え る こ とで あ る。 規則1は 、 追 加 また は脱

落 に よる コー ド誤 りを防 ぎ、規 則3と4は 位 置 の取 り違 い、 また は 、一

つ の 文字 の誤 りに よ る間 違 った コー ドの 使用 を防 ぐ。 これ らの場 合 には、

何 れ も正 しい コー ドの表 に は な く、 従 って、 容易 に は看 破 で きな い文 字

の組 合 せ が誤 ま って な され る こ とにな る。

◎
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第9章 グル ー プに 関す る規 則

二 つ の 型 の グ ル ー プ が 含 ま れ る 。

一 グ ル ー プ 分 け さ れ た 関 連 フ ィ ー ル ド ∵

一 写 し返 え さ れ る デ ー タ の リ入 卜

179.提 案 さ れ た 記 載 欄 は 、 同 じ よ う で あ る が 、 全 く 同 じ と い うの で は な い 。

一 つ は
、2、3の フ ィ ー ル ドが 何 回 も写 し返 え さ れ る よ うに設 計 さ れ て い る.(例

斌lo .`Dコンテ播 号 とそQ各 々の輯)・ これが・LISTで あ る・ 一 つ

の 品 目の貨 物 を明確 にす るの に必 要 な6個 、 ま たは、 そ れ以 上 の フ ィー ル

ドを一 緒 に繋 ぎ、 同時 に同 じ積 送 品 中 の他 の 品 目の貨 物 と区別 しなけ れば

な らな い とい う特 別 な状 況 の たあ に も う一 つ が意 図 され て い る。 この場 合 、

先 づ考 えて 見 よ う。

貨 物 の明 細

180.積 送 品 の 中の貨 物 に 関す る フ ィール ドは、 メ ッセ ー ジの 中の 他 の情 報 と

はやX差 異 す る。 そ の理 由は、 各 フ ィール ドと もそれ 自体 意 味 を持 つ情 報

の 明 白な項 目を現 わ して い るけ れ ど も、各 フ ィール ドは ま たそ の 意味 を完

全 な もの とす るた め、 送 られ る貨 物 のそ の項 目に関連 す る他 のす べ て の フ

ィー ル ドと協 調 させ る必要 が あ るか らで あ る。 そ の上 、積 送 品 は 二 つ以 上

の 品 目の 貨物 か ら －JLCDの 例 の よ うに 一 成立 つ こ とが あ り、正 し

い 品 目に フ ィー ル ド(例 えば 、正 味重 量)を 関連 させ る必要 が生 じる。 一

頁 を横 切 って、 一 行 に、 または 、 一続 きのわ くに一 つ の品 目の貨 物 に関連

す る もの をすべ て入れ る簡単 な手 段 は 、当 て は め るべ き フ ィール ドの数 が

余 りに多 いの で採 用 す るこ とが で き ない。 この 事 は、書 類 に"品 目の名 前

/番 号"を 割 付 け、 これ を フ ィー ル ドに沿 って並 べ る こ とに よって 克服 さ

れ る(JLCDの 例 を見 よ)。 そ れ 故 、 こXで は"品 目確認"の 同 じシス

テ ム を採 用 す る こ とが 意 図 され て い る。
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貨 物 に 関 す る 規 則

規 則1品 目の 表 示記 号

181.GDO1=の 形式 を持 つ 品 目の 表示 記 号 か ら記入 が始 ま る。

規 則2フ ィー ル ド

182.フ ィー ル ド ・コー ドと、貨 物 の 品 目を明 らか にす るデ ー タ、が これ に続 く。

規 則5

183.そ の 品 目 の 一 番 後 の フ ィ ー ル ドに あ る 最 後 の デ ー タ の 終 りの 後 に 、 標 識

と し て 二 つ の+符 号 を 置 か な け れ ば な ら な い 。 ,∵

例:

GDO1=MKNO=HANDM+PACK=5CRATES+

GDSD-MILKING・MACHINES+NTWT-100:KG+

・・ ・ …CUBE=15
.5:M3++

GDO2=・ …''"

・・ ・・ … 十 十

184.こ の シ ス テ ム で は 、 カ バ ー す る こ と の で き な い 若 干 の 事 態 が あ る 。t'重

ね 積 み"の 状 態 は 一 例 で あ る 。 そ こ で は 、 製 品 が 番 号 の 付 け ら れ た カ ー ト

ン に 包 装 さ れ 、 そ の カ ー トン が 今 度 は 番 号 の 付 け られ た パ レ ソ トに 積 ま れ

て い る6こ の 状 態 は 、TEXTフ ィ ー ル ドを 用 い 、 明 瞭 に 記 述 す る こ と に

よ っ て 満 足 さ せ な け れ ば な ら な い 。 即 ち

1「TEXT -THETINSOFBEANSDESCRIBEDABOVE

AREPACKEDINNUMBEREDCARTONSONNUMBE-

REDPALLETSASFOLLOWSPALLET12345HOLDS

10CARTONS8901、8902、8904・ …8927・ …

PALLET12357HOLDS・ ・ ・…+1「 完 結 ま で

貨 物 を 処 理 す る た め に 、 リ ス ト(LIST)の 便 益 を 使 用 す る こ と も で き る 。
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リ ス トに 関 す る 規 則

規 則1日'的

185.リ ス トは、 繰返 え され るデ ー タの長 い リス トが 現 われ る メ ッセー ジの 作

成 を簡 単化 す る もの で あ る。

棚ll2定 義

186.リ ス トは、 デ ー タの 多 くの行 か ら成 立 ち、 各 行 は 同 じ型 と順序 の デ ー タ

を持 つ。

規 則 ろ 発 生

187.如 何 な る メ ッ セ ー ジ に も 、 唯 一 つ の リ ス ト し か 許 さ れ ず 、 メ ソ セ ー ジ の

内 に 限 定 さ れ る 。

規 則4開 始

188.リ ス トは 、 リ ス ト を 確 認 す る 表 示"LIST"を 前 に 置 き 、 リス トの 内

容 を 明 確 に す る 。

規 則5名 前

189.リ ス ト名 前 の 形 式 は 、

LIST=FLD1+FLD2+FLD3FLDN++

で あ る 。tこxで 、FLD1等 は 標 準 の4文 字 の フ ィ ー ル ド ・ コ ー ドで あ る 。

規 則6デ ー タ

1go.1行 の デ]タ 内 容 は 、LISTの 表 示 で 明 記 さ れ た フ ィ ー ル ドの デ ー タ

か 購 成 され・ そ の 個 別 の ・ ・一 ・レド ・・一 ド購 返 え され な い・ 多数 か

ら成 立 つ デ ー タ 項 目 は 、 フ ィ ー ル ド終 端 記 号 更+'に よ っ て 区 別 し、 一 番

終 り の デ ー タ 項 目 に は 行 の 終 りの 記 号{++'を 続 け る 。

-66一
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規 則7行 番 号

191.リ ス ト内の 各 行 には、 様 式L999の 中 で、 順次増大 す る行番 号 に よっ

て は っ き りと識 別 され る。

¶

規 則 終 端 符 号

192.リ ス トの最 後 の 行 には 、

け る。

リス トの終 りを表 示 す る符号'EOLT'を 続

例

コ ン テ ナ 番 号 と 重 量 の リ ス ト は 次 の よ う に 現 わ さ れ る 。

LIST=・CNRN+CNWT++

LOO1=XYZU401234+11200:KG++

LOO2=XYZU410452+12000:KG++

LOO3-XYZU200041十10050:KG++

EOLT++

も

■
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第10章 メ ソセ ー ジ伝 送 に おけ る誤 りの 訂 正

誤 りの訂 正

193.誤 りに は二種 類 が あ る。 す なわ ち、 メ ッセ ー ジの伝 送 中 に検 出 され て訂

正 す る誤 りとす で に伝 送 して しま った メ ッセ ー ジの誤 りで あ る。 メ ッセー

ジの伝 送に先立 ち発見 され るN.B.の 誤 りは、 本 シス テ ム範 囲 には 入 らない。

この よ うな誤 りの訂 正 は ユ ー ザ 自身 の 内部 手続 の 部類 に属 す る もので、 訂

正 文 のみ が伝 送 さ れ る もの で あ る。

伝 送 中

194ヘ ッダ情 報 の 誤 りの場 合 は、 全 ヘ ッダ を再伝 送 す る必 要 が あ る。 ヘ ソダ

よ り後 の 誤 りは 、欄 、 行 、 ま'たは、 品 目ご とに 適宜 訂正 す る ことが で き る。

(a)ヘ ッダは 削除 欄 を用 い て全 部 削除 すべ きで ある。

DLET=MSGE++

次 に メ ッセー ジ を再 び 開始 す る。

(b)削 除 欄 は間 違欄 を示 す た め に用 い るべ きで あ る。 この欄 は メ ッセ ー ジ

の どの箇 所 に も現 われ る。

DLET=ABCD:WXYZ++

この場 合 、ABCDお よびWXYZは 誤 り欄 を示 す。 これ らが 間違 デ

ー タを伴 う正 しい コー ドの場 合 も、 ま たは そ の逆 の場 合 もあ る。 誤 りが

欄 の 中間 で検 出され る場 合 は、 そ の欄 を直 ち に停 止 して 削除 を行 うべ き

で あ る。

DLET手 続 の あ と、欄 を正 し く再伝 送 すべ きで あ る。

ABCD=12345十 十

WXYZ=J.SMITHCTD++

(c)リ ス トの訂正 は行 を削 除 し、 正 しい文 を再伝 送 す る こ とに よって行 う

べ きで あ る。
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「

DLET=1」003+

LOO3=XYZU20041+60050:KG++

(d)物 品 記入 の 訂 正 は単 一 品 目を削 除 し、正 しい文 を再伝 送 す る こ とに よ

って 行 うべ き で あ る。り
DLET=GDO3+∨

GDO3=MKNO=HANDM+PACK=CRATES+

GDSD=MILKINGMACHINES+… …CUBE=465:

M3++

伝 送 後

195.誤 りの訂正 は二 つ の 適 正標準 メ ッセ ー ジ、 す なわ ち、 メ ソセ ー ジを取 消

す メ ッセ ー ジ とメ ソセ ー ジを訂正 す るメ ッセー ジに よって行 わ れ る。

(a)取 消 メ ッセ ー ジは標 準 ヘ ッダ及 び デ ー タ と して のSERL、 取 消 メ ッ

セー ジの識 別 と して のFROMか ら成 る。

㈲ 訂 正 メ ッセ ー ジは標 準 ヘ ッダ を有 し、取 消 メ ッセ ー ジ と同 一 の方 法 で

訂正 メ ッセ ー ジ を識別 す る。次 に訂 正 は 前記 と全 く同 一 の方 法 で行 わ れ

る。

196.重 複 す る誤 りとか 、訂 正 文 の誤 りな どを処理 す る慣 行 コー ドを設定 す る'

ため に一 層 の開 発 が 必 要 とされ る。

6
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第11章 媒 体 の 規 則

一 媒 体(メ デ ィ ア)

一 キ ャ ラ ク タ ・セ ン ト

`

媒体の規則

197・㌦ ㌘ ご7・ イ禄 準醐 呼 開発 ぽ メン セづ は・データの内容に

関 して 媒体 とは無 関係 で あ る。 本章 は 、 媒体 基 準 と イ ンタ ー フ ェ イス 伝送

とを一 致せ しめ、 媒体 に現 わ れ る イ ンタ ー フ ェ イス ・メ ソセー ジを 自動 的

に識 別 す るた めの 最低 限 の規 則 を設け る もの で あ る。

198.装 置 基 準 に関 して は幾 つ かの推奨 が な され て い る。 キ ャ ラ ク タ ・コ ー

ド、 テ ー プ密度 な どの 不一 致 が デ ー タ内 容 の 不一 致 と比 較 して容 易 に解 決

され 1る.ことは注 目に偉 い す る。 しか も、 機械 特 性 の標 準化 は 、通 信 の 単 純

化 を招来 す るで あ ろ う し、 目標 と して、も有益 の よ うで あ る。

199.一 般 的 に許容 され る慣 習が あ る場 合 に は、 我 々はそ の 慣 習 を指摘 し、 新

しい媒 体 の場 合 に は、 我 々が 適 当 とみ とめ る もの を技 術面 か ら一 時 的 に指

摘 して い る。

電 信 ネ ッ トワ ー ク(テ レ ッ ク ス を 含 む)

200.規 則1キ ャ ラ ク タ の ビ ッ ト 表 示 は 国 際 ア ル フ ァ ベ ッ ト第2号 と 対 応

す る 。

201,規 則2伝 送 は

○ 接 続 に 必 要 な 情 報

○ イ ン タ ー フ ェ イ ス ・デ ー タ が 後 続 す る こ と を 示 す 指 示 記 号

(STRX++)

oイ ン タ ー フ ェ イ ス ・ メ ソ セ ー ジ

○伝 送 指 示 記 号 の 終 了(ENDX++)

-70一
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か ら成 る。

電 話 ネ ッ ト ワ ー ク パ,一 て

202.'規 則.1キ ャ ラ ク タ の ビ ソ ト表 示 は 国 際 ア ル フ ァ ベ ッ ト第5号 と 対 応

す る 。

203,規 則2伝 送 は

○接 続 に 必 要 な 情 報 ・
.

oイ ン タ ー フ ェ イ ス ・デ ー タ が 後 続 す る こ と を 示 す 指 示 記 号

(STRX++)1'

Oイ ン タ ー フ エ イ ス ・ メ ッ セ ー ジ

o伝 送 指 示 記 号 の 終 了(ENDX++)

か ら成 る 。

`

カ ー ド

204.規 則180カ ラ ム ・カ ー ド で は 、EBCDICパ ン チ'カ ー ドが 標 準

とされ る・欄が数枚 の か ドにわ たる場合 は・下記の よが 握

次 連 続 コ ー ド が 必 要 で あ る 。 ・.噛 ・・

Col

Col

Col

Col

Co1'

Col

Co1

1-71一 デ ー タ

72一 連 続 フ ラ グ

73-76一 力 ご ド ・デ ソ ク 識 別 記 号

77-80一 シ ー ケ ン スNo.

96一 カ ラ ム ・ カ ー ド

こ の カ ー ドは 新 規 の も め で あ り、 こ こ で は 十 分 確 定 さ れ

た コ ー ドを 例 示 す る こ と が で き な い 。＼『

1-87-'デ ー タ ・

88一 連 続 フ ラ グ

89-92一 カ ー ド ・デ ソ ク 識 別 記 号'
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Col93-96' シ ー ケ ン スNo.

205.規 則2カ ー ド ・デ ッ ク は

Qイ ン タ ー フ ェ イ ス ・デ ー タ ・ カ ー ドの 開 始(STRX++)

○ イ ン タ ー フ ェ イ ス ・デ ー タ を 有 す る カ ー ド

oデ ー タ ・ カ ー ドの 終 了(ENDX++)

か ら成 る 。

紙 テ ー プ

規 則1テ ー プの種 類

206.推 奨 基準 は8ト ラ ック偶数 パ リテ ィで あ る。

規則2伝 送 先

207.伝 送 は 輸送 あて先 に行 うべ きで あ る。

規 則5

ZO,8..テ ー プ は

oイ ン タ ー フ ェ イ ス 開 始 指 示 記 号(STRX++)

Oイ ン タ ー フ ェ イ ス ・ メ ッ セ ー ジ

oデ ー タ 指 示 記 号 の 終 了(ENDX++)

か ら 成 る 。

磁 気 テ ー プ

規 則1テ ー プ の種 類

:<'・209、 提 案基 準 は9ト ラ ック、1600bpiテ ー プで あ る。'㌣
、

注:こ の テ ー プは広 く利用 され て い る よ うで あ り、 異 な る機械 で もテ ー プ

∴ の 交換 面 に技 術 的 な利 点 を有 して い る。

'∫』こ
.'
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規 則2数 値 デ ー タ

210.デ ー タ は テ ー プ 上 の キ ャ ラ ク タ ご と の フ ォ ー マ ン トに 含 め ら れ る べ き

で あ る 。2進 法 ま た は パ ン ク 数 値 デ ー タ 用 い る べ き で は な い 。

`

規 則 ろ 指 示 記 号

211.テ ー プ は

○ イ ン タ ー フ ェ イ ス 開 始 指 示 記 号(STRX++)

Oイ ン タ ー フ ェ イ ス ・メ ソ セ ー ジ

oデ ー タ 指 示 記 号 の 終 了(ENDX++)

か ら成 る 。 磁 気 テ ー プ の レ ー ベ リ ン グ そ の 他 は 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス 開 始 お

よ び 終 了 の 指 示 記 号 の 前 お よ び(ま た は)後 で 行 うべ き で あ り、 レ ー ベ リ

ン グ は .ユー ザ の 内 部 手 続 に 従 う べ き で あ る 。

●

キ ャ ラ ク タ ー ・セ ッ ト

212.本 シ ス テ ム は 最 も 簡 単 で 一 般 的 に 用 い られ る 機 械 化 デ ー タ 伝 送 装 置

(TELEX)に よ っ て 実 施 さ れ る た め 、 使 用 キ ャ ラ ク タ ・ セ ン トは 国 際

ア ル フ ァ ベ ン ト第2号 に 基 づ く本 装 置 の キ ャ ラ ク タ ・ セ ッ ト を も と に す

る 必 要 が あ る 。 こ れ は 幾 つ か の 欠 点 が 考 え ら れ る 。 こ の キ ャ ラ ク タ ・ セ

ン トは か な り制 限 さ れ て い る の み な ら ず 、 す べ て の テ レ ソ ク ス 装 置 に 普 通

的 に 用 い ら れ て い な い 。 従 っ て 、 一 方 の 装 置 に キ ャ ラ ク タ"="と 印 字

さ れ る コ ー ドが 他 の 装 置 で は")"と 印 字 さ れ る こ と が あ る 。

213.標 準 の キ ャ ラ ク タ と は 、Aか らZ、oか ら9、 終 止 点 、 ス ラ ッ シ ュ 、

ブ ラ ン ク 、 ス ペ ー ス 、 さ ら に キ ャ リ ジ ・ リ タ ー ン 、 改 行 、 文 字 の 送 り、 数

字 の 送 り な ど の 操 作 キ ャ ラ ク タ ー で あ る 。 デ ー タ は 文 字 、 数 字 、 終 止 点 、

ス ラ ソ シ ュ、 ス ペ ー ス を す べ て 用 い る 必 要 が あ る 。 同 じ く デ ー タ は 非 標 準

的 な コ ン マ も 必 要 と す る 。 用 紙 の 物 理 的 操 作 の た め に 、CRLFを 用 い

る こ と も さ ら に ア ウ ト プ ッ ト を 読 み 易 く す る こ と も必 要 で あ る 。 し か し 、

一73 一



デ ー タの論理 的意義 に対 して機 械 操 作 キ ャ ラク タ を 用 い る こ とは 危 険 な

の で、℃RLFを デ ー タの 論理 的区 切 りを示 すた め に用 い る こ とは で き

な い。 例 え ば 、 副欄 分 離記 号 を用い て ア ドレス 内の 行 の終 了 を表 示 しなけ

れば な らな い。 なお・、CRLFの み では 語 と語 の ス ペ ース を示 さ な いか

ら、 さ らに スペ ース を用 い なけ れば な らな い。 情 報 の 品 目 と品 目の間 では、

CRLFは 外観 の理 由 か ら必要 の たび ご とに 用 い る こ とが で き る。

214.メ ソセー ジや メ ソセ ー ジ内の デ ー タの伝 送 は ペ ー ジの左 側 か ら開始 す べ

きで あ る と考 え られ て い る点 で、 本規 則 に は例外 が あ る。

215.以 上 はす べ て、 デ ー タの論理 操 作 の た め の万国 共 通 の標 準 キ ャ ラク タが

存 在 しな い こ とを意 味 して い る。

216.次 の もの は一 般 的 に利 用 され、 その 特殊 機 能 にお い て優 れ て い る とい う

理 由か ら選 ば れ て い る。 す な わ ち、"一"は デ ー タ とデ ー.タとの 間 に用 い

る。 マ`:"は 欄 内 の論理 的分 離記 号 と して 用い る。"+"は 欄 の 終 了 を示

す た め に用 い る。

217.ほ か の キ ャ ラ ク タ を印字 す る場 合 には、 等 し い キ ャ ラ ク タ を 用 い る

べ きで あ る。 但 し内部 コ ー ドは そ の まXで あ る。 キ ャ2ク タ の 相 異 は 個

個 の ユ ーザ の問題 に とどめ るべ きで あ ろ う。

218.こ の キ ャ ラ ク タ は 国 際 アル フ ァベ ッ ト%2の 表 で示 す よ うな電 報装 置

に表 示 され るで あろ う。

219,係 員 が 非標 準 的操 作 キ ャラク タの テ レ ック ス ・メ ソセ ー ジを受 取 り、

そ れ を電 話 装置 を用 い て手 動 的 に外部 へ 伝送 し よ うとす るな らば 、 メ ソセ

ー ジ を翻 訳 す るため の 自分 自身の 方法 を編 み 出す必 要 が あ る う
。
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国 際 ア ル フ ァ ベ ン ト第2号

CHARACTERS B」1}tEPRESENTATION・

Shifl,:

LlrsF.iどs.
}

A
-

B

C

・

D

E

F

G

:

3

`

■

●

■

●

◆

●

●

■

●

■

●

●

●

●

●

●

●

H
・

1 8 ●

■

■

..

J ● ● ●

K ● ● ■ ■

IJ ■ ●

M ■ ■ ● ..

N
,

■ ●

0 9 ● ●

P 0 ● ● ■

Q 1 ■ ■ ■. ●

R 4 ● ●

S ● ●

T 5 ■

u 7 ● ■ ■

V = ● ・1 ■ ●

w 2 ■ ● ●

X / ● ● ● ■

Y 6 ■ ● ●

Z 十 ● ■

ψCR
●

IJF ●

LTRS ● ● ■ ● ●

FIGS1 ● ● ■ ■

SPACE

BLANK

●
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国 際 ア ル フ ァ ベ ッ ト 第5号

CHARACTERS BITREPRESENTATION

Parity

Bit

A

B

C

D

E

●

■

:

■

■

■

●

■

●

■

◆

■

●

F

G

H

I

J

K

L

M

●

■

■

■

●

●

●

■

●

●

●

■

■

■

●

●

●

●

■

●

●

●

■

■

●

■

■

●

■

●

N ■ ■ ■ ●

0 ■ ■ ● ■ ● ●

P ■ ●

Q ● ■ ● ■

R ● ● ● ■

S ■ ■ ● ●

T ● ● ● ●

u ■ ■ ■ ■

V ● ■ ● ●

w ● ● ● ■ ● ●

X ● ■ ■ ●

Y ● ● ■ ●

Z ・ ● ● ● ■

0 ● ●

1 ● ● ■ ●

2 ■ ■ ● ●

3 ◆ ● ■ ■

4 ■ ● ■ ●

5 ● ● ● ■ ■

,

6 ● ● ■ ● ●

7 ● ● ● ● ● ●

8 ■ ● ■ ●

9 ◆ ● ■ ■

■ ● ■ ■ ●

: ■ ■ ■ ●

,
■ ● ● ●

十 ● ● ● ■

= ● ● ■ ● ■ ●

/ ● ● ◆ ● ■ ●

1」F ● ◆

SPACE ● ●

BLANK 「

CR ● ● ■ ■
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第12章 欄 の 解 説

、

●

一 フ ァ ミ リ ー 、 同 類 メ ー キ ッ プ の 欄 を 処 理 す る 方 法

一 解 説

一 欄 ネ ー ム と コ ー ドの ア ル フ ァ ベ ッ ト順 索 引

一 欄 コ ー ド と ネ ー ム の ア ル フ ァ ベ ン ト順 索 引

●

フ ァ ミ リ ー

ネ ー ム お よ び ア ド レ ス

220.ネ ー ムk・ よ び ア ド レ ス の 長 さ は 、160キ ャ ラ ク タ あ る い は わ ず か

96キ ャ ラ ク タ な ど に 色 々 あ る が 、 す べ て 同 一 方 法 で 表 示 す べ き で あ る 。

こ れ ら の サ イ ズ は マ ス タ ー 書 類 に 用 い る ボ ソ ク ス に も と づ き 、 そ れ ぞ れ

32キ ャ ラ ク タ で5行 お よ び3行 か ら構 成 さ れ る 。 従 っ て 、 ア ド レ ス が

書 類 上 の ボ ッ ク ス に 逐 次 入 れ られ る 場 合 は 、 ど の よ う に し て 行 わ れ る か を

示 す 必 要 が あ る 。 こ れ は 読 み の 便 宜 か ら 用 い るCRLFの 有 無 に 拘 らず 、

デ ー タ 内 に 欄 分 離 記 号 を 用 い て 希 望 通 り に ス ペ ー ス を 設 け る こ と に よ っ て

示 す べ き で あ る 。

例 え ば

SHPR=JOHNSMITHANDCO.,:

1JOHNST.,:

MANCHESTER.M33×J.+

ま た は

SHPR=JOHNSMITHANDCO.,:1JOHNST.,:

MANCHESTER.M33×J.+

221.テ レ ソ ク ス 印 字 の 一 行 は 、 キ ャ リ ッ ジ ・ リ タ ー ン や 改 行 が 必 要 な 箇 所 で

は69キ ャ ラ ク タ 以 上 に 長 く す る こ と は で き な い こ と に 注 意 す べ き で あ
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る。 予 定 され た行 の 中間 で この こ とが お き ない よ うに注意 す る こ と も肝要

で ある。

222,電 話 番号 、 郵 便 番号 、 テ レ ックス 番号 な どを伝 送 す る場 合 、 これ らは組

織 を厳密 に識 別 した り、 ネ ームや ア ドレスの コー ドと して 用 い る もの では

ない の で、 これ らは ク リヤ1そ の まX)の 形 で処理 すべ きで あ る。

'

価 格

223.価 格 は す べ て標 準 方法 で示 され る。

この欄 は 分 離記 号(コ ロン 、に よって二 つ の部 分 に 分け られ る。 第 一 の

部分 に は価 格 のみ が 記載 され る。 第二 の 部 分 に は価 格 を示 す 通貨 の コ ー ド

が記載 され る。 従 って、 通 貨 の た めの コー ドを開発 す る必 要 が あ ろ う。 し

か し国別 コー'ドを用 い るべ き であ る とい う提 案 は、 通 貨 が変 更 され る場 合

に問 題 が生 じるた め拒 否 され た。 第一 の 部分 へ の記 入 は小 数 点(コ ンマ ま

たは終止 点)が なけ れば整 数 とみ な され る。 この場 合、 小数 点 の左 側 に あ

る数 字 は通 貨 の単位 と し、左 側は その 分数 とす る。 この通貨 に適 した通 常

の小区 分 を示 す ため に 分数 を もってす る こ とは標 準 で あ ろ うが 、 必要 な ら

ば さ らに大 きな また は小 さ な区 分 で示 す こ と もで き よ う。 す な わ ち、 一 ポ

ン ドの1/IOま た は1/IOOOを もって、希 望 す るな らば 新 ペ ニ ー単 位 を示 す こ

と もで きる で あろ う。 本 システ ムは非 十 進 通 貨 の最 低 単位 を用 い た り、 ま

た は、伝 送 の ため にそ れ を十進 化 した り、 あ るい はテ キス ト欄 を用 い る こ

とに よって、 この非 十 進通 貨 の た めに のみ 利 用 す る ことが で き るで あ ろ う。

224本 シス テ ムは 主 と して正 確 を期 すた め に選 ば れ て い る。 価 格 は通 貨 単 位

が判 らなけ れば 無 意味 で あ る。 この よ うな訳 で通 貨 は欄 を有 効 に す るた め

に記載 され なけ れ ば な らない。 結 合欄 を設 け る こ とに よ って、 価格 欄 に通

貨 欄 を 関 係 さ せ る問 題 も通貨 が 出現 す るた び にそ の た めの 別個 の 識 別記

号 を必 要 とす る とい った問 題 も克 服 され る。

225積 送 品 に色 々 な価 格 が あ る場 合 には、 あ る伝送 過 剰 が あ り得 る、 特 に積
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、

●

送 品 全 体 に対 して単 一 の通 貨 コー ドを用 い た場 合 な どは、 過 剰 が あ る と考

え られ て い る。

数 量

226.計 量 に よる数 量 は価 格 と全 く同 じ方 法 で示 され る。 す なわ ち、 す べ て の

欄 は 二 つの 部 分 か ら成 る。 第 一 の部 分 には数 量 が記載 され 、第 二 の 部 分 に

は 計量 の適正 単 位 を示 す コー ドが記 載 され る。 小 数点 につ い て も同 様 に処

理 され る。

日 付

227.日 付 は すべ てYYMMDDと い う特 殊ISO(国 際標 準 機 構)基 準 で示

さ れ る。 これ は国 際 協 定 基 準 で あ り、 疑問の余地のない ものであ る。 基 準 を

設 定 す る こ とは 機械 化 に とって大 い に助 け とな るであ ろ う。

場 所

228こ れ に は国 とか国 内の 特定 の位 置(例 え ば 、 港、空 港 、町 、 駅)が 含 含ま

れ る。

229国 につ い ては 、3桁 コー ド、3文 字 コー ド、2文 字 コー ドに関 す る

ISO案 が あ る。 アル ファベ ン ト ・コ ー ドは 記 憶 す るの に都 合 が よ く、 省

略形 の ため に(例 え ば、GBま たはGBR、USま た はUSA)〈Clear>

記入 と して十 分 単 独 で用 い る こ と もで き る。

230特 定 の位置 は 、 色 々な方 法 、 例 えば 郵 政 省、IATA(国 際航 空 運 送 協

会)な どに よって コ ー ド化 され て い る。 これ らの位 置 は相 互 に全 く無 関 係

の 上、 そ の数 も尾 大 なの で、 これ らの コ ー ドを単 独 で用 い る ことは現 実 的

でな い。

231コ ン ピ ュー タ処理 上 、 位置 の確 定 名 を設け る ため に、 標 準 的 な短 名 、 例

え ば、Londonの 代Ptに 〈LONDON>を 用 い るこ とを提 案 す る もの で
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あ る 。 こ うす る と 、 ク リ ア と コ ー ドの 双 方 の 重 複 が 避 け ら れ る で あ ろ う。

232,場 所 名 は そ の 国 の 言 語 、 例 え ば 、KOELN(コ ロ ー ニ ュ で は な い)で

表 わ す べ き で あ る 。 た だ 複 数 言 語 国 は 別 名 、 例 え ば 、ANVERS、AN

TWERPEN(ア ン ト ワ ー プ と し な い)で 表 わ す べ き で あ る 。

233場 所 名が 他 の欄(例 えば ア ドレス)の 部 分 と して生 じる場合 も同 じ規 則

を適 用 すべ き であ る。

■

解 説

234,こ こに下 記 に対 す る各 種 デ ー タ品 目(欄)の 記 載 方法 を示 す例 が あ る。

一明瞭 で単 一 の意 味 または 定義

一 フォ ーマ ン ト作成 方 法 の説 明

一単 一 の 欄識 別 記号

●

■
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ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド
最期 サイズを飾

例

一

フ ォ ー マ ッ ト

会 計 情 報 エア ウェ イ ピルに関 す る ACIN 70A

'L

ACININV()ICP:.1一

〈会計情報〉

航空 料 金 コー ド 支払方法 を示すIATAコ AWCH 2A A、VCIIP川

一 ド

エ ア ウ 、cイ ピ ルNo. エア ウ ェイ ビルの通 し番 号 AWBN llキ ャ ラ ク タ AWBNS52123451一

999999!.9

運送人 通 し番号

代.即席 へ の支払 額 代理店「戯 DUAG

.

副 側16N(金 額) DUAG5.lolST十

副 欄22N(通 貨)

B/LNo. B/Lの 通 し番 号 BLDN llキ ャ ラク タA/N BLDN'102Al

BTN(商 品 コ ー ド) 行 に対 す るBTN商 品 コー BTNC NN、NNA BTNC・ ・|7.02A十

ド
,

.

'

一
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最 大 のサ イズ を含む
'

ネ ー ム(名 称) 定'義 お よ び 注 コ ー ド 例
フ ォ・一 マ ッ ト

・}← 「 ≠ 一口 一'"L－

バ イ ヤ ー 委託者と異なる場合は物品 BUYR 5行 BUYR=・JONES

の購入者 ・ば キ ・ ラク タ/行 INDUSTRIES:
.

、
「

A/N 5FIFTHAVENUE:

NEW ,YORKNY

USA}・

原産地証明{尊の参照番 証明書を発行する側の原産 CORF 8A/N CORF=12345十

号 地証明に付ける参照番号
w」

課 料 重 量 支払 うべ き輸送 電 量' CHWT 副欄16N(数 量) CHWT=17.45:KG十

副欄22A(計 搦:単位)

条項/裏 書保証 この欄は積送品に関係する CLUS 1,000A/Nキ ャ ラク タ CLUS=SCRATCHED

条項および取引に責任を有 &DENTED.1一
.gl

す側について記載すら: CLUS=THEFOBVAL〔JE

「)FTHEWITHIN

MENTIQNEDGooDsIs
、.a'

CERTIFIEDBYSHIP一

PERSNOTTOEXCEED
`

219,
r.^・ ●・--'^
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ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド
最 大 の サ イズ を含 む

例
フ ォ ー マ ン ト

戎
,

POUNDSSTERLING

PERB/LTON十

委託者(輸 入者) 物品が送 られる側または注 CSEE 5行 CSEE=TOORDER+

文書の中で物品の所有権が 32キ ャ ラク タ/行

譲渡される側

コ ンテ ナNo. コン テナ の通 し番 号 CNRN 16キ ャ ラク タA/N CTRN=XYZU401234iー

コ ンテ ナ重量 コンテ ナ の積載 車 冒: CNWT 扇」欄16N(数i責) CHWT=17.45:KG十

副 欄22A(言 十}〒{:単イ立)

仕 向 国 物 品 が送 られ る国 、 す なわ CYDN ク リア:+6A CYDN=USA十

ち輸送終着点 コ ー ド12A)1劃 定

3A)ISO案

3N)

原 産.地 原産地または製造地 CYRG 16キ ャ ラ ク タA－ ク リア CYRG=GBR十

2A)

」台 「」∨・' .馳,●.,
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最大のサイズを含む
ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド 例

フ ォ ー マ ッ ト

3A)固 定 －ISOド ラ フ ト

コ ー ド

3N)

、フ:方 行品目の立方計量 CUBE 副欄16N(敏 活) CUBE=L5:M3|

副欄22N(計 吊単 位)

税関番号(CAN) 輸出品の申告に責任を有す CANR 5キ ャ ラ ク タN固 定 CAN民=753421

側に対 して割当てる税関の

番号

危ll1負 これ はIMCOl政 府 間海 DNGR 200A/N DNGRlilXPLOSIVE:

事諮問機構)の 国際海事危 RA1)IOACTIV距)1日1

検 品 コ ー ドの]5標 準 ま た

は他 の適 正基 準 に よるク リ

ア言語を用いた危険警告を

記 録 す る。

通 関 日 船舶が通関 した日付 DTCL NNNNNN DTCL・=7:↓Ol25十

(年)(月)(日)

■ σ b
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ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド
最'大のサ イズ を含 む

例
フ ォ・一 マ ッ ト

書 類発 行 日 書類 カミISO基 当主に も とづ DTDM NNNNNN DTDM=730119十

き発 行 された 日 (年)(月)(日)

申 告 運 賃 シ ッパ ー の運 賃 申告 DVLC 副 欄16N(金 額) DVLC=16.45:ST十

副欄22A(通 貨) DVLC二 〇:+

削 除 これ↓:|:誤りを処刑 す る場 合 DLET 基 本n勺にはAAAA: DLET=CYDSl一

に取消される欄を示す しか し、 誤 りが デ ー タ で な く、

識 別記 号の場 合 もあ るの で、

この ような不正 確 な識 別記 号

は記録の時点で説明する必要

が あ'る 。

引渡先の住所 指定先と異なる場合の物品 DLVR 3行 DLVR=HERMANNAND

の引渡先 キャ ラク タ/行 MAYER:

174514THST:

NEWTONSVILLE:

1 INDIANA十

物 品 の 説 明 輸 送 ・通 関 の た め の物 品 の GDSD 28A/N×3行 GDSD=DAIRY

」
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ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド

最 大 のサ イズ を含 む
例

フ ォ ー マ ッ ト

・

総体的説明

1}

MACHINERY

MILKING

MACHINES」 一

ドック(埠 頭) 正しい場所で引渡 しが行わ QUAY 16キ ャラク タA/N QUAY=GEORGEVl

れ る よ うに十 分 に確認 され

た主要輸送手段に積送品を

積込む正確な場所

輸出者の銀行 原産地にある輸出者の銀行 EXBK 5行 BANK=MONEYBAGS

の名称 と住所 32キ ャ ラク タ/行 LTD:TEREADNEEDLE

A/N ST.:LONDONEC2

輸出許可書 輸出統制品の輸出に対する EXLN 16キ ー、・ラク タA/N EXLN=52479十

許可書番号

最 終 仕 向 地 物品が終着する都市 FNDN ク リ ヤ:16A
s

FNDN=NEWTONSVILLEl－

フ ラ イ トNo. 航空貨物の場合の物品を輸 FLNR 3Nま た は4Nが 伴 うIATA FLNR=BA608十

● `
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ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド
最 大 のサ イズ を 含む

例
フ ォ・一二マ ッ ト

送 す る特 定 フ ライ トを識 別 コ ー ドに 従 う FLNR=BEI234十

す る フ ライ ト番 号

フ ォ ワ ー デ ィ ン グ ・エ 輸 送 を必 要 とす る シ ッパ ー FWDR 3行 FWDR=ATLAS

－ ジ ェ ン ト に代行する代理店。口座番 32キ ャ ラ ク タ/行 FORWARDING

(フ ォ ワー ダ ー) 号、CAN番 号 に大 概 関係 A/N COMPANYLTD:

す る。 TOWERQUAY:

L(⊃NDONEC3卜

エー ジ ェン トの 身分証 取 引 を識 別 す るた め に エー FWRF 8キ ャ ラク タ FWRF・ ・JLCDl234十

ジ ェン トが用 い る身分証

自由形式 テキ ス ト 必 ・要 に 応 じて メ ッ セ ー ジ TEXT 最 高2,000A/Nキ ャ ラ ク TEXT=THESE

に情報を記載する欄 タ GOOI)SAREVERY

PERISHABLE十

支 払 運 賃 運賃前払または後払の区別 FPAT 16A/N FPAT=PREPAID十

運 賃 の 額 運賃の支払額 FTAM 14A/N

副 欄lllN(金 額) FTAM=123:DM十
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ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド
最 大の サ イズ を含 む

例
フ ォ ー マ ッ ト

副欄22A(通 貨) FTAM=123.45:ST十

グ ロ ス 重 量 ロ ッ ト と な っ た 商 品 の グ ロ GRWT 副 欄16N(激 昂:) GRWT=57:KG十

ス重量 副 欄22A(言1'量 単 位)

輸入許 可証No・ 輸入統制品の輸入に対する IMLN 16A/N IMLN=123456{一

許可書番号

輸入者の身分証 取引を識別するために輸入 MPRF 16キ ャ ラ ク タA/N IMRF=ABC1234Q-1

者が用いる参照

保険金(数 値) 物品に付保した保険金の類 NSVL 副欄ll2N(金 額) NSVL=725.50:DM・ ト

副欄22A(通 貨) NSVL=17250:ST仁

保険金(言 葉) 物品に付保 した保険金の表 NSWD 56A/N NSWD=SEVENTEEN

示文字
, THOUSANDTWO

HUNDREDANDFlFTYト

インボ イス価 格 物 品 の イ ンボ イス価 格(引 PRNV 副欄1】2N(金 額) PRNV=17250:ST十

渡の時点で適正 と認める物 副欄22A(通 貨)

■ q
● ,
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ネ ー ム(名 称) 定 義 お・ よ び 注 コ ー ド
最 大 のサ イズ を含 む

例
フ ォ ー マ ッ ト

品)

　

地方運送人または運搬 最初に挙げ られる地方運送 HAUL 32A/Nキ ャ ラ ク タ ×3行 HAUL=J.JONESTRANS

者 人の名称 と住所 PORT:

18BROWNSTREET:

BIRMINGHAM|71一

地 方 輸 送 (a)地 方輸 送 に たず さわ る LCTR ]6A/N LCTR=RAIL卜

船舶または

㈲ その他の地方輸送手段
'

の区別'

主要 運 送人 主要関係運送人の名称と住 MNCR 3×32キ ャ ラク タ MNCR=MANCHESTER

所 A/Nラ イ ン STEAMERS:

COMMERCIALWAY:

HULL:YORKSHIRE十

マー クお よび数 特別の積送品の外側に表示 MKNO 6行 ×16A/N MKNO=HANDM2414

する標識 キ ャ ラク タ NEWYORK95to99
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ネ ー ム(名 称) 定 義 拾 よ び 注 コ ー ド
最大 の サ イズ を含 む.

例
フ ォ ー マ ッ ト

Cネ
ッ ト 重 量 ロ ッ ト と な っ た 商 品 の ネ ッ NTWT 副欄16N(数 量) NTWT=52:KG十

ρ

ト重 量 副欄22A(計 量 単位) 」

NIMEXE 行に対するNIMEXE商 NMXE NNNNNN NMXE=47.02.14十

(商 品 コー ド) 品 コ ー ド
∨

通 知 先 物品の到着 について通知 さ NTFY 3行 NTFY=HERMANNAND

れ る者 32キ ャ ラク タ/行 ・MAYFRINC.,

A/N P.O.BOX854:INDIA

NAPOLISUSA十

梱包品の箇数(数 値) 一種類の梱包品の数 NPAK 5N NPAK=|2L

梱包品の箇数(言 葉) .言葉 で表 現 され た梱 包 品 の NPWD 29A/N NPWD=TWENTYEIGHTl

数

オ リジナルB/Lの 数 数 字 で表 わ され た署 名入 り、 NBLS 2N NBLS・ ・21一

(数 値) 均等 、 有効 の オ リジナル

B/Lの 数

■
■ ∨
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ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド
最大のサイズを含む

例
フ ォ ー マ ッ ト

オ リジナルB/Lの 数 言 葉 で表 わされ た署 名入 り、 NBWD 16A NBWD・=TWOl－

(言 葉) 均 等、 有効 のオ リジナル

B/Lの 数

メ ッセ ー ジの作 成者 メ ッセー ジの作 成 者 を識 別 ORIG 96A/Nキ ャ ラ ク タ ORIGSlTPRO126

す る適 τE手段 、 す なわ ち、 3×32/行
CAXTONST:SW|… 一

TELEX番 号、 電 話番 号、

名称 お よび住 所 、 そ の他

梱 包品 コー ド 梱包 品 の種 類 に関 す る コー PKCD 2A PKCD=CSト

ド(ICS)

梱包品の説明 梱包品の種類に関する標識 PACK
『20A/N×3行

PACK=25KGDRUMS十

船積地(国 内) 最初の輸送手段に積込む場 PLDM 16A/N PLDM=COVENTRY十

(地 方船積港) 所

'

陸揚港(陸 揚の場所) 主要輸送手段から積送品が PTDS 16A/N PTDS=NEWYORK十

(主 要) 陸揚げされる港
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最 大 のサ イズ を含む
ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド 例

フ ォ ー マ ッ ト

港税預 金 口座No. 港の使用者が税金支払に先 PDAG 16A/Nキ ャ ラ ク タ PDAC==1234ABC5十

立 ち預 金 して お・〈口座 番号

船積港(積 込みする空 積送品が主要輸送手段に積 PTLD 16A/N PTLD=LONDONI－

港または港)(積 込場 込まれる港

所:主 要)

前払 首 吊:料金 輸送のために前払 した金額 PPWC 副欄16N(金 額) Pp、 ヘノC、二20L50:ST{

副欄22A(通 貨)

価 格 輸送路別の価格(輸 送路あ PRCE 副欄16N(金 額) PRCE=5950:SF+

た り単 価 ×数 ・吊:) 副欄22A(通 貨)

(非 標 準)メ ッ セ ー ジ これ は特 殊非 標 準 メ ッセ ー PURP 200A/Nキ ャ ラ ク タ PURP=TOANSWER

の 目的 ジの 一般 目的 を説 明す る自 YOURQUERYOF

由形式 テキ ス トの記 入 の こ 73120・}一

とで ある

料率/料 金 輸送に対 して請求される料 RATE 副欄 】6N(金 額) RATE・=7.35:ST十

率(重 量単位で) 副欄22A(通 貨)

` 4
●
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ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド
最 大 の サ イズ を含 む

例
フ ォ ー マ ッ ト

一 一

料 率/等 級 積送品に適用される料率 RTCL IA:IATACODE RTCL=Q+

搬 入 日 船積のために物品が搬入さ DTRC 12A/N DTRC=7:ス0206:

れ る間 の 日付 副分 割 記 号 を用 い て1か ら」 7302081一

「まで 」 を示 す

メ ッセ ー ジ受 取 人 メ ッセー ジの受取 人 を識 別 UNTO 96A/Nキ ャ ラ ク タ UNTO=061、8:う2

す る適 「E手段 、 す な わ ち、 3行 97311

テ レ ック ス 番 号 、 電 話 番 ・号、 UNTO=NCCM3

名前と住所 3HU斗

ル ー ト 使用 航 空 ル ー ト RUTE 最 高5ル ーーー ト RUTE・=LIIR:BA:MAN:

「行 先 」3A BEト

IATA空 港 コ ー ド

「経 由」2A

IATAエ ア ラ イ ン

q

メ ッセ=ジ 伝 送 者 メ ソセー ジを伝送 す る者 を

'

FROM 96A/Nキ ャ ラ ク タ 』 FROM=ATLAS

識 別 す る適 正 手段 、 す な わ 3行 FORWARDING

　

ち、 テ レ ックス番 号、 電 話 番
■

TOWERQUAY:.

一ー ー ー ー ー ー ー ー 一」
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最大のサイズを含む 令

ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド 例
フ ォ ー マ ッ ト

号、 名 前 と住所 、 そ の他 LONDONEC3.F

メ ッセー ジの通 し番 号 メ ッセー ジはそ れ ぞ れ個 別 SERL 15Nキ ャ ラ ク タ SERL=730513]42

に識 別 で きる よ うに通 し番 日付 時間 場所 通 し番号 713011十

号を付けられる 730513142799999 SERL=12345十

または随意

シ ッパー(輸 出者/委 物品の輸出に関 して責任を SHPR 5行 SHPR-J.L℃ ・DEXPORTS

託者) もつ 者 32キ ャ ラク タ/行 LTD

A/N 1VICTORIAST:

LONDONSWl十

シ ッパ ー の身分証(輸 取 引 を識 別 す るた め に シ ッ SHRF 8キ ャラク タA/N SHRF=AB/123/9十

出者の身分証) パ ーが用 い る身分 証 (ECEキ ー で は16キ ャ ラ

ク タ も可能)

船 名(主 要)(船 舶 名) 主要輸送機能 を果す船の名

称

SPNM 16A/N SPNM=MELIA3十

登 録 船 主要輸送機能を果す船の国籍 SPRG 16A/N SPRG=USSR十

■L φ
〉 号

|'!
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ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド
最 大 の サ イズ を含 む

例
フ ォ ー マ ン ト s

国際貿易の標準分類 国連による貿易統計のため SITC NNN.NN SITC=789.23十

の商品分類

積込の位置/船 の構造 積送品が積込まれた場所 を SLOC 16A/Nキ ャ ラク タ SLOC=8Jl6A十

に関する参照 示す数

引 渡 条 件 誰 が何 を払 うか とい う記 述 TDLY ク リヤ:16A TDLY=CIF十

コ ー ド:通 常3A

(例 えばFOB)

支 払 条 件 支払の方法 TPAY 16A TPAY=HALFNOWBAL

6MT十

'

総 ネ ッ ト重量 メ ッセ ー ジ に お・け る物 品 の TNTW 副欄16N(数 量) TNTW=654:KG十

総 ネ ッ ト重量 副欄22A(計 量 単位)

総 グ ロス 重量 メ ソセ ー ジに おけ る物 品 の TGRW 副欄16N(数 量) TGRW=702:KG十

総 グ ロス 重量 副欄22A(計 量 単位)

総 立 方 メ ッ セ ー ジ に お・け る物 品 の TCUB 副欄16N(数 量) TcUB=504.5:M3十
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最 大 のサ イズ を含 む

ネ ー ム(名 称) 定 義 お よ び 注 コ ー ド 例
フ ォ ー マ ッ ト

総立方計量 副欄22A2A/N

(計 量単位)

総 前 払 金 前払 した総金額 TPPY 副欄16N(金 額) TPPY=360:75:ST十

、

副欄22A(通 貨) 、

単 一積 送 品の 参照No. で き るか ぎ り個 人的 参 照 UCRF 16キ ャ ラク タA/N UCRF=123456A.BC十

(現 在 開発 中)に 代 り、 す

ぺ ての 者が用 い る こ との で

きる積送品の参照

単 価 行における物品の単価 UNPR 副欄16N(金 額) UNPR－724.50:DKI一

〆

航 海 数 船会社が振当てる航海の通 VYGN 6A/Nキ ャ ラ ク タ VYGN=L123十

し番号

○
} ,



235.欄 コ ー ドに よる欄 の ア ル フ ァベ ッ ト索 引

*操 作 記 号'

エア ・ウ ェイビルに関 す る 「会 計情 報1

航 空 料 金 コ ー ド

エア ・ウ ェイビルNo .

代 理店 に対 す る支 払額

B/L

BTN商 品 コー ド

バ イヤ ー

原 産地 証 明書 参 照No.

課 料 重 量

条 項/裏 書 保 証.

委 託 者

コンテ ナNo .

コンテ ナ 重量

仕 向国

原 産地

立 方

税 関番 号(CAN)

危 険品 の警 告

通 関 日

書 類 発行 日

申告 運 賃

削 除

引 渡 先 の 住所

物 品 の 説 明

ドック(埠 頭)

-97－

ACIN

AWCH

AWBN

DUAG

BLDN

BTNC

BUYR

CORF

CHWT

CLUS

CSEE

CNRN

CNWT

CYDN

CYRG

CUBE

CANR

DNGR

DTCL

DTDM

DVLC

DLET*

.DLVR

GDSD

QUAY



メ ソセー ジの終 了

輸 出者 の銀 行

輸 出許 可書No.

最終 仕 向地

フ ライ トNo.

フォ ワーデ ィン グ ・エ ー ジ ェン ト

エー ジ ェン トの 身分 証

自由形式 テ キス ト

支 払 運賃

運 賃 の 額

グ ロス重 量

輸 入許 可 書No。

輸 入者 の身 分証

保 険金(数 値)

保 険金(言 葉)

伝送 指 示 記号 の イ ン ター フ ェイス の終 了

イ ン ター フ ェイス 開始 指 示 記号

イン ボ イス価 格

メ ッセー ジにおけ るデ ー タ ・リス ト

地 方 運 送 人 また は運 搬 者

地 方輸 送

主 要運 送 人

メ ソセー ジ(DLE↑ と共 に用 い る)

メ ッセ ー ジの 種類

マー クお よび 数

ネ ソ ト重 量

NIMEXE(商 品 コー ド)
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通知 先

梱 包品 の箇 数

梱 包品 の箇 数(言 葉)

オ リジナ ルB/LNo.(数 値)

オ リジナ ルB/LNo.(言 葉)

メ ッセ ー ジ作成者

梱 包品 コー ド

梱包 品 の説 明

船積 地(国 内)(地 方船 積 港)

陸 揚 港(陸 揚 の場 所)(主 要)

港税 預 金 口座

船 積 港(積 込 み す る空港 また は港)(積 込場 所:主 要)

前払 運 賃

価格(輸 送 路 別)

メ ソセ ー ジの 目的(非 標 準)

料 率/料 金

料 率/等 級

搬入 日

メ ソセ ー ジ受 取 人

ル ー ト

メ ソセ ー ジ伝送 者

メ ソセ ー ジの通 し番 号

シ ソパ ー(輸 出者/委 託者)

シ ソパ ーの 身 分証

船 名(主 要)(船 舶 名)

登 録 船

国 際 貿 易 の標 準 分 類
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Y

K

D

S

D

G

D

K

M

S

C

D

C

E

P

E

L

C

O

E

M

L

R

F

M

G

C

F

A

W

L

W

I

C

C

D

D

A

L

W

C

R

T

C

R

T

T

O

R

P

R

N

R

T

T

P

P

B

B

R

K

A

L

T

D

T

P

R

U

A

T

T

N

U

R

E

H

H

P

P

I

N

N

N

N

N

O

P

P

P

P

P

P

P

P

P

R

R

D

U

R

F

S

S

S

S

S

S



積込の位置/船 の構造 に関す る参照

引渡条件

支払条 件

総立方

総 ク㌔ ス重量

総 ネ ソ ト重量

総 前 払金

単一 積送 品 の 参照No.

単 価

航海 数

236.欄 コー ドお よび 操 作 コー ドの アル ファベ ン ト索引

*操 作記号

ACIN

AWBN

AwcH

BLDN

BTNC

BUYR

CANR

CHWT

CLUS

CNRN

CNWT

CRLF

CSEE

CORF

エ ァ ・ウ ェ イ ビル に 関 す る 「会 計 情 報 」

エ ア ・ウ ェ イ ビルNo.

航 空 料 金 コ ー ド

B/L

BTN商 品 コ ー ド

バ イ ヤ ー

通 関 番 号

課 料 重 量

条 項/裏 書 保 証

コ ン テ ナNo.

コ ン テ ナ 重 量

キ ャ リ ソ ジ ・ リ タ ー ン 、 改 行 に 用 い ら れ る 略 語

委 託 者

原 産 地 証 明 書 参 照No.
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SLOC

TDLY

TPAY

TCUB

TGRW

TNTW

TPPY

UCRF

UNPR

VYGN



⑨
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θ

E

N

G

T

R

R

L

M

C

G

C

X

S

K

N

R

N

T

M

M

R

F

D

T

L

N

R

B

D

R

E

V

G

C

D

R

A

L

D

M

B

L

N

D

A

O

A

D

R

S

W

U

L

T

U

Y

Y

L

L

N

T

T

T

U

V

N

O

X

X

L

N

P

R

T

W

W

D

R

A

M

C

C

C

C

D

D

D

D

D

D

D

D

E

E

E

E

F

F

F

F

F

F

F

G

G

H

I

L

*

*

*

立 方

仕 向国

原 産地

削 除

引 渡先 の住 所

危 険 品 の警 告

通 関 日

書 類 発行 日

搬 入 日

代 理店 へ の支 払額

申告運 賃

伝 送 指示 記 号 の イ ンタ ー フ ェイ スの終 了

メ ッセ ー ジの終 了

輸 出者 の銀 行

輸 出許 可書No.

フ ライ トNo.

最終 仕 向地

支払 運 賃

メ ソセ ー ジの発 信 人

運 賃 の 額

フ ォ ワーデ ィン グ ・エ ー ジ ェ ン ト

エ'一 ジ ェン トの 身 分証

物品 の 説 明

グ ロス 重量

地 方 運送 人 また は運 搬 者

輸 入 許 可書No.

地 方 輸送
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T

R

F

E

O

S

D

E

K

D

L

D

Y

T

G

K

C

D

M

C

E

V

S

D

P

Y

E

A

W

V

W

F

W

I

C

A

C

D

W

C

N

D

L

R

A

T

S

C

R

G

N

L

W

X

I

・
N

P

S

K

B

B

M

P

P

S

S

T

T

R

A

D

K

L

P

R

R

T

T

U

U

A

L

M

M

M

M

N

N

.
N

N

N

N

N

N

N

O

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

Q

R

* メ ッセ ー ジにお け るデ ー タ ・リス ト

主 要 運 送 人

輸入 者 の 身 分証

メ ソセ ー ジ(DLETと 共 に用 い る)

マ ークお よび数

オ リジナ ルB/Lの 数(数 値)

オ リジナ ルB/Lの 数(言 葉)

NIMEXE(商 品 コ ー ド)

梱 包 品 の箇 数

梱 包 品 の 箇数(言 葉)

保 険金(数 値)

保 険金(言 葉)

通知 先

ネ ッ ト重 量

メ ソセ ー ジ作成 者

梱 包 品 の説 明

港 税預 金 口座 番号

梱 包 品 コー ド

船 積 地(国 内)(地 方 船 積港)

前払 運 賃

価 格

イ ンボ イス価 格

陸 揚港

船 積 港

メ ソセ ー ジ(非 標 準)の 目的

ドック ・埠 頭 また は駅

料率/料 金
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RTCL

RUTE

SERL

SHPR

SHRF

SITC

SLOC

SPNM

SPRG

*STRX

TCUB

TDLY

TEXT

TGRW

TNTW

TPAY

TPPY

TYPE

UCRF

UNPR

UNTO

VYGN

料 率/等 級

ル ー ト

メ ッセ ー ジの通 し番号

シ ツ 八 一

シッパーの身分証

国際貿易 の標準分類

積込の位置/船 の構造 に関する参照

船名(主 要)(船 舶名)

登録船

インターフ ェイス開始指示記号

総立方

引渡条件

自由形式テ キス ト

総 グ ロス重量

総 ネ ット重量

支払条件

総 前 払 金

メ ッセ ー ジの種類

単 一積 送 品 の参 照

単 価

メ ソセ ー ジの受取 人

'航 海数
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第13章 メ ソセ ー ジ様 式 例

237本 章 は様 式 に も とつ くメ ソセ ー ジにつ い て説 明 した メ ッセ ー ジ様 式例 に

関 す る もの で あ る。

238本 例 は提 案 され た基準 の主 要特 性 を説 明す るた め に選 ば れ た。

239こ こに は特 定種 類 の メ ッセ ー ジの み が記 載 され てい るが 、 これ は こ こで

用 いた 方式 が標 準 の(構 成 ブ ロ ック)欄 の設定 次第 に よ って 変 わ るか らで

ある。 さ らに、 この標 準 メ ッセー ジは我 々に とって余 り重 要 では ない の で、

我 々は 与 え られ た時 間 内 に個 々の メ ッセ ー ジにつ いて 余 り集 中的 に検 討 ず

る こ とは しなか った。

240本 様 式 は、

一 メ ッセ ー ジ ・ネー ムお よび コ ー ド

ー メ ッ七一 ジの定 義

一 メ ソセ ー ジに欄 を必 要 とす る場 合 をMで 示 し、 仮 に設 け る場 合 をCで 示

した メ ッセ ー ジの欄 リス ト

を記 載 す る。

声

鵡

メ ッ セ ー ジ 様 式1

241.メ ッ セ ー ジ ・ネ ー ム 船 積 指 図

メ ッ セ ー ジ ・コ ー ドSHIPINST

メ ソ セ ー ジ の 説 明 メ ッ セ ー ジ の 欄

これ は シ ッパ ーか らエー ジ

ェン トに送 られ た船 腹予 約

の完 全情 報 に関 す る予備 メ

ッセ ー ジで あ る。

% 欄 ネ ー ム

M

M

C

M

ヘ ツ ダ

シ ッ パ ー

シ ソパ ー の 身 分 証

フ ォ ワ ー ダ ー
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C 単一積送品の参照

M 最終仕向国

M 梱包品の種類

M 極包品の数

M グ ロス 重量

M 立'方

M 仕 向国

M 最終仕 向地

M 物品の説明

M メ ソ セ ー ジ の 終 了

実 例

UNTO=FASTFORWARDERS:MANCHESTER+

SERL-=175435+FROM=CDRCABLES+

TYPE-SHIPINST+

十 十

SHPR=CDRCABLES:OLDMILL:MANCHESTER+SHRF

=P/ZA/14+

FWDR=FASTFORWARDERS:MANCHESTER+

FNDN=CORD+CYDN=IRELAND+

NPAK=2+PACK=CARTONS+

GRWT=740:KG+CUBE=12:M3+

GDSD=CABLETERMINATORS+

EOMS++
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メ ッ セ ー ジ 様 式2

242.メ ソ セ ー シ ・不 一 ム

メ ソ 七 一 ジ 識 別 記 号

船腹予約の引番

ACPTBOOK

メ ソ セ ー ジ の 説 明 メ ッ セ ー ジ の 欄

これは回漕店 か らの問合せ 呪 欄 ネ ー ム

に対する船会社 またはその M ヘ ッ ダ

代理 店 か らの返 事 で あ る。 M 主要運送 人

M 船 名

注:相 互 に確認 するために M 埠 頭

積 送品 の 明細 が メ ッセ ー M 船積港

ジで繰 返 え され る こ と も M 陸揚港

あ り得 るで あろ う。 C フ ォ ワ ー デ ィ ン グ ・エ ー ジ ェ ン ト

C エ ー ジ ェ ン トの 身 分 証

C 単一積送品の参照

M メ ッ セ ー ジ の 終 了

実 例

UNTO=STEADYSHIPPINGSERVICE+

SERL=24/AL/8+

FROM=ACORNLINE+

TYPE=ACPTBOOK+・

十十

MNCR=ACRNLINE+

SPNM=ENGLISHACORN+

QUAY==KINGS+

PTLD=LIVERPOOL+
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PTDS=QUEBEC+・

UCRF=43846/21+

FWRF=SSS/AL/21+

EOMS++

`

●

メ ッ セ ー ジ 様 式5

243.メ ソ セ ー ジ ・ネ ー ム:予 約 リ ス ト

メ ソ セ ー ジ 識 別 記 号:BOOKLIST

メ ッ セ ー ジ の 説 明 メ ッ セ ー ジ の 欄

埠頭管理人まで船会社また

はその代理店 か ら送 られた

貨物予 約 リス ト

"1

づ

A

呪 欄 ネ ー ム

M

M

M

M

M

C

M

M

M

M

M

M

ヘ ソダ

船 名

船 積港

埠 頭.'

仕 向港

単 一 の積 送品 参 照

マ ーク お よび 数 ・

物 品 の説 明 、

梱 包品 の箇数

梱 包品

立 方

グ ゴス重 量

扮

実 例

UNTO=TOWERSTEVEDORECO+

SERL-・ ・74241+
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FR・M〒REDSTACKSTEAMERS・

TYPE=BOOKLIST+

十十

SPNM－CLASSICAL+

PTLD=LONDON+

QUAY=12KINGGEORGEVI+

PTDS=BILBAO+

LIST=MKNO+GDSD.NPAK4PACK+CUBE

GRWT++

LOO1=

CRIMSONCURIiAINS:

BILBAO:

1743+

CURTAINS+40+CARTONS+24M3+1740

LOO2=

COTTONWASTECOi

BILBAO.

SPAIN

43/22+

WASTECOTTON+24+BALES+45.M3+2208:KG++

/LO24 =

SOYOIL'

ZARAGOそA

VIABILBAO

A-14-3+
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MOTOROILTINS

2:M3+140:KGヰ+

EOLT++

EOMS++

GREASE+ CRATE+

メ ッ セ ー ジ 様 式4

244.メ ソ セ ー ジ ・ネ ー ム:譲 度 不 能B/L

メ ッ セ ー ジ ・ コ ー ド:NONNEGBL

メ ソ セ ー ジ の 説 明 メ ソセ ー ジ の 欄

譲度不能B/Lは 伝送 に よ 曳 欄 ネ ー ム

って 譲渡 が 許 諾 され る こ と M ヘ ソ ダ

は ない の で こ こに例 示 され
M シ ッ パ ー

て い る 。 本 初 は ヘ ッ ダ に よ
C シ ッ パ ー の 参 照

C フ ォ ワ ー ダ ー 身 分 証

って示 され る よ うに船 会 社

M 委託者
と7ォ ワ ー ダ ー と の 人 間 の

M 通知先

伝 送 で あ る 。 メ ッ セ ー ジ の
C 地方輸送

残 り、 す な わ ち 、 デ ー タ が
C 船積港(国 内)

本 メ ソセ ー ジの 他 の いか な M 船名(主 要)

る伝送 に も共通 する もので M 陸揚港

あることに注意する必要が M 最終仕向地

あ る 。
M B/LNo.

M 船 会社

M 後払 い運賃

M オ リ ジ ナ ルB/LNo.

M マ ー ク お よ び 数
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実'例

M

M

M

M

M

C

M

梱 包 品 の箇 数

梱 包 品 の説 明

物 品 の説 明

グ ロス 重量

計 量

単一 積 送 品 の参 照

メ ソセ ー ジの終 了

UNTO=AIRSEAFORWARDER:BIRMINGHAM+

SERL-730724/21+

FROM=EURASIANLINE+

TYPE=NONNEGBL+

十十

SHPR=MIDLANDMOTORS+SHRF=HK/24/37+

FWRF=MM347+

CSEE=PRESTIGECARS:PRETORIA+NOTF=AS

ABOVE+

LCTR'=RAIL+

PTLD-LIVERPOOL+S・PNM・==ANTHEA+

PTDS=DURBAN+FIND=PRETORIA+

NBLS=6+MNCR=EURASIANLINE+

FPAT=LIVERPOOL+NBLS=3+

GDO1=

MKNO=MIDLANDMOTORS+PRETORIA:VIADURBAN:

3732+

NPAK=4+PACK-CRATES+

-110一
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6

GDSD-M/VSPARESBODYPARTS+

GRWT=820'KG+CUBE=16M3++

GDO2=

MKNO=MIDLANDMOTORS:PRETORIA.VIA

2740to41+

NPAK=2+PACK-CARTONS+

GDSD=M/VSPARES:SPARKPLUGS+

TGRW=845.KG+TCUB=16.5M3+

EOMS++

メ ッ セ ー ジ 様 式5

245.メ ソ セ ー ジ ・ネ ー ム:

メ ソ セ ー ジ 識 別 記 号

メ ッセ ー ジの訂 正

AMENDMENT

メ ソ セ ー ジ の 説 明 メ ッ セ ー ジ の 欄

本 メ ソセ ー ジは 旧 メ ソセ ー

ジを訂 正 ま たは 取 消 す ため

に、 誤 りメ ッ七 一 ジを送 っ

た者 が 用い る もの で あ る。

叱 欄 ネ ー ム

M

M

M

C

M

ヘ ソダ

訂正 の種 類

接続 され る メ ソセー ジの識 別 記

号

変更欄

メ ソセ ー ジの終 了

実 例

UNTO=SEAFORWARDING+

SERIAL=730202083101001+

FROM=IDI:SHREWSBURY+
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TYPE=AMENDMNT+

十 十

SERL=730201140101123+

FROM=IDISHREWSBURY+

DLET-MKNO+

MKNO=IDIVALVES

SHREWSBURY

ENGLAND.

1426/1431-←

TEXT=PLEASENOTECHANGE

EOMS++
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5

6

7

付 録

欄 の 識 別

二 要 素 結 合 体 の 基 準

研 究 実 施 方 法

プ ロ ジ ェク トの 背 景

イ ン タ ー フ ェ イ ス 書 類

委 員 会 用 の 草 案

参 加 者 リス ト
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付 録 1

欄 の 識 別

メ ソセ ー ジを伝 送 す るに 当 り考慮 しなけ れ ば な らない問題 は、 デ ー タ を書類

上の位 置 に よって、 あ るいは 、 あ る種 の 識 別 記号 に よって判 別 すべ きで あ るか

否 か で あ る。

位置 か らデ ー タ品 目を判 別 す る こ とに賛 成 の論 議 が あ る。

デ ータ伝 達 の た め に イ ンプ ソ トを準 備 す る こ とは、 何 ら新 規 シス テ ムの 学 習

を必要 とす る もの では な いが 、 既存 の 書 類 とは密 接 に関連 す る こ とに な り、 従

って、 ア ウ トプ ッ トも受 信 入 に よって 直 ち に判別 され るこ とに なろ う。 ま た、

テ レ ソク スは写 真 複 製 に 適 した ア ウ トプ ソ トをつ くるで あろ う。

JLCDマ ス ター に レイア ウ トを施 す こ とは、 統 一 シ リー ズの使 用 に対 す る

一 層 の刺 激 とな るで あ ろ う。

デ ー タ品 目の た めの識 別 記 号 を開発 した り、 あ るいは、 この記号 を送 る こ と

に よって伝 送 に負担 をかけ る必 要 は な い で あ ろ う。

ま た、 書 類 の レイア ウ トをVDUス ク リー ンに写 し取 る こ とが 可 能 で あ ろ う

か ら逐 次 的伝送 の た めの コ ン ピ ュー タに メ ッセ ー ジを イン プ ッ トす る手 段 と し

て将 来 用 い られ るVDUへ の切 換 も.容易 に な るで あ ろ う。

一 方 、 この 方法 で書類 と して の情 報 を伝送 す る試 み は、 あ る種 の問 題 を呈 示

す る こ とにな ろ う。

識別 記 号 を伴 う伝 送 オ ー バ ーヘ ソ ドは あ り得 な い であ ろ うが 、 ペ ー ジの周 囲

にデ ー タ ・ス ペ ー ス を置 く必 要 か ら生 じる大 きな オ ーバ ーヘ ソ ドは あ り得 る で

あろ う。 テ レ ソク ス に よ るテ ス トは、 フ ォ ー マ ン ト化書類 を表 示 す るた め に、

4キ ャ ラク タ識 別 記 号並 び に分 離記 号 、 さ らに各 デ ー タ欄 の終 了 指 示記 号 を用

い て情 報 を送 る よ りも、 約25%以 上 も多 い キ ャ ラク タを伝 送 す る必 要 が あ る

こ とを示 す で あ ろ う。
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このオ ー バ ーヘ ソ ドは ス ペ ー ス を短 縮 す る こ との で き る装 置 で は短 くなる で

あろ う。 デ レ ック スの よ うな連 続 印字 装 置 もデ ー タの 位置 に応 じて 長 くな る で

あ ろ う。

デ ー タ品 目は、 それ が 現 われ る時 は いつ で も単 一 に識別 され る こ とは な い。

常 に特 定 の 関係 書 類 を参 照 しなけ れ ば な らな い。

機械 化 され た シス テ ム では、 位 置 のみ に よ って デ ー タを判 別 す る こ とは、 特

にア ドレス の よ うに数 行 に わ た るデ ータで は容 易 で ない。 この こ とは、 デ ー タ

の 編集 、 再 フ ォー マ ン ト化(マ ニ フ ェス ト作成 の ように)、 そ の一 部 の伝 播 を

各 デ ータ品 目が 直接 かつ単 一 に識 別 され る場 合 よ りも困難 にす るで あ ろ う。

伝 送 中の誤 りの訂 正 は 困難 で あろ う。 す な わ ち、 メ ッセ ー ジ を全 部 再び 伝 送

す るか、 複雑 な行 の位 置%を 必 要 とす る こ とに なろ う。

事 実 、後者 の場 合は 識別 コー ドとな るで あ ろ う。 桁 形式 の デ ータ ・イ ンプ ッ

トで は、 例 えば 書類 の 片 側 の ネ ー ムお よび ア ドレスは 、他 の 側 の異 な る品 目 と

共 に一 行 ご とに記 入 しなけ れ ば な らな いた め に、容 易 で は ない で あ ろ う。

書 類 の模 写 伝 送 に もとつ くシス テ ムは 、書 類 を形 式化 す る傾 向が あ る。 ひ と

た び システ ムが機 械 化 さ れ る と、 書類 を追 加 した り、訂 正 す る こ とは 困難 とな

るで あ ろ う し、 一 切の変 更 も書 類 の全 フ ォー マ ッ トを変 え る必要 が 生 ず る こ と

にな ろ う。

い か な る場 合 に も、 関係 用 紙 の サ イ ズの た め に正 確 に書 類 を コ ピーす る こ と

が 不可 能 な こ と もあ り得 るで あ ろ う。 例 えば 、 テ レ ソク ス用紙 は4Aサ イズ 以

下 で あ って、 これ はJLCDマ ス ター またはECEマ ス ターの必 要 とす る と同

じ数 の キ ャラク タ ーを一行 に納 め る こ とが で き ない。

フ ォー マ ッ ト化 した メ ッセ ー ジに代 る もの と して、 メ ッセ ー ジの フ ォー マ ッ

トが意 味 と無 関係 で しか も各 欄 が 個 々 に識 別 され る ものが あ る。

この よ うな シス テ ムで は各 欄 は それ が 出現 す る時 は い つ で も識 別 記 号 を有 し

て い るの で、 欄 は常 に判 別可 能 であ る。従 って、 フ ォー マ ッ ト化 す るため に は

イ ン プ ソ トもア ウ トプ ッ トも必 要 と しない。 む しろ 自由 で あ り、 別欄 を随 時 メ

114一

■



`

`

●

ソセ ー ジに加 え る こ とが で きる。一 方、 受信 者 が精 巧 な受信 装 置 を所 有 して い .

るな らば 、 ア ウ トプ ッ トの フ ォー マ ン ト化 の可 能性 は失 われ て い な い。

実 際 に、EDPシ ス テ ムに よる メ ソセ ー ジの操 作 は、各 欄が 自力 で検査 す る

こ とが で き るだ ろ うか ら、 さ らに促進 され る ことに な ろ う。 す な わ ち、 これ は

伝 送 中 の誤 りを点検 す る場 合 も促進 され る こ とに な ろ う。

本 シス テ ムは欄 識 別 記 号 が存在 す るため、 伝送 に 固定 オ ーバ ーヘ ソ ドを強要

す る もの で あ るが、 ス ペ ースの 伝送 は あ り得 ない だ ろ う し、 この オ ーバ ーヘ ソ

ドも実 際 面 では最 低 限 に抑 え られ るで あろ う。

同様 の シス テ ムが メ ッセー ジの デ ー タ品 目を識 別 す るため に 、IATAで す

でに 用い て い る。

この方 法 に は欠 点 が あ る。 ア ウ トプ ッ トは新 しい コーデ ィ ング ・シス テ ムが

学 習 され 、 操作 員 が 使 用中の 操 作 キ ャ ラク ターに精 通 す る まで は読 取 りで きな

いo

この ア ウ トプ ソ トは フ ォー マ ッ ト化 した書 類ほ どは容 易 に 読取 られ ない こ と

もあ る。 特 に デ ー タ品 目を取 囲 む コー ドや操 作 キ ャ ラク タ ーで満 た され る よ う

な短 いデ ー タ品 目の場 合 に この こ とが い え よ う。 いず れの場 合 に しろ、求 め る

特 定 の欄 は、 そ の識 別 記 号 を参 照 す る こ とに よって 得 られ るは ず で あ り、 ペ ー

ジの一 覧 では 最 早十 分 とは 言 え な いで あ ろ う○

この短 い デ ー タ品 目は そ の識 別 記号 に原 因 す る不 均衡 の伝 送 オ ーバ ー ヘ ッ ド

を伴 うで あ ろ う。

逐次 的 に示 され る識 別欄 シス テ ムは既 存 の協定 標 準 書類 とは 一 切 関係 が ない。

では、 識 別 記号 を用 い る こ との 方が メ ッセ ー ジを フォー マ ン ト化 す る よ りも

勝 る よ うに思 わせ る重要 要 素 とは何 なの噛か。

一識 別 記号 を用 い る こ とが 許 さ れ る よ うな大 型操 作
。

一欄 が 常 に100%の 確 率 を も
って判 別 され る こ と。

一 この 操 作 が生 む 高 い柔 軟性
。

メ ッセ ー ジは 変 化 して行 くもの で あ り、 どん な基 準 に も合 わせ る こ とは 困難
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で あ り、 しば しば、 変 更 す る こ とさえ難 しい。 しか し、 システ ムは変 更 す る

こ とが で き る よ うに考 案 しなけ れ ば な らな い。

一既 存 の書 類 に あ るデ ー タの位 置 は テ レ ソク ス装 置 では正 確 に複製 す る こ とが

で きない、 ま して書 類 自体 の複製 は言 うに及 ば ない とい う事 実 一 す な わ ち

ア ウ トプ ッ トは 白紙 にのみ 記 入 され るで あ ろ うとい う事 実 。

一伝 送 オ ーバ ーヘ ソ ドの短 縮 化
。

●

付 録 2

二 要 素 結 合 体 の 基 準

高 水準 の 装 置 の ユー ザ間 では 大量伝 送 に適 した メソセー ジに第 二 の 結合 体 が

あ って然 るべ きで あ る とす る組 織 の一 部 の意見 が あ る。 本 報告 の本 文 で述 べ た

よ うに、 我 々は これ に対 す る望 み も必要 性 も感 じてい な い。 この主 な論議 は本

付 録 に総 括 して あ る。

高 水準 の 結 合体 に賛 成 す る論議

単一一の 結 合体 シス テ ムは 折衷 シス テ ムで あ って、 これ に よって カバ ーされ る

一 部 の装 置 ユ ーザの必 要 性 が別 の基 準 で十 分満 され る こ と もあ り得 るで あ ろ う
。

か か る ユ ーザは 大概 コ ン ピ ュー タ対 コン ピ ュー タ通 信 を利 用 す る。 す な わ ち

我 々が 開発 した基準 は 人対 人、 人対 コ ン ピ ュー タ通 信 に おけ る主 要 要 素 と して

人 々が必 要 とす る もの で あ る。 しか し、 これ と異 な る基 準 が コ ン ピ ュー タ対 コ

ン ピ ュー タ通信 に とって好 適 とな る こ と もあ る。

非 常 に大 量 に送 られ る メ ッセ ー ジ(特 に エァ ・ウェイビル)が あ る。 評価 尺 度

に よれば 、 伝送 に よる経 済 性 が総 体 的 に価 値 あ る節 約 を生 む とい うこ とが示 さ

、

ト
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`

れ る。 大量 伝 送 の場 合 、 行 の混 乱 が 問題 とな る。 す なわ ち、 メ ソセー ジの 長 さ

の経 済性 が こζ で も重 要 であ る。

伝送 可能 な エァ ・ウェイ ビル の よ うな慣 習 の 存在 す る こ とは事 実 で あ り、 当然

基 準 か ら排 除 され なけ れ ば な らない(但 し、TAWB(伝 送可能なエア ・ウェイ

ビル)は ま だ誰 も実 施 してい な い と了解 して い る)。

`

■

高 水準 結 合 体 に反 対 す る論議

高 水準 結 合 体 に反 対 す る論 議 の 第一 の グル ー プは 、 この 結合 体 に賛 成 す る論

議 の仮 説 の あ る ものは 、 もっ と綿 密 に調 べ れば 無 効 で ある とす る(我 々の み る

限 りでは)も の で あ る。

固定 フォ ー マ ン ト形 式 の メ ッセ ー ジ(伝 送 用 と して特 に考 案 され たECEキ

ー と異 な る もの で も)の 使 用 にお い て長 さ を全 面 的 に短 縮 す る こ とは
、 た とえ

あ った と して も、 ほ とん どわず か で あ る。 一 般 に 欄 コ ー ドの キ ャ ラク タを減

らす こ とが で きる と、 別 の フ ォ ーマ ッ ト ・キ ャ ラ ク タは ふ や す こ とに な る。

我 々は 我 々の所 有 す る エア ・ウェイ ビル をIATA伝 送 形式 お よび(イ ン ター フ

ェース)形 式 に転 換 してみ た。 す なわ ち、400余 の キ ャ ラ ク タ に つ いて 約

6キ ャ ラ ク タ の 相 異 が 見 られ た。積 送 品 が 異 な れ ば、 デ ー タの特 性 に よ って

はい ず れ かの シス テ ムに相異 を生 ず る こ と もあろ う。 しか し、平 均 の 長 さは 大

体 匹 敵 され る もの で あ る。IATAの 基 準 と異 な る場 合 は、(包 括・」・数)を 数

値欄 に用 い る こ と もで き る。 さ らに(ゼ ロお よび ス ペ ースの短 縮 化)も ゼ ロお

よび ス ペ ース の繰 返 しに用 い る こ とが で き る。 上 記 状 況の も とでは、 包 括 化 か

ら来 る節 約 は無 視 す る こ とが で き よ う。 しか し、 ゼ ロの圧縮 化 のみ は、 デ ー タ

の組 合せ と共 に大 い に節 約 を生 む で あ ろ う。 但 し、 メ ソセー ジを作成 す る

CPU時 間 が浪 費 され る とい う欠点 は あ る。

本 問 題 を比 較 的 に簡単 に調 べ て も、 結論 的 に証 明 す るこ とは で き'ない が 、

(濃 縮)メ ソセ ー ジか ら得 られ る純 利得 がほ とん どな い事 実 を我 々は 信 じる こ

とが で き る。
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我 々が問題 とす る第 二 の仮 説 は、 こ こで主 張 す る メ ソセ ー ジの 種類 が 高 水準

装 置 よ りも低 水準装 置 に適 して い る とい うこ とで あ る。 事 実 これ は 最近 では主

要 シス テ ムの デ ー タ組 織 に正 にみ られ る傾 向 に な って来 て い る。 多 分最 も有 名

な並 列 と して は、NATO諸 国 の 軍事 民 間 サ ー ビス部 門 用 と して全 国商 品 デ ー

タ ・バ ンクの ため に 開発 され、 基 本 的 には 同 じ技 術 を 用 い るNATO品 目識 別

ガ イ ド(NIIG)が あ る。

デ ータの 品 目を大 型 シス テ ム に入れ る よ うな広 範 囲 の使 用 とか 、 デ ー タ品 目

が単純 かつ 独立 して い るた め に逐 次 的訂 正 を可能 な ら しめ る ような必 要 性 は、

共 に、 本 提案 で考 慮 す る もの と同 じ類 の制 約 を デ ー タ構 造 に課 す もの で あ る。

第二 の結合 体 に反 対 す る論 議 の 第二 の主 要 グ ル ー プは欠 点 に関 す る もの で あ

る。

なかん つ く、 柔 軟性 の 逸失 が 考 え られ る。欄 コー ドを取去 った欄 を有 す メ ッ

セ ー ジでは、 変 更 す る こ とは難 し く、 完 全 な合意 と完 全 な協調 が 必要 とされ る。

一 般 に、 欄 の識 別 は欄 コー ドに よって解 明 され るので は な く、位 置 か ら潜在 的

に知 らされ る もの であ るか ら、 付 録1の 論 議 が こ こで も当て は ま る。

適 当 に整理 され た メ ソセ ー ジに よらて機械 性能 を最 適化 す る こ とは、 総 体 的

な応 用面 の損 失 を まね くこ とに な る。 例 え ば 、 包括 小数 とい う手 段 は あ る種 の

コン ピュー タ(バ イ ト ・マ シ ー ン)の 構 造 や 形 式 に適 して い る。 従 って、機 械

の故 障 の場 合 、 元 に戻 す こ とは さ らに 困難 とな る。提 案 の基 準 を用 い れば、 特

定 の プ ログ ラ ミング をす る こ とな く、 広 範 囲 にわ た り装 置 に よって 受信 メ ッセ

ー ジ を翻 訳 し印字 す る こ とが で きる。 しか し欄 コー ドの排 除 、小 数 の 包括 化 、

ゼ ロ圧 縮 化 を行 う場合 は、 手動 的処理 を行 うこ とが で きる よ うにデ ー タを解 く

ため の特 殊 プ ログ ラムが 必 要 とされ る。

第 二 の結 合 体が 開発 され る と 一 一定 数 の メ ッセ ー ジに 限 らな くて も 一 本

報告 の提 案 に具体 化 され た基 本 的規 則 の 多 くが 破 られ る こ とにな ろ う。 明 らか

に、 これ らの 規則 は単 に手 段 で あって 目的 では ないが 、 我 々は例 外 の あ る規 則

か ら始 め る ことは統 一基 準 を導 くここ ろみ を損 うの では な いか と考 えて い る。
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しか も、 この 公式 化 され た規 則 は デ ー タ交換 の基 本 的必要性 を反 映 し、 さ らに、

高水 準 の結 合 体 の 潜在 的 ユ ーザ に も同様 に適 用 され る。

θ

●

結 論

本 プ ロ ジ ェ ク トが許 す一 定 の時 間 的尺 度 内 で我 々が調べ た ところ では 、 この

基 準 の枠 内 で第 二 の結 合 体 を用 い る欠点 は 十 分考 え られ て も、利 点 は疑 わ しい

とい うこ とで あ った。

幸 に、 この利 点 は特 に技 術 的 効 率 に関 連 してい るの で、 これ を経 験 的 にテ ス

トす る こ とが で き る。 利 点 が本 当 な らば 、 問 題 は再 び元 に戻 さ れ、 原 則 に対 す

る他 の技 術 的利 点 を決 定 す る こ とが必 要 とな ろ う。

高 度 の装 置 ユ ーザ の間 で コ ン ピ ュー タ対 コ ン ピュータ通 信 用 の第 二 結 合 体 を

開発 す る こ とが 究局 的 に望 ま しい と考 え られ る場 合 は、我 々は イ ン ター フ ェー

ス基 準 との一 致 性 は保 ち なが ら、 そ の基 準 の 枠外 で開発 が な され るべ き こ とを

強調 す る もの で あ る。 こ うす る ことに よ って 、一 般基 準 に対 して 高 水準 結 合 体

が示 す破 壊 作 用 が減 じ られ るで あ ろ う。

付 録 3

●

研 究実 施 方 法

委 員 会 が 本 研究 の主要 部 分 を構成 した。 この委 員会 は各 メンノミー に送 られ た

質 問 書(付 録6参 照)に 対 す る書面 に よる回 答 と、国 際貿 易書 類 の作 成 例 に も

とつ く情 報 を提 供 し、 この コ レク シ ョンは 他 の 方面 か らも寄 せ られ た情 報 に よ

って増 大 し、 最終 的 に は数 百 とい う取 引例 が 集 め られ た。委 員 会 は 、 同 じ く終

日の討 議 の 結果 派 生 した問 題 に対 して 一般 的 な背 景 を与え た○ 報 告書 の草 案 の

段階 で、 委 員会 は研 究 に よる推奨 をSITPRO(国 際貿 易手 続 簡 素 化委 員会)

宛 の最 終 報告 書 の準 備 に先 立 ち調査 ・質 問 す る ことが で き る よ うに再 び会 合 を
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も った。 この 最終 会 議 で委 員会 は 主張 され た主 要 推奨 に強 い同 意 を示 した。

情 報 の収 集 は既 存 または 計画 中の コン ピ ュー タ類 や機械 化 デ ー タ通 信 システ

ムの ユー ザ を特 に参 照 しなが ら多数 の担 当員 を訪 問 して行 われ た。 同時 に書 面

に よる情 報、 特 に国 際貿 易手 続 に関 す るECE(欧 州 経済 委 員 会)の 実 行委 員

の仕事 に関 す る情 報 な ど、可 能 なか ぎ り広 い分 野 か ら収集 され た。

本研 究 の 主 な仕 事 は、 主 要 関係 書類 、 す な わ ちJLCDシ リーズ、ECEレ

イ ア ウ ト ・キ ー、 エァ ・ウェイビル に集 中 した。 また、 問 題 の もつ必要 条 件 やす

べ て の 関係 担 当員 の個 々の観 点 と合致 す る様 な提 案 を作 成 す る試 み が な され た。

〔注〕 委 員の構 成

委 員 に対 す る招待 はSITPROお よびNCCの 両 方 か ら出 され た。

NCCは すべ て の関係 メ ンバ ー を招待 し、 この 招待 は ほ とん ど予 定 を超過

した 。STPROは 担 当 員 が平 均 に代 表 で き る よ うに、 そ の他 の組 織 に も

出席 を依 頼 した。 各委 員 はY3対%の 比 率 のSITPROお よびNCC招 待

者 で構 成 され た。 参 加者 の総 数 は 委員 の数 、 開催 日時 、 会 合 に責 任 を もっ

てい る者 の数 に よって決 定 され た。

令

▲

付 録 4

本 研 究 の背 景

ADPBお よび コーデ ィン グに関 す るSITPRO実 行 グル ー プが 、 最終 的

な イ ンター フ ェース ・プ ロ ジ ェク トの 元 に な る最初 の 思考 を開 始 したの は

1971年 の3月 で あ った。

情 報 シス テ ム ー 特 に書 類 シス テ ム ー が十 分迅 速 な変化 を とげ て い ない に

もか か わ らず 、国 際貿 易 は物 品 の 物理 的動 き とみ な され る よ うな変 化 に向 って

お きた こ とは 明 白 な る事 実 で あ った。 では 、 コ ン ピ ュー タの 威 力 に よって情 報

問 題 を緩 和 す る こ とが で き るだ ろ うか。
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取 扱情 報 を公 式化 し、 加 名著 が そ れぞ れ 同一 の処 理 シス テ ム を所 有 す る必要 も

な く、 加名 者 間 で"情 報 パ ッケ ー ジ"を 送 る ことが で きる簡単 な規 則 を設け る

とい う点 で、 このtt情 報 パ ッケ ー ジ"が 検 討 され た。

実 行 グル ー プの2人 の メンバ ーが本 討 議 用の 論文 を用意 す る こ とに同 意 した。

この 論 文 は1971年6月 に実 行 グル ー プに よって討議 され、 そ の 内容 に多数

の賛 成 を得 た。 この考 え を(他 の 考 え と共 に)広 く大 衆 に披歴 す る こ とに決 ま

った。 この決 定が な され た のは1971年10月 の一週 末 で あ った。 そ の週 末

にお け る参 加 者 の全 般 的 な意 見 は 、 この よ うな プ ロ ジ ェク トはSITPROに

よって 強 い優 先権 が 与 え られ るべ きで あ る とい うこ とで あ った。

同 じ月 の後 日に 開催 され たSITPRO実 行 グル ー プの 会 合 で は、 前 記週 末

に決 め られ た総 意 を具 体化 しなが ら、 オ リジナル論 文 に もとづ き、 最 終 論文 を

作 成 す るた めの小 委 員会 が設 け られ た。 この時 、ECEは 当件 に 関す る

SITPROの 関 心 とそ の重 要性 につ いて知 った。

最終 論 文(下 記 参 照)が1972年3月 に実 行 グ ル ープに提 出 され 承 認 され

た。NCCを1972年6月 のSITPRO会 議 に 招待 して、 プ ロ ジ ェク トの

実施 方 法 につ い て発 表せ しめ る こ とが 決 め られ た。1972年 の6月 か ら9月

の 間 にNCCプ ロジ ェク ト・チ ー ム と協 力 す る上級 システ ム ・エ ンジ ニ ヤを

IBMか ら提 供(teよ びSITPROの 努 力)さ れ た こ とに よって研 究 の手 は

ず が ととの え られ た。

本 研 究 は1972年9月1日 か ら開 始 され た。

●

メ
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付 録 5

ttINTERFACE"プ ロ ジ ェ ク ト ー 自 動 商 取 引 の

た め の 国 際 規 格 フ ォ ー マ ン トの 開 発
、

1.概 念

1.1SITPROの 参 考条 件 はCt特 に コ ン ピ ュー タや デ ー タ ・リンクの広 い

使用 とい う観 点 か ら国 際貿 易 にお け る書 類 作 成 に つ いて研 究 す る こ と、 貿

易 の流 れ をさ らに効率 的 にす るた め の推奨 をす る こ と"な どを要求 す る も

の で あ る。 この基 準 条 件 か ら生 じる義 務 に は、 研究 的 また は政 治 的長期 活

動 や、 短 勤 間 に実 現 され る よ うな恩 恵 を もた らす特 定 の実 際活 動 が 含 まれ

る。

1.2長 期 活動 には、 今 日にお け る必 要 性 並び に設 備 か らみ た国 際 貿易 の種 々

担 当員 の 役割 と関係 に対す る基 本 的 考 察 の よ うな仕 事 も含 まれ る。 この よ

うな考 察 は、 そ れぞ れ の役 割 や 関係 を新 た に規 定 し、 国 際 的規模 で それ ら

を実 行 す るた めの 一切 の提 案 に先 行 す る もの とな ろ う。

L3本 論 文 は、 性 格 的 には本 来 長期 に わ た る もの で あ るが、 そ の実 現 に 向 っ

ては急 速 な実 用 手段 を提 案 す る よ うな類 の プ ロジ ェク トにつ い て も検 討す

る もの で ある。 この プ ロジ ェク トに は、 国際 貿 易 の参 加者 の 間 の取 引 デ ー

タの伝 送 を促 進 す るため の基 準 の 開発 が 含 まれ る。 この基 準 を広 く認 め さ

せ る こ とは 、国 際 貿易 の過 程 で何 らかの 形 で 関係 す るすべ て の シス テ ム計

画 者 を して、 他 の 組織 の シス テ ムへ経 済 的 にデ ー タを送 った り送 られ た り

す る こ とが で き る各 々 自身 の組 織 の た め の情 報 シス テ ムを考 案せ しめ る こ

とに なろ う。

1.4シ ステ ム間の デ ー タの伝 送 は一 般 に技 術 的性 格 とい う よ りは む しろ政 治

的性 格 の特 殊 な困難 を伴 う。 この 目的 の ため に基 準 を公 式 化 す る こ とは、

当 事者 すべ て が 自己 の シス テ ム を考 案 す る こ とが で き るため に、 あ る種 の

一122一

吟

〉



`

制 約 に 同意 なけ れば な らな い こ とを意 味 す る。 コ ー ド構 造 の み で は十 分 と

は言 え な い。 そ の 目的は 、下 記 に 関 す る包括 的特 定様 式 の 出版 お よび全 般
●

的理 解 で なけれ ば な らない 。

(a)国 際 貿 易 の取 引 の過 程 で参 加 者 間 で正 式 に伝 達 され る情 報 〈 エ レ メ ン

ト〉 の語 彙、 す なわ ち、 シ ソパ ーの 名称 と住 所、船 積 港 、 マー ク と数

そ の他 。

㈲ 各 情 報 エ レ メ ン トの フ ォーマ ン トに関 す る定義 され た基 準、 す な わ ち

固 定 長 ま たは 変動 長 、 ア ル ファベ ン ト/数 字 な ど。

(c)(b)項 に規 定 され た制 限 内 で各 エ レ メ ン トの 内容 と対応 す る基 準 、 例 え

ば 、 自由形 式 、標 準 技 術用 語 、標 準 略 語 、標 準 コーデ ィ ング な ど。 本 項

には 確 定 した関係 シス テ ムが採 用 さ れ る限 り、 弔い うるべ き現 実 の 略語

ま たは コー ドの 規定 も含 まれ る。

(d)メ ソセー ジを形式 す る エ レメ ン トの有 効 な組 合せ を限 定 す る と共 に、

参 加 著 聞 に おけ る通 信 に用 い られ る"メ ッセ ー ジの種 類"の カ タ ログ。

大 概 の〈 メ ソセ ー ジ〉 は通 常 の書 類 シス テ ム、 例え ば、 イ ン ボ イス、

B/L・ な ど と対 応 す る。

(e)メ ソセ ー ジ内 の エ レ メ ン ト判 別 手 段 、例 えば 、標 準 フ ォー マ ン ト内の

関 係位 置 とか 各 エ レ メ ン トを伴 うコー ド化 した識別 記号 な ど。

倒 個 々の媒 体 におけ るデ ータ を記 録 す るた め の技術 的基 準 、 例 え ば、 磁

気 テ ー プ、 パ ンチ ・カ ー ド、 テ レ ックス な ど。

一 つ の シス テ ム で記 録 され た情報 が 他 の シス テ ムに よって正 確 に翻 訳 され

るのは 、 この種 の 枠組 の中 で のみ 確実 に な るの で あ る。

4 2.通 信 基準 の利 点 とそ れ に よ る障 害

2.1こ の 方 法 に よ り公式 化 され た基 準 の承 認 と広 範 囲に わ た る採 用 とは 、 著

る しい利 点 を もた らす こ とが示 され る。 す なわ ち、

(a)相 互 に情 報 を転送 す る こ とは組 織 に大 き な負担 をかけ る もの で あ る。
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それは余 りに も費用のがさむ通信 であ って実際的でな く、受信内容 を通

信基準 に同化可能な形態に変換 し、 また発信内容 を迅速 に発信す る用意
■

が 出来 る こ となの で あ る。 この こ とは一般 にみ うけ られ る こ とで あ り、

特 にADP応 用 面 では そ うで あ る。 迅速 に受 信 され 、 ま た、 発信 され る

た め の情 報 を扱 う費 用 が軽 減 さ れ る こ とは有 益 で あろ う。 この利 益 は 直

接 経 済 的 に も得 られ 、 あ る'ハは経 済 的 に交 換 す る ことの で き る情 報 の 量

を拡 大 して い くこ とに よ って も(こ れ は時 には か っ好 の代 替 手段 とな る

こ と もあ る)得 られ る。

(b)未 だ未 熟 な環境 に あ る経 済 的 につ りあわ ないADP技 術 の応 用 が、 一

つ の通 信基 準 を第三 者 との通 信 の すべ て に適 用 す る こ とが で き る と担 当

員 が確 信 して い る場 合 には実 行 可 能 とな る こ と もあ る。

(c)増 大 す る システ ム訓 練 の必 要 性 は デ ー タ処 理 の 分野 で広 く認 め られ て

来 て い る。 この よ うな訓練 を課 す こ とが基 準 の枠組 内 に入 れ られ るな ら

ば 、 関係 者 に と ってほ とん ど苦 痛 とは な らな い。基 準 が なけ れば 訓練 は

当事 者 の間 で不 当 に課 せ られ る よ うにな り、 結 局 、企 業 的 に強大 な もの

とか 、ADP技 術 を最 初 に 用い た もの に よって牛 耳 られ る ことに な る。

基 準 を開発 す る こ とに よって 多 くの 人 々は 訓練 とい う枠 組 に影 響 され る

よ うな機 会 を与 え られ るの で あ る。

2.2一 つ の組 織 間基 準 を立 案 す る こ とは 特 定 の組織 内((k・ け る専 用 の た め に

立 案 す る場 合 に は現 わ れ ない よ うな困難 が生 じる。 目的面 か ら必要 性 を制

限 す る ため の機 械類 が不 足 してい る上 、 この必 要性 が 関係 当事 者 の競 合 的

立場 に影 響 す る こ と もあ るた め、 この相 対立 す る必 要性 を満 足 せ しめ る こ

とは さ らに難 しい。 また、 訓 練 は一 般 に強制 す る こ とが で きな い上 、 これ

に代 って刺 激 を与 え る もの を見 出 さなけ れ ば な らな いた め に、 基 準 を導 入

す る こ とはな お難 しい。我 々 の提 案 を関連 す る他 の活 動 、 す な わ ち、基 準

を ユ ーザ の各種 必 要性 に応 答せ しめ る よ うな維 持 方 法の 確 立 、宣 伝 、 教 育

な どの 活動 も新 た な困難 を呈 示 してい る。

2.3特 にBSI(英 国 規格 協 会)やIATAの よ うな組織 では 勿 論 、基 準 の
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し

導入 に つ いて 多 くの経 験 を有 して い る。 しか し、 個 々の 当事 者 の間 で交換

され る情 報 面 で実 際 に経 験 され る範 囲 が 著 る し く限定 され るこ とは 多 分 あ

り得 る。 一 般 に これ は概 念が 非 常 に広 大 で あ るた め、 我 々の現行 の 組織 化

能 力 を圧 倒 す る傾 向 を もつ た めで あ る。 同時 に、 我 々は必要 性 が非 常 に大

きいた め、 小規 模 の 方法 か ら開始 して行 く必 要 が あ る と主張 す る もの で あ

る。

2.4こ の こ とを念 頭 に お い て、 我 々はSITPROが 長期 プ ロジ ェク トと矛

盾 しない で、 前記 組 織 的政 治 的問題 を解 決 す るた め に一 定 の規模 で取 組 み

さ らに、 賛 成 者 に は実 際 上 の経 験 を与 え 、疑 問者 には実 例 を もって示 す こ

との で き るパ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェク トを開 始 すべ き で ある と提 案 す る もの

で あ る。

'

d

5.提 案 の パ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェク ト

3、1適 当 な パ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェク トを選 ぶ こ とは おの ず か ら困難 な仕 事 で

ある。 我 々の 用い た 規準 は 、

㈲ 本 プ ロ ジ ェク トは特 定 の期 間 内 に承 認 され る"最 終 結 果"を 生 む こ と

が で き なけ れ ば な らな い。 す なわ ち、 我 々は 現在 の 段階 では質 的 な面 か

ら本 問題 に つい て述 べ る よ うな報告 に ま で導 く"研 究"に 着手 す る こ と

は危 険 であ る と考 え る もの で あ る。 我 々は"結 果"が この分野 におけ る

他 の 仕事 に も強 い 影響 を及ぼ す こ とが で き る よ うに十 分早期 に国 際 的 フ

ォー ラム(場)に お・い て も利 用さ れ る こ とを願 ってい るため、6ケ 月 の

経過 期 間 を適正 な 時 間的 尺 度 とみ な す もの で あ る。 この影 響 が なけ れ ば

我 々は 個 々の 課 題 に おけ る断 片 的 な仕 事 が総 体 の 目的達 成 に寄 与 す る と

い う よ りは む しろ失 敗 に終 らせ る こ と もあ り得 る とい う危 険 を感 じる も

の で あ る。

(b)本 プ ロ ジ ェク トはSITPROの 管 理 外 に ある活 動機 関 と相 互 に依 存

す る こ とな しに 、 そ れ 自 身 の 力 で 利 益 を 導 くこ と が で き な け れ ば
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な らな い。

(c)本'プ ロ ジ ェク トに関 す る決 定 的 な条 件が 国 内用 の もの で なけ れば な ら

ない と して も、 そ の結果 は国 際 的発 展 の過 程 で可 能 でなけ れ ば な らな い。

同様 に、 プ ロ ジ ェク トが 他 の方 法 に て処理 可 能 な規 模 にま で制 限 さ れ る

場合 は、 プ ロ ジ ェク トの 逐 次 的 な発 展 が 可能 でなけ れば な らない。

(d)本 プ ロジ ェク トは この種 の基 準の 開発 で克服 せ しめ られ る問題 の 中か

ら代 表 的 な もの を選 択 し、 そ の解 決 に関 す る経験 を披歴 すべ きで あ る。

3.2他 の数 多 くの もの を検 討 した結果 、 我 々は これ らの規 準 にほ ぼ合 致 す る

プ ロジ ェク トとは、 本 論 文 の1.4項 で規 定 され た特 性 の多 くを具 体化 し、

で きればIATAエ ァ ・ウェイ ビル と共 に、JLCD統 一 シ リーズ か ら選 別

され た書 類 の み にそ の 範 囲 を限定 され た模 範 的基 準 を開発 す る こ とで あ る

と結 論 した。

3.3特 に上記 を も とに した手 続 の利 点 は

(a)仕 事 が 明 白 に規 定 され 、 疑 う余地 の ない よ うな限度 に まで、 直 ちに 限

定 され る。

(b)統 一 シ リーズ はお のず か ら十 分 に周知 で かな り広 く用 い られ、 かつ 正

式 に承 認 され てい る点 で 確 固た る根 拠 と、 広 範 囲 に わた る シス テ ム 分析

の 結果 を与え る もの で あ る。

(c)シ リーズ に よ る書 類 は 、 よ り包括 的 な基 準 の 開発 に 当 って大 規 模 に遭

遇 す る問題 か ら代 表 的 な もの を選 択 せ しめ るの に十 分 な 多種類 の メ ッセ

ー ジや担 当 員間 の 関係 を盛 り込ん でい る。

3.4我 々 は提 案 の パ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェク トの た めの 参考 条 件 の草 案 を 作成

した。 これ は"参 考1"に 添 付 して あ る。 我 々は この仕 事 が グル ー プCま

た は委 員会 の 他 の者 に よって実 行 され る こ とは な い上 、 約36人 週 の フ ル

タイムの 労 力 も必 要 とされ るで あろ う と結論 せ ざ る を得 な い。 これ を提 案

の6ケ 月 とい う時 間 内 に達 成 す る場 合は 、2人 の 適正 な有 資格 シス テ ム係

員 を一 組 とす るチ ー ム をつ くる必 要 が あ る。 この 目的 の ため に通 常 の商 業
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料金 ベ ー ス で コ ンサ ル タン トを雇 うな らば、 約12,000ポ ン ドの 費用 が

かか る。

3.5我 々はSITPROを して、理 想 的 に は 予想 受益者 か らの 財政 的 援 助 に

よって この パ イ ロ ソ ト ・プ ロジ ェク トの 仕事 を促進せ しめ る こ とが 賢 明 で

ある と考 え て い る。 かか る プ ロジ ェク トがSITPRO会 議 の 目的 に合 致

してい る とい う我 々 の主 張 を支持 す る で あ ろ うと考え られ るオ リジ ナル の

SITPRO報 告 書 か らの抜 粋 が"参 考2"に 添付 して あ る。

μ

4.結 論

4.1我 々は 国 際 貿易 の シス テ ム と手続 に 用 い る イ ンター フ ェイス 言 語 の概 念

を支 持 す る グル ー プCの 再 確認 を求 め る もの で ある。 特 に、 我 々は

SITPRO会 議 に対 し前 記 パ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェク トを開始 す る よ うグ

ル ー プCに 働 きか け て い る。 このパ イ ロ ッ ト・プ ロジ ェク トの 最 も現 実 的

な結果 は 、 さ らに一 層 開発 的 な仕 事 が な け れば 多分実 用 に適 さ な いが 、 し

か し、 直 ちに用 い る と とが で き、 かつ 、 抽 象 的論議 に よって得 られ る よ り

もむ しろ 個 々の ユ ー ザか ら確実 、 かつ 、 建 設 的 な応 答 を総 体 的 に呼 び お こ

す よ うな エ レメ ン トを有 す模範 的基 準 とな る。

4、2さ らにSITPROは これ まで の経 験 か ら下 記 に関 して結 論 を下 すべ き

で あ る と考 え る。

(a)国 際 的 に承 認 され た イ ンター フ ェイ ス言 語 を確 立 ・維 持 す る仕事 の規

模 を評価 す る こ と。

㈲ 国 の 内外 におけ る他 の組 織 に割 当 て た り採 用され た りす る処理 可能 で

独立 した 副次 的仕 事 を規 定 す る こ と。

(c)工 業 、商 業、 政 府 か ら適宜 に支 持 を得 る の に必 要 な 方法 を定 め る こ と。

(d)長 期 的必 要性 に関 す るパ イ ロ ソ ト ・プ ロジ ェク トの結 果 を評価 し、 結

論 の面 か ら概念 的 規 定 を検 討 す る こ と。:・
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MLJ.パ ー ト ン

J、M.コ ナ ー

D.マ ッ コ ー ル

W.H.ス ト ー ク ス

1972年2月23日

↓

A

参 考1

(1∵{{ilii三1三三i罐:巖=二∴1り

L本 課 題 の 目的 は前記 論 文 の1.4項 に記 載 され た技 術 様 式 の形 と内容 を説 明

した模 範 的基 準 を作 成 す る こ とに あ る。 さ らに、 本課 題 に と り くむ ものは 、

各 自の仕 事 を達 成 す るに 当 って 遭遇 す る困難 につ いて 、 包括 的 基準 の逐次 的

な開 発 との 関連 で検 討 され るか否 か を報告 し、 さ らにで き る限 りこの問題 に

対 す る解 決 策 を提 案 す る こ とを必 要 とされ る。 本 課題 は6ケ 月 とい う期 間 内

に完 成 しなけ れ ば な らない。

2.手 続 は 次 の方 法 で行 うべ き で ある。

2.1JLCD統 一 シ リー ズの 書類 を検 討 し、模 範 的基 準 を開 発 す る上 で考

慮 すべ き書 類 を シ リー ズ の書類 か ら選 び 、SITPROの 承 認 を得 る こ

と。 この選 ば れ た書 類 は本 課題 の あ らか じめ規定 され た尺 度 に よって 限

定 され なけ れば な らない が、 この 限度 内で は、 で きる限 り広 範 囲 の種 類

の取 引 や書類 作成 人/受 取 人が 記 載 され るべ き で ある。

2.21ATAエ ァ ・ウェイビル が この選 択書 類 に 加 え られ る か ど うか を検 討

す る こ と。
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2.3推 奨 され た貿 易 関 連 団体k・ よび(ま たは)独 立機 関 を選 び、 これ らが

模 範 的基 準 と合致 す る必要 条 件 を有 す よ う理 論 的 に利 用 で き る もの で あ

る こ とをSITPROに 認 め させ る よ う提 案 す る こと。 この 範 囲 は 本課

題 の あ らか じめ規 定 され た 尺度 に よって 限定 さ れなけ れ ば な らな い が、

調査 に実 際の 方針 を.与え、 問題 の 代 表 的 な面 を示 す ため に は、選 択 す る

必要 が あ ろ う。 この選 択 は 本課 題 の 手 続 としてSITPROと 共 に検 討

す る こ と もでき る。

2,4メ ッセ ー ジの種 類 の カ タ ログ と して 、2.1項 お よび2.2項 で選 ば れ た

取 扱 書 類 お よび デ ー タ ・エ レメ ン トの 解説 の た めのベ ース と して そ の書

類 に記 録 され た 各種情 報 は 、前 記論 文 の1.4項 に定 義 され た技 術様 式 の

(a順 か ら{f順 の それ ぞ れ の 例 を構 成 す る こ とに な る。 これ らの 例 は 、 で

きる 限 り、完 全 であ るべ きで ある が 、 不完 全 で も、 さ らに時 間 が 許 さ れ

れ ば 採 用 され た はず の 表 現 方法 もは っ き りと示 すべ き であ る。

2.52.3項 で選 ば れ た当 事 者 間 の各 種 通 信 に対 す る基 準 の 適 用 をサ ン プル

・デ ー タに よって 説 明す る こ と。

3.本 課 題 は、 個 々の 点 に対 して技 術 的 に優 れ た解 決 を計 る とい うよ りは む'し

ろ一 定 の時 間 的 尺度 に よって あ らゆ る面 か ら提 案 を行 うとい う必 要 性 を考慮

しなが ら取 組 む べ き もの で あ る。 この 仕 事 を実行 す る ものは 、制 限 に よって

生 じる提 案 の欠 陥 に注意 を むけ る こ とが 必 要 とされ る。 さ らに 、 この実 行 者

はSITPROの ため にそ れ らの 仕事 の 過 程 で収 集 した有 益 な情 報 を総 括 し、

コーデ ィ ング小 グル ー プに よる調査 に適 す る研究 か ら生 じた あ らゆ る デ ー タ

エ レ メ ン トに特 に注意 を向 け る こ とが 必 要 とされ る。

参 考2

1970年 のSITPROの 報 告 書 か らの抜 粋

3.30統 一 書 類 の使 用が どの程 度 まで拡 張 され るi>1の 問題 は、 我 々の質 問 の 要
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件 で あ る。

3.34我 々は書 類 とADPと の間 の開発 関 係 に大 いに重 きを置 くもの で あ る。

イ ンプ ッ トと印字 の 双方 の た めの 基準 書 類 は、 貿 易手 続 に対 す るADP技

術 の応 用 を成 功せ しめ る上 で不可 欠 の もの で あ り、ECEレ イ ア ウ トも広

く用 い られ て い るため、 組 織 に よって は 自己の コン ピ ュー タ をそ れ に合 わ

せ て プ ログ ラ ミン グ して い る もの もあ る。 我 々は 長い 目でみ て、 これ が 貿

易情 報 を記 録 、使 用 す る上 で最 も安 価 で便 利 な方法 か、 あ るい は、ADP

設 備 の 最 良の 使用 方 法 で あ るかは疑 問 に思 う。

3.35書 類 に記 載 され た情 報 か らエ レク トロニ ソク ス手段 に よって処理 され る

情 報 に至 るま での現 在 の変 遷段 階 にお い て、 多 くの組 織 や国 々 はADPの

応 用 にほ ん の わず か取組 み 始 め た と ころ で あ る。 マル チ ユ ーザ ・コン ピュ

ー タは1970年 の半 ば ま では 、 国際 貿易 施設 で晋 通 に 用い られ て はい な

か った よ うで あ り、 ただECEレ イア ウ ト ・キ ーに統一 され た書 類 の使 用

のみ が 有効 に継続 され てい る。 実 際 に、 世 界 中 でECE統 一 書 類 を広 く効

果 的 に用 い る ことは、過 程 にお い て 自然 に希望 され る もの のみ な らず、 均

'
一書 類 化 は高 度 の シス テ ムに向 って進 歩 す る ための共 通 の ベ ース を与 え る

で あ ろ うか ら、 歓迎 ・推奨 すべ き こ とで あ る。

13.54ECEお よびJLCDレ イア ウ トの 開発 に よって、 すべ て の書 類 の標準

レイ ア ウ トの 重要 性 が強 調 さ れ、 我 々 も国 際輸 送 にお け る情 報 の 流 れ に重

要 な統 制 を果 す で あろ うと信 じてい る。 しか し、 航空 、 陸 上、 海上 輸送 人

が矛 盾の ない書 類 やADPの 使 用増 大 を促 進 す る方法 を開 発 す るな らば、

これ らの レイア ウ トも改 正 され る必 要 が あろ うと思 う。

13.56コ ン ピュー タは統一 シ リーズの よ うに、一 つの レイア ウ トの 使 用 に限 る

もの で な く、会 社 の内部 書 類 、 イン ボ イス、 国際 輸送 書 類 におけ る各種 フ

ォー マ ン トを用 い る。従 って、情 報 品 目が 即座 に識 別 され る な らば 、 それ

は十 分価 値 が あ る と言 え よ う。

13.57あ る確実 な解決 方 法 と して、情 報 が基 準 フ ォー マ ン トに よ って 、 ま たは
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望 む な らばく 整理 記 入す る こ と〉 に よって表 示 さ れ る よ うに、 〈ボ ックス〉

にそれ ぞ れ識 別 コ ー ドを割 当 て る こ とが 考 え られ る。 この共 通 識 別 コー ド

は コ ン ピ ュー タ ・イ ン プ ッ トお よび〈 人 的〉 な相 互参 照 の 行為 を助け る こ

とに な ろ う。 さ らに この コー ドは航空 、 鉄 道 、陸 上積 送 品 の伝 票 をは じめ

他 の輸 送 書 類 にま で最終 的 には及 ぶ こ と もあ り得 よ う。 なお 、各 ボ ックス

内 に印字 すべ き文 字 や数 字 の 最少 限の数 に関 す る協定 が得 られ るな らば 、

磁 気 テ ー プま たは紙 テ ープの形 で、 あ るい は デ ー タ ・リンク に よって、 個

個 に開 発 され た コン ご ユ一 夕 ・シス テ ム間 の情 報 に適 した標 準 〈 言 語〉 ま

た は〈 メ ソセ ー ジ ・フ ォー マ ン ト〉 の基 礎 が で きた こ とに なろ う。

13.58例 え ば 印字 の よ うに統 一 シ リーズ や コ ン ピ ュー タ ・ア ウ トプ ッ トの 別 個

の必 要 性 か らさ らに問題 が生 じる こ と もあ る.ま た特 に分 析 や そ の他 の 仕

事 が別 個 のADPシ ス テ ム に よって行 わ れ る場 合 に、 コ ン ピ ュー タ ・イ ン

プ ッ トと してテ ー プ また は パ ノチ ・カー ドを準備 す るた め に統 一 シ リー ズ

な どを用 い る とい う別 の問 題 も生 じる こ とが あ る。 この 点 を満 足 させ るた

め に、LACES計 画 が イ ンプ ッ トを簡 易化 す るた め に特 に案 出 したく 通

関 コーデ ィ ング様式 〉 を用 い てい る こ とは 異味 あ る こ とで あ る。ECEレ

イア ウ ト ・キ ーは特 に コン ≡ユ一 夕 ・イ ン ブ ン トまたは 印字 の た め に案 出

され た もの で は な く、 そ の情 報 を出 現せ しめ る過程 は、ADPの 必 要性 ま

た は輸 送 の 組合 せ に 関 す る開発 に対 して も長期 で最善 の解 決策 を提 供 しな

い こ とが あ り得 る。

13.60英 国 税 関 が そ の公 的形 式 を統 一 す る意 向 を もってい る こ とはECE/

JLCDレ イ ア ウ ト ・キ ー を採 用 す る上 で大 い に助 け とな った 。 或 いは

LACES計 画 を支 持 す る税 関 の主 導権 に つ いて述 べ た。 我 々は 同 じ主 導 .

権 を、 例 え ば 、標 準 形式 の紙 テ ー プ また は磁 気 テ ー プに情 報 を記 録 す る こ

とに よ って、 英国 税 関 や港 湾 当 局が とる な らば 、大 量 の 仕事 や 企 業 的 に一

致 した すべ ての 関心 が 必 要 とされ るで あ ろ うが、 これはJLCDレ イア ウ ト

キ ーの助 け とな ってい るの で、ADPの 進 歩 を刺 激 す るで あ ろ う と考 え
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る も の で あ る 。

付 録 6

イ ン タ ー フ ェ イ ス ・ プ ロ ジ ェ ク ト

4

委員会 メンバ ー用の検討書類

一検 討方法

コヒ.昆一 口 不

一質 問 書

検 討 方 法

1,委 員 はNCC(NationalComputingCentreLimited)の ロ ン ドンお よ

び マ ンチ ェス ター事 務 所 で開催 され る。 この会 議 の場 所 と時 間 は、 当社 の 正

確 な位 置 を示 す地 図(省 略)と 共 に本章 の 終 りに リス トされ て い る。

2,こ の検 討書 類 は第 一 回 目の委 員会 用 と して貴 方 に送付 され てい る。 当 会議

ま で に検 討 され たい。

3.こ の書 類 の 内容 の主 た る ものは 筋 書 きお よび 質 問書 で あ る。 この 目的は 討

議 の き っかけ を与 え、 か つ委 員 に刺 激 を与 え て案 内 す る こ とに あ る。特 に、

筋書 きは状 況 の最終 的 分析 を示 す もの で は ない。

4,第 一 回 目の委 員 会 では 、短 い発表 が筋書 きや質 問書 の検 討 に先 行 す る予定

で あ る。 この段 階 におけ る 目的は主 題 の詳細 な分析 の た め の方 法 を準 備 す る

こ とで ある。 この よ うなく 準 備 〉期 間 が総 体 的 には委 員 会 の 成功 に大 い に貢

献 す る もの で あ る こ とは、 従 来 の プ ロジ ェク トにおげ るNCCの 経 験 か らい

え る こ とで ある。
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5、 第 二 回 目の委 員 会 が 開 催 され る前 の10～14日 間 に参 加 者 は 自己 の組 織

的立場 か ら質 問書 の種 々の 点 を検討 す る必 要 が あ る。我 々は裏 面 に よ る返 事

を この第 二 回 目の委 員 会 に送 る よ うお願 いす る。

6.第 二 回 目の会 合 は専 ら討 議 に当て る予定である。 その時 出 され る 結論 が プ ロ

ジ ニク ト開発 の 仕事 の イ ン プ ソ トに な る。

7.最 終 的委 員会 の 開催 前 に、報 告書 の草 案 が 参加 者 に配付 され 、 そ れ ぞ れ の

必 要性 に合 わせ た解 決 策 が 評価 され る。

8.こ の最 終 委 員会 は専 ら草 案 の検 討 や 、委 員 会 が必 要 と考 え る推 奨 文 の 作成

に当 て る。

背 景

'

現在 一 そ の政 策 的 環境

1.〈 簡 素化 〉 す な わ ち、 貿 易手 続 を合 理 化 ・簡 素化 し基 準 を 開発 す る こ とに

よって国 際 貿易 をさ らに容 易 に行 うとい う概念 に対 して世 界 の関 心 が 最 近 高

ま って来 た。 この傾 向は 多 くの旧式 手 続 が 示 す 高額 の間接 費 を削 減 す る必 要

性 か らのみ な らず、 近 代 の 高速輸 送 に よ って生 じた問題 の急 激 な増 加 か ら も

生 じた。

2.英 国 では 島 国 で あ る こ とに よって この傾 向 が特 に著 る しい。 事 実 、 英 国 内

外 の すべ ての輸 送 は相 互様 式 的 に必 要 とされ る もの であ る。 そ れ 故 、 我 々は

これ らの問 題 を刺激 す る別 の複雑 性 もかか え て い る。

3.]968年 に国 際 貿 易 手続の 簡 素化 の ため の英 国 委員会 が 発 足 した。1970

年 に 現況 お よび その 後 の 方針 につ い て の報 告書 を作 成 した あ と、委 員会 が国

際 貿易 手 続 の 簡 素イヒの 任 に 当 る恒 久 的 なSITPRO会 議 として 設 立 され た。

過 去 ニ ケ年 に わ た り国 際 的 リンク の開 発 お よび 海 外 貿易 の種 々参 加 者 に よ っ

て行 われ た協 同 開発 活動 が主 と して強 調 され た。

4.主 要 国 際 フ ォー ラムは国 連 の欧 州 経 済委 員会 の 後援 に よる国 際 貿易 手 続 の
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ワーキ ング ・パ ーテ ィで あ る6

5.本 グ ルLプ の メ ンバ ーに は欧 州諸 国 の み な らず、 米 国 な ど主 要 貿 易国 も含

まれ て い る。 仕 事 の 方法 は メ ンバ ー国や 組織 に総 合簡 素化 計 画 に適 した特 定

の仕 事 を委 託 し(ま た は)メ ンバ ーに よる寄 与 が 一 定 の形 式 に合 致 す るな ら

ば それ を採 用 す る こ とに あ る。

・6,こ の よ うに〈 イ ンタ ー フ ェイス〉 プ ロジ ェク トはADPお ・よび コーデ ィン

グの有 益性 を拡 大 す る仕事 に キ ー ・ポ ン トをお く もの と してSITPROに

よって始 め られ た。 この論理 に ょ ってECE委 員会 は、 か か る活 動 にADP

お よび コーデ ィ ング ・プ ログ ラ ムにおけ る主 要 な地 位 を与 え た。 さ らに メ ン

バ ーの寄 与 を利 用 す る とい う通 常 の 方針 に もとづ き なが ら、委 員 会 は本 プ ロ

ジ ェク トの成果 を大 い に 関心 を もって 待 ち望ん で い る。

7.こ の よ うに、 国 際貿 易担 当 者 の 間 に問題 を広 く認 識 せ しめ、 か つ、 そ の問

題 に対 して何 か をな さ しめ る のみ な らず、 この 研究 結 果 を受 取 るた めに必 要

層な政 治 的国際 的 枠組 を存在 せ しめ る'もので あ る
。 さ らに、 多 くの 国家 的国 際

的機 関が 示 す よ うな説 明 し難 く、 近 づ き難 い イ メt－ジは別 に して、NCCが

該 担 当者 か らの フ ィー ドバ ック の獲得 に専 ら懸 命 で あ る こ とは他 の分野 か ら

NCCが 学 ん だ結 果 で あ る。 従 って、 本 プ ロジ ェク トの参 加 者 のみ が この重

要 な 分野 におけ る結 果 に影 響 を与 え る真 の機会 を得 てい るの で あるg

現 在 一 そ の技 術 的環 境.,

8.商 品 のほ うが書 類 よ りも迅速 に動 くもの だ と しば しば言 わ れ る。 ζれ は 書

類 手 続 と移 送 の 周 期 が物 品 の それ よ りも長 くか か る とい うこ とを実 に速 記

的 な文 句 に した もの で あ る。 例 えば 、 フ ランス とス ペ イ ンの国 境 セは鉄 道 の

軌 道 が変 わ るが、.書類が 処 理 さ れ る よ りも商 品 のほ うが迅 速 に輸送 され る こ

.とが 普通 であ るが、 鉄 道 軌 道の統 一 は効果 的 な伝達 手 段 と して必 要 で あ る と

長 い間考 え られ て来 た。 しか し、 本 例 の場 合 は、 真 の隣 路 とな⇔ 、てい る書 類

整理 の フ ロンテ ィ・ア ・ケ ース で あ る ことは 明 らか で あ る。
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9,本 問題 の 真髄 は、 書 類 手続 が この 分野 に おけ るほ とん どすべ て の伝 達 の基

礎 にな って い る こ とで あ る。書 類 を迅 速 か つ効 果 的 に作 成 す る シス テ ム(例

えば 、複 写 、 写 真 複製 、JLCD統 一 シ リーズ、 そ の他)は 従 来 か らあづ た

が、 そ の書 類 の情 報 を処 理 す る シス テ ムは な か なか 機械 化 され なか った。 書

類 処 理 の あ る もの は 今 も将 来 も人間 の判 断 を必 要 とす る仕 事 とな って い る。

これ は商 業 的決 定 や 、 問題 とか矛 盾 の処 理 と同 じで あ る。 他 の仕 事 は 、 引渡

書 を渡 した り、 費 用 を計算 した り、 当然 情 報 を伝 送 す る よ うな純 粋 に 日課 的

仕 事 で あ る。 これ らの 仕事 を機 械化 し、 促進 す る こ とに よ って 一 多 分判 断

に関 す る仕 事 に助 力 を与 え る ことに よって 一 輸送 と情 報 の周期 に おけ る正

しい均衡 を回復 し、 費 用 を 削減 す る こ とが で き る。

lo最 も明 白な機 械 化 の 手 段 は 一 本 プ ロジ ニク トが求 め る手段 で あ るが －

ADPk・ よび 電 気 通信 で あ る。 この シス テ ムは すべ て デ ー タの各種 形 式 化 に

と って必要 とさ れ る もの で あ る。 この 方法 が組 織 内 で適 用 され る場 合 は、 指

令 には って デ ー タ を形式 化 ず る こ とは比 較 的 容 易 で あ る。 しか し、 国 際貿 易

の分 野 で我 々は、 組 織 間 ・国家 間 の通 信 に つい て話 る もの で あ る。 この場 合、

指 令 を出 す ものは な く、 基 準 を承 認 す る もの もほ とん ど な く、 しか もADP

システ ム層もほ とん ど存在 しな い。

11ADPま たは 電 気通 信 を用 いた三 つ の既 存 シス テ ムは 説 明 ず るに値 いす る

』もの で あ る
。 第 二 に、 航空会 社 の低 速SI'TA(国 際航空 電気 通信 協 会)の

ネ ソ トワ ーク(テ レ ック ス)9お よび 高速 デ ー タ伝 送 リンク が あげ られ る。 一

般 に これ は大 規 模 なコ ーデ ィ ング ・シズ テ ム を用 い る郵政事 業 め促 進 面 での

み用 い られ て い るが 、 そ れ は情 報 を機械 処 理 す る こ とに よ りむ じろ、三簡素 化

に役 立 つ もの と して用 い られ てい る。第 二 に、ごLACE・Sず な わ ち ピ ー ス

'
ロL空 港 の航 空 会 社、 税 関、'貨物 運 送 人の 間vak・ け る協 同AD・P計 画 が あ る。

この た め に、 メ ソ七 一 ジお よび メ ソセ ー ジ内 の 情 報 エ レメ ン・ド用匠 開発 した

特 別 フ ォー マ ン トが あ る。'第三π び 国 内お よび 国外 におけ る占 ジデ ナ業 者 の

仕 事 を リンクす るた め に 用 い る シス テ ムが あ る。 この シス テ ムは じば しば リ
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ンク全体 にわ た って色 々な点 を カバ ーす るが、 互 に矛盾 しない よ うな仕 組 に

な って い'るわけ では ない。

12.こ の よ うに一 定 の 輸送 人 ま たは あ る一定 の場 所 で協 力 す る各種 担 当 者 の よ

うな多種 多様 の 独 立集 団 とか 、 一定 の ル ー トに おけ る単 一 操 作員 な どに よる

シス テ ムの統 合 が あ る。 これ は すべ て有 益 で あ るが 、 そ の ま ま では 矛盾 す る

と ころが あ る。

13.現 在 使 用 中 の各 種 媒 体 も、 い ろん な キ ャ ラク タ ・コー ドや フォ ーマ ッ トを

用 いて い るた め、 あ る程 度 の不 一致 を示 してい る。 二 、三 の例 外 は あ るが、

転 換装 置 を媒体 間 の デ ー タ転 送 に用 い る こ とが で きるた め、 この不 一致 は 余

り大 きな問題 とは な らない。 情 報 をエ レメ ン トとメ ッセ ー ジの 段階 で示 す 方

法 におけ る不一 致 は さ らに深 刻 で あ る。 人 々は しば しば情 報 の 背 後 に あ る意

味 につ い て参 照 す る必 要 が あ る ため 、翻 訳 を 自動 的 に行 うこ とが で きな い。

14.メ ソセ ー ジの段 階 でADPメ ソセー ジに全 く関係 の ない こ と も十 分 あ りえ

し、 しか も、 問題 の処 理 方 法 に影 響 を及 ぼ す よ うな著 る しい特 徴 が書 類 作 業

に ある。 後 の処 理 段 階 では な く、 書類 作 成 の段 階 で機 械 化 す る こ とは、 情 報

を伝 送 す る経済 的 手段 が 一 つ の書 類 に 多 くの情 報 を集 合 し、 多 くの コ ピー を

作 成 す る こ とで あ る こ とを意 味 す る。 この く 伝播 〉 方 法 はADPを 用 い る時

の経済性 か らは かけ 離 れ てい る。 例え ば、 あ るB/Lコ ピーは専 ら進 行 を示

す ため に用 い られ る。 そ の場 合 、受 取 人は 積送 品 の参 照以 外 の何 物 も欲 して

い ない。 た だ受 取 人 は お よそ50品 目のパ ソケ ー ジの情 報 を受取 る だけ で あ

る。ADP技 術 を用 い て も、 す べ て のB/L面 の積 送 品 を参 照 の上 りス トを

編 集 し、 この リス トを受取 人 に渡 すほ うが よ り勝 って い るか も知 れ な い 一

か く して、既 存 の基 本 的情 報 の 流 れ や役割 に依 存 しなが ら、 新 しい メ ッセ ー

ジを作成 す る こ とが で き る。 この経済 的効果 的 方 法 にお け る最 大 の 問題 は 、

手動 式 システ ム との 一 致 をい か に維持 す るか とい うこ とで あ る。

15.技 術 的問 題 が 、基 本 的 にはADPが 機 能 を果 す環 境 か ら招来 され る もの で

あ る とい うこ とは、 前 項 か ら理 解 され るで あ ろ う。 ハ ー ドウ ェア お よび ソ フ
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トウ ェア 能 力 に関 す る技 術 問 題 は余 りは なぱ な しい 役割 を演 じて いな い。 事

実 、 機 械条 件 に関 す る限 り、 効果 的解 決策 を形 成 す る ことは容 易 で あ る。 し

か し、 さ らに困 難 な こ とは 、ADPシ ス テ ムが満 足 しなけ れば な らな い よ う

な必 要 性 の存 在 す る環 境 の変 化 に よって生 じる技 術 的制 約 を 満 足せ しめ る こ

とで あ る。

`

費

・

将 来 一 そ の技 術 的環 境

16.今 後5～10年 間 に人 々は 使用 中 の媒 体 と システ ム とが 一層 交 り合 うこ と

を期 待 す る こ とが で き る。 書 類 手続 システ ムは 一 多分ほ とん ど変 らず に一

速度 を比 較 的重 要 と しない で、 か つ、 仕事 の処 理量 か らは機 械 化 を必 要 と し

ない よ うな分野 で用 い られ る で あろ う。 種 々の複雑 性 を もつADPシ ステ ム

が これ と並 行 す る こ とにな るが 、 この段 階 は、 参 加 者の大 多 数 が書 類 をベ ー

ス に した シス テ ム を用 い て い て、積 送 品 の 多 くがADPシ ス テ ムで処 理 され

る場 合 一 大組 織 の なか の比 較 的小 数 の メ ンバ ーが 、全体 の流 れ の主 要 部 分

につ いて 報 告 す る よ うな事 態 一 に現 われ る。

17.こ の よ うな場 合 、ADPお よび 非ADPユ ーザの 間 に流 れ る大 量 の情 報 が

存在 す る こ とに な る。 単 一 の積 送 品 が この 二 種類 の システ ムに よって取 扱 れ

る こ と もあ り、 あ る いは、 単 独 の参加 者(シ ッパ ー、 エー ジ ェン ト、 輸 送 人

な ど)が 書 類 ベ ース ま た はADPベ ース の 方 法 を用 いて他 の 組 織 と取 組 む こ

と も確 か で あ る。

18.こ れ は 仲 ん つ く下 記 の こ とを意 味 す る こ とにな る。

一 すべ て の 書類 がADP書 類 の も とと して 機 能 す るこ と も、 あ る いは 、そ の

逆 も、 可 能 で なけ れ ば な らな い。

一従 って、 メ ッセ ー ジや書 類 は ほ ぼ等 量の 関 係情 報 を盛 り込ん で い なけ れ ば

な らな い(こ の関 係 とい う点 が強 調 され る。 それ とい うの も、 多 くの書 類

は一 つ 乃至 二 つの 関 係 品 目を手 動 的 に選 択 す る よ りも、一 ペ ー ジに50エ

レ メン トの情 報 を写 真 複製 す るほ うが安 ⊥ りで あ るた めに、<単 一 マス タ
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一〉手 段 が 用 い られ る。 その 結果 無 関係 な情 報 ま で記 載 され る)。

-ADI∫ を用 い る参 加者 は すべ て 、相 手 の必 要 に応 じて、ADP媒 体 また は

書類 に対 して情 報 を送 った り、送 られ た りす る用意 が なけ れ ば な らない。

す なわ ち、ADP媒 体 に対 して情 報 を送 った り、 受け とった りす る こ とを

非ADPユ ー ザ に求 め る こ とは無 理 なの で、 ど う して もこのADP方 法 に

依 らなけ れ ば な らな い こ とは 明 らか で あ る。

一参 加 者 が デ ー タ ・リンク に よって 自 ン ピ ュ一 夕対 コン ピュ三 夕通 信 を行 う

場 合 に あ る もの は 日常 的 な メ ソセ ー ジ と考 え 、他 の ものは く特 殊 〉 と考 え

る こ と もあ り、 ま た、一 方の例 が コ ン ピ ュー タ を所 有 して メ ッセー ジ を送

れば 、 他 方の 例 はADPを 所 有 してい るが、 手動 的 に操作 して送 る こと も

あ る。 さ らに、 色 々な基準 が 存在 す る場 合 に、一 方が く マーク 日〉 を用 しへ

他 方が く マー クil>を 用 い る こ と もあ り、 あ るい は、 この相 異 が地 域 的

(例 えば 、EECと 米 国 の用 語)の 場 合 もあ り得 る。 この よ うな状 態 は 、

メ ソセ ー ジに対 す るキ ーや メ ソセー ジを形成 す る言語 につ い て強 く示 唆 す

る もの で あ り、 これ以 外 には、機 能 的、 地理 的 に分 野が 分 岐 して い るため

達 成 のみ こみ の薄 い 訓練 や 組織 に頼 らざ る を得 ない。

.19.こ れ らの諸 点 か ら導 き出 され る一 つ の総 合 的 結論 は 、ADPメ ッセ ー ジが

ど ち らか といえ ば しや く し定 規 的 で あ って、 そ れ 自身 完全 で あ る必 要 が あ る

とい う こ とで あ る。 これ は最 高 に簡 潔 か つ厳 格 なADPや デ ー タ伝 送 と幅 広

く関連 性 を もつ 方 法 とは異 ってい る。 この よ うな変 化は 、状 況 を構 成 す る複

雑 性 に よる もの で あ るが 、 ス トア ・'サイズ も処理 速 度 も最 早か って の厳 しい

制 約 とは な らな い よ うに経 済 の均衡 を変 え て しま った技 術 開 発 と、全 く歩 調

を合 わせ て いな い わけ では な い。

20.労 賃 が上 昇 し、 ハ ー ドウ ェア ・コス トが 下 落 す る こ とは、書 類 か らのデ ー

タ抽 出 を ま す ます非 経 済 的 にす るため、 長 文 の メ ソセ ー ジは 、 当然 、ADP

方式 で情 報 を伝送 す るほ うに(電 信 また はADPテ ー プ と カー ドとい う物 理

的伝 送 に よって)圧 力 をかけ る こ とに な る。 ただ し、 この場 合、 あ る永続 的
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状 態が 生 じる。 す な わ ち、 デ ー タ を直接 交換 せ しめ る こ とは、 そ のデ ー タ交

換 に経 済 的 に賛 成 す る論 議 をさ らに呼 び お こす よ うな性 格 を メ ソセ ー ジに与

え る圧 力 を かけ る こ とに な る。

21.上 記 の 事柄 は すべ て一 つ の面 、 す なわ ち、共 通 デ ー タ ・バ ンクの影 響 とい

う面 を無 視 してい る。 これ は 部 分 的 には、 い か に上 記 事 柄 が広 く迅速 に処理

に影 響 を及 ぼ す か とい う疑 問 に 由来 す る もの で あ る。 す なわ ち、 著 る しい数

の政 策 的 ・技 術 的 ・法律 的問 題 が末 だ に解 決 を必 要 としてい る。 さ らに これ

は部 分 的 に は、主 要 デ ー タ ・バ ンク の出 現が国 際貿 易 当事 者 の組 織 に対 して

根 本 的 な影 響 を与 え る こ と もあ る とい う事 実 に よる もの で あ る。 その場 合 、

本 プ ロジ ェク トの仕 事 を無 効 とす る に足 るほ ど迅 速 に変 化 が お きる とは思 わ

れ な い。 根 本 的変化 が お きなけ れば 、 エ レ メン トや メ ソセ ー ジの一 部 は、 現

在 直面 して い る エ レメ ン トや メ ッセ ー ジ とか わ らない で あ ろ う。

22.情 報伝 達者 の役 割 と同様 に、書 類 作 業 も許 可 行為 をす る。 す な わ ち、商 品

に対 す る権 利、 商 品 を ドックか ら搬 出 す る許 可 な どであ る。ADP媒 体 には

この行 為 が な い。 す な わ ち、 概 念 的 には これ は権 利 証書 の写 真 複製 一 単 な

る情 報 で あ って無 価値 で あ る 一 の よ うな もの で あ る。 書 類 作 業 は あ る程 度

情 報 伝達 者 と して行動 す るADP媒 体 と並 行 して この 役割 を維持 す る。 これ

が引 お こす よ うな遅 延 や溢 路 は 、 あ る程度国家保険の郵便発送お よび計画業務の

ように一 この いず れ も個 々のス タ ン プを避 け る方法 を用 い る 一 に類 似 した

総 括 的 許 可 とい う方式 が増 大 す る こ とに よって も刺 激 さ れ る。 この よ うな方

法 は、 現 行 メ ソセ ー ジに大 きな影響 を与 え る とい うよ りは む しろ、 新 しい メ

ッセ ー ジを 創造 す る こ とに な る。

23.以 上 要 す るに、 通 常 の書 類 作 業 システ ム と並行 してADPの 利 用が 増大 す

る こ とに な る。 この 両 者 はほ とん どいか な る点 で も互 に イ ンタ ー フ ェイス の

関係 に あ る必 要 が あ る。 す なわ ち、 これ は メ ッセ ー ジが通 常 の書 類 に対 す る

高度 の一 般 性 と一致 性 を示 さ なけ れば な らない こ とを意 味 す る。 逆説 的 に言

えば 、 この よ うな要 求 はADP媒 体 を用 い てデ ー タを直接 交 換 す る こ とを強
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謁 す る もの であ る。 最 も未 来 派 的方 法 一 共通 デ ー タ ・バ ンク の利 用 一 が

長年 に わた る現行 の 方法 を無 効 に す る よ うには 思 え ない し、 最 も慣 習 的 媒体

一 書 類 一 も許 可 とい う機 能 を維 持 しなが らADPシ ス テ ム と共 に存続 し

て 行 くで あ ろ う。

～1

〆

イ ン ター フ ェイス ・プ ロジ ェク ト

24.イ ン ター フ ェース ・プ ロジ ェク トの 目的は、 すべ て の エ レメ ン トお よび メ

ソセ ー ジの た めの 方式 を確 立 し、 既 に述 べ た環 境 に適 合 す るJLCDシ リー

ズ やIATAエ ァ ・ウェイビル の 個 々の エ レ メン トや メ ソセ ー ジの た め に基 準

を設 け る こ とで あ る。 この シ リーズや エア ・ウェイビル は、 特 定 の 必要 条 件 を

知 る こ との で き る状 態 にお い ては 勿論 、 多 くが まだ 計画 の段 階 に も至 って い

な い よ うな シス テ ム で も用 い られ るた め、 この よ うな システ ム とは 大 体無 関

係 で なけ れば な らな い。

25.従 って、 プ ロジ ェク トの大 部分 は 国 際貿 易 に参 加 す る者 の 必 要条 件 や 優先

権 の評 価 に向け られ る。 そ れ故 、 こ こに大 い に委 員 会 の存 在 す る理 由が あ る。

26.委 員会 メンバ ー の提供 す る情 報、 と りわけ メンバ ー間 の相 互 の連 絡 は、 状

況 に関 して なお一 層 よい 感 じを メンバ ー 自身 に与 え る と共 に、 我 々に も個 々

に数 多 く訪 問 して得 る よ り もさ らに必要 性 と必要 条 件 の何 であ るか につ い て

の は るか に鋭 敏 な 手段 を提 供 す る もの で あ る。

27.プ ロジ ェク トの時 間 的尺 度 は7ケ 月 で あ る。 勿論 、9月 か ら12月 の4ケ

月 間 は情 報 の収 集 とア イデ アの 開発 に あて られ る。1月 か ら3月 は この ア イ

デ アの ま とめ、報 告 書 の起 草 と検 討 一 委 員会 メンバ ー の反応 テ ス トを含 む

一 お よび最 終報 告 書 の発 行 に あて られ る。

h>
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質 問 書

案 内

本 書 は 国 際貿 易手 続 にお け る問題 に委 員 会 メ ンバ ーの注 意 を喚 起 す る こ とお

よび そ の委 員会 に対 す る寄 与 に骨組 を与 え る こ とを意 図 して い る。 メンバ ーは

諾/否 をベ ース に す る よ りもむ しろ 自 己の考 え を堪 り下 げ て発表 す る機 会 が 与

え られ て い る。 返 事 は す べ て機 密 に取 扱 われ 、 い か な る出版 物 に も利 用 され る

ことは ない。 メ ンバ ーが第 二 回 目の会 合 で報告 書 を提 出す る よ う希 望 す る。

本質 聞 書 は 背 景 の 中に 含 め られ て い る。 従 って、 まず手 は じめ に背景 を読 む

ことが肝 要 で あ る。

,'

'
9

1総 、 合

1.情 報処 理 の基 準 は 国 際貿 易 手続 を簡 易 化 す るた めに、一 国 家 の み に よっ

て導 入 され る もの なの か、 あ るい は、 この基 準 は国際 協 定 に よって 判 定 し

なけ れ ば な らな い もの な のか。

2.誰 が 協 定 され た基 準 の維 持 を監 視 す るの か。

3.国 際 貿 易 におけ る通信 問 題 は、 下 記 の いず れ に原因 す るか比 較 で き るだ

ろ うか。

(a)情 報 の 複雑 性

(b)書 式 に関 す る協 定 方法 の 欠 陥

(c)調 和 の とれ な い出 来事 や 書類 の流 れ

㈲ 法 的条 件

4.い か な る メ ソセ ー ジま た は書類 が 最 も伝 送 し難 いか。

5.メ ッセ ー ジお よび情 報 エ レ メン トの基 準 のた め の方式 の 欠 除 に よ って下

記 の いず れ が生 じた と考 え るか。

(a)国 際 貿 易 の通 信 を一 層 困難 に した。

(b)ADPの 使 用 が 抑 え られ た。
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、.難 の導入 に よ って よ り効 果 的 にADPを 用 い る こ とが で き る と思 うか.

7.基 準を 強制 的 に課 し、 国 際貿 易 のみ で は な くそれ 以外 の 分野 にま で広 が

って 行 くよ うな訓練 を積 極 的 に認 め られ るか。

8.検 討 すべ き大 きな原 則 が ほ か に あ るか。

9.ADP手 段 に よる通 信 の 速 度、 精 度 、 また は簡 易度 を改善 す る よ うな基

準 を求 め るべ き と思 うか。

2シ ステ ム問題

L貴 方 の輸入 ・輸 出 ・輸送 システ ムは、 書類 の物理 的動 き を助け なが ら、

どの程 度 ま で 自動 デ ータ伝 送 システ ムの導 入 も し くは拡 大 を可 能 とす る た

め に変 更 す る必要 が あ る と思 うか。

2.自 動 デ ー タ伝送 はデ ー タの 機密 性 を減 じるだ ろ うと考 え るか。

3.自 動 デ ー タ伝送 は、情 報 の損失 ま たは改 造 を まね く危 険が あ るだ ろ うと

考 え るか 。

4、 革新 とい うもの は いか に有益 で も、 変 更 が 多す ぎては 価値 が な くな る と

い う一 面 を もってい る。 貴 方 は背景 で ふ れ た技術 が この カテ ゴ リー に入 る

だ ろ う と思 うか。

5.い か な る提 案 に おい て も、 装 置性 能 の 最低 普通 水 準 を どの よ うに仮 定 す

べ きで あろ うか。

6,貴 方が超 国家 的 な会 社 の一 部 で あ る と した ら、 この状 態 は主 要 シス テ ム

の決定 に どの よ うに影 響 す るか。

5メ ッセー ジお よび エ レメ ン トの基 準 に 関 す るア イデ ア

情 報 が 印刷 物 以外 の媒 体 で伝 送 さ れ る場 合 、 これ は正 確 に規定 さ れ なけ れ

ば な らな い。

1.下 記 の どの 原則 を主 要 と考 え るか 。

(a)メ ッセ ー ジお よび エ レ メン トを規 定 す る こ と。
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(b)メ ッセ ー ジお よび エ レ メン トに つ いて述 べ る こ と。

(c)メ ソセ ー ジお よび エ レメ ン トを識別 す る こ と。

2.メ ッセ ー ジは現 行 の書 類 とい か に密接 に均 衡 を保 つべ き で あ るか 。 ま た

は、 現 行 の書 類 は 多 くの メ ッセー ジを伴 って い るか。

3.人 々 は 国 家 的 キ ャ ラ ク タ ・セ ッ トとい う問題 を どの よ うに解 決 すべ き

で あ るか。

4.メ ソセ ー ジお よび エ レメ ン トに おけ る コー ドお よび説 明 の役 割 を検 討 す

る場 合 に、

簡 潔 性

理 解 力

点 検 力

受 容 力

な どの利 害 の 衝 突 に対 して い か な る ウ ェー トを置 くべ きか。

5.現 行 の法 的/企 業 的枠 組 内 でのADPメ ッセ ー ジ と書類 との関 係 は い か

な る もの で あ ろ うか。 その 署名 授 権 行為 との関 係 は ど うか。

6.(a)メ ソセ ー ジ:例 えば、 シソパーとエージェントとの間の メ ッセ ー ジは

常 に最 低 数 の エ レメン トを含 むべ き であ る ことに賛 成 で き るか。

⑥ エ レ メン ト:メ ソセ ー ジ内の エ レ メン トは 常 に 同種 の 項 目 を含

ん で い るべ きで あ るこ と。 例 え ば、 ア ドレス は町/市/郡 ま たは 州/

郵 便 番 号/国 名 を記 載 すべ き であ る こ とに賛 成 で き るか。

(c)項 目:間 違 って解 釈 され る よ うな品 目、 例 え ば、 英 国 式 と米

国式 の 日付 記載 方法 に よ って、時 た ま 日 と月 が 混同 さ れ る場 合 は、 標

準 方法 で記 載 すべ きで あ る と賛成 で き るか。

7

8

い か な る メ ソセ ー ジま たは書 類 が他 の もの よ りも基 準化 を主 張 す るの か。

い か な る エ レメ ン トが 他 に先 ん じて標 準化 を必 要 とす るの か。

例 え ば、 積 送 品 の参 照 は ど うか。

商 品 コー ドは ど うか。
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1.国 際貿 易 に おい て貴 方 は どん な既知 の慣 習 を用 い て い るか。

2,何 が 最 も有 益 な基 準 と思 うか。

3.有 益 でなけ れ ば何 故 か。

4.慣 習 を用 い てい な い な らば 何故 か。

5.い ず れ の場 合 の既 存/提 案 の基 準 が本 研 究 に特 に関 係 が あ るか。

(a)基 準 の まxの 場 合

(b)基 準 に方式/慣 習 を用 い た場 合

6.(a)貴 方 は下 記 の いず れ の コン ピ ュー タ媒 体 にお い てデ ー タを(い か な

る 目的 にせ よ)交 換 す るか 。

① 組 織 内

巨灘
(b)コ ン ピ ュ ー タ 媒 体 を 用 い ず 、 他 の 情 報 伝 達 の 様 式 、 例 え ば 、 テ レ ソ

ク ス 、 デ ー テ ル 、 フ ァ ク シ ミ リ を 用 い る 場 合 は 、(a)項 を 考 慮 す る こ と 。

,含

・

付 録 7

本 研究 には、 下 記組 織 か ら個 人(そ の うちの%はNCCメ ンバーで あ る)の 参

加 が 求 め られ た。 従 って、NCCは この関係 組 織 お よび 個 人 に深 く感 謝 申 し上

げ る次第 で あ る。

$
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ThomasMeadows・

MerseyDocksandHarbourCompany

Mettoy

MidlandBank

NatlonalPortsCouncil

Penins"1arandOrientalSteamNavigatiollCompany

PilkingLons )
PorしofLondonAuthoritv

PostOffice

ROnson

SerckHeatTransfer

Shell

SmithandNephew

Unilever

JohnWalkerandSons
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